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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あまり知られてはいないが、この世界には十三王家と呼ばれる王族が存在している。

　十三王家はそれぞれが世界を破は滅めつに導くほど強力な力を有している。

　そんな十三王家の力の均きん衡こうを保ち、地上の平和を維い持じする存在がある。

『冠絶の姫王エクセルシア』。

　それは十年に一度、王家の姫ひめの中から選ばれる、至高の存在である。

　この物語は、冠絶の姫王エクセルシアを目指す姫と、その従者となった人間たちの、美しくも激しい、戦いの記録である。








　序章　夢見る龍りゆうが見たリアル




『世の中で一番大切なものは金だ』

　それが、十三王家のひとつ、世界で一番の財力を持つ龍りゆう王おう家けの家訓のようなものだった。

　龍王家の姫、龍美花リユウメイフアも生まれたときからずっとその思想の下もとで生きてきた。

　メイファが六歳のとき、彼女の従い姉と妹この姫が冠姫聖戦プリンセスジハードに参加した。

　龍家は、有り金を徹てつ底てい的てきにつぎ込んで、彼女を支し援えんした。最強の戦士を騎き士しとして雇やとい、優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうたちを世界中から集め、最新の機械装置を惜おしげもなく購こう入にゆうした。

　それなのに勝てなかった。あっけなく負けてしまったのだ。

　それで、メイファは思った。

　本当はお金より大切なものがあるのではないか、と。

　そして、それをどうにか証明できないだろうかと考え始めた。

　ある日、メイファは思いついた。

　召しよう喚かん騎士の強さは対価によって変化する。

　もしも、お金ではないもので契けい約やくした召喚騎士が、すばらしく強ければ、お金以外にも大切なものがあることを証明できるのではないだろうか。

　メイファは付き人であり姉し妹まいのように育ってきた幼い少女に目をつけた。

　彼女は武術を習っていて、十年後の冠姫聖戦プリンセスジハードの頃ころにはかなり強くなっているに違ちがいない。

　そんな彼女と、お金以外の対価で契約して、それで冠姫聖戦プリンセスジハードに勝利出来れば、そうすればきっとみんな、メイファの意見に耳を傾かたむけるに違いない。

「そなたは対価に何を望むのじゃ？　あ、お金以外でな」

　家か人じんに内ない緒しよで、こっそり契約の準備を終えたメイファは、彼女に問う。

　すると少女はたっぷりと時間をかけてからこう言った。

「メイファちゃんのそばに、ずっといたい！」

　その瞬しゆん間かん、契約に使用した姫涙石ラクリマが光り輝かがやき、小さな少女を騎士の姿へと変えた。

　だが、メイファの淡あわい期待は裏切られることになる。

「……なんじゃ、それは？」

　武装は完かん了りようした。だが、少女に装着された鎧よろいは、紙のようにぺらぺらで、手にした剣けんはおもちゃのようにふにゃふにゃだった。とてもではないが、強い騎士には見えなかった。

「やはり、お金よりも大切なものなど、この世の中にはないのかの……」

　メイファはそこで挫ざ折せつしそうになった。

　しかし、どうしても自分の考えも捨てきれない。

　散々悩なやんだ挙げ句、メイファはひとつの結論にたどりついた。

「そうか……。そなた……、嘘うそをついておるな？」

　少女が弱い騎士になった理由を、彼女が本心にないことを願ったからだと決めつけた。

　少女はもちろん否定した。だが、その答えを受け入れれば、メイファの幻げん想そう、「金よりも大切なものがある」ということの方が嘘だということになってしまう。

　メイファはそれからずっと、頑かたくなに少女の言い分を認めなかった。




　あれから十年の歳さい月げつが流れた。いよいよ、メイファは冠姫聖戦プリンセスジハードに挑いどむ。

『世の中で一番大切なものは金だ』

　メイファはその家訓を理解できる程度には大人になっていた。

　だけれども、心の奥底では、あの幻想も捨てきれないでいた。

　お金よりも大切なものはきっとどこかにある。

　年とし頃ごろになったメイファのもとに訪おとずれる求きゆう婚こん者たちが、みな龍王家の資産ばかりを気にしているのを見て、ますますそう思うようになった。

　だが、だとしたら、なぜあのとき、付き人の少女は強い騎士にならなかったのだろう。

　やはり嘘をついていたのか、それとも……。

「ん……」

　ホテルの浴室でシャワーを浴びながら物思いにふけっていたメイファは、不意に何かの気配を感じて湯を止めた。

　かすかな電気が走ったような、そんな感覚だった。どうやら肌はだ身み離はなさずつけているネックレスの、そのペンダントトップに嵌はまった宝石から発せられたものらしい。

「……ふむ。姫涙石ラクリマ同士が引かれあっているのじゃな……」

　浴室に備え付けられた鏡に映った自分の姿を見ながら、彼女はひとりうなずく。

　年老いた者がつかうような言こと葉ば遣づかいとは裏腹に、彼女はまだ若い。十六歳である。

　みずみずしく均整のとれた見事なプロポーションに、濡ぬれた長い黒くろ髪かみが張り付いていた。

「気は進まぬが、いくかの」

　鎖さ骨こつのあいだに鎮ちん座ざする紫むらさき色いろの石を軽く握にぎりしめ、彼女はきりりとした表情を作る。

「待っているがよい、オリカ・神み剣つるぎ・マカルイン」

　バスタオルを手に取ると、優ゆう雅がな足どりで彼女は浴室をあとにした。








　第一章　焦あせる少女に刺ささる棘とげ




　　　　１




　盾たて町まち良りよう護ごの朝は早い。

　彼には数週間前から、目覚ましを仕し掛かけた時間よりも、三十分は前に目を覚まさなくてはいけない危機に巻き込まれていた。

　起き抜ぬけで部屋を見み渡わたす。カーテンの隙すき間まから朝の柔やわらかな光が差し込んでいた。

　一いつ軒けん家やの二階に位置する六畳じよう間ま。ベッドと本ほん棚だなにテレビ、それとクローゼットがあるだけで、出しっぱなしのゲーム機以外は綺き麗れいに片付いている。

　室内の様子は、寝ねる前と変わっていないようだ。

「今日は大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　だが、良護がほっと一息ついたときだった。

　むにゅり、と、足先が、布ふ団とんの中で何かに触ふれた。柔らかく、生暖かいもの。

　瞬間、良護はつま先から発生する不快感を覚える。

　鳥とり肌はだだ。物体に接せつ触しよくしている指先を中心に良護の皮ひ膚ふに鳥肌が発生したのだ。

　鳥肌は徐じよ々じよにその勢力を拡大、範はん囲いを拡ひろげていく。

　駆かけ上ってくる不快感に、良護は慌あわてて足を引き、ベッドから転がるように飛び降りる。

　そして、ガバッと布団をめくった。

　中に、人がいた。

「あん、良護様ってば朝からだ、い、た、ん」

　ピンクと黒の布を組み合わせた薄うす手でのキャミソールに、ガーターベルト。そんなセクシー仕様な黒髪の美女が、布団の上にうずくまるように横たわり、良護を見つめていた。

　位置関係からすると、良護のつま先は彼女の胸に当たったものと推測される。

「アゲハさん。こういうのはやめてくれって言っただろ」

　良護は呆あきれ顔で頭に手を当て、下着姿の女性──日ひ影かげアゲハに告げた。

「残念ですが、その願いはお聞きできません」

　アゲハが身体からだを起こしながら言う。

　その際、彼女の見事な胸の谷間が目に飛び込み、良護は慌てて目を逸そらす。

　全身が総毛立ちそうになったのを、深呼吸で押さえた。

　良護は女性に触れると鳥肌が立つ体質だった。

　肌が直じかに触れれば瞬時に、洋服越ごしだったとしても、数分以内には鳥肌が発生する。

　接触部を中心にして拡がった鳥肌は、やがて良護の全身を覆おおい、心肺機能を乱れさせる。そして最終的には呼吸困難に陥おちいり、意識を失ってしまうのだ。

「良護様には欲情していただかなくてはなりませんから」

　良護が心頭滅めつ却きやくしようとする横で、アゲハは豊満な肉体を見せつけるように、上体をせり出しながら微笑ほほえんだ。

　週刊雑誌のグラビアに載のってもおかしくない程ほどの美人だ。妖よう艶えんな微笑みとともに取るセクシーポーズに、良護はくらっとしそうになる。

　だが、彼の体質は、一度鳥肌が発生すると、そのあとはしばらくのあいだ視覚情報からも発生してしまう。だから、今セクシーポーズを見るのは大変危険だった。

　良護は邪じや念ねんを打ち払はらい、鳥肌の侵しん攻こうから逃のがれるために強く頭かぶりを振ふる。

「それはオリカに対してだろ？　どうしてアゲハさんが、そういうことをするんだよ。アゲハさんに欲情したって意味ないだろ」

「もちろんオリカ様のためですよ、良護様。私がこの身を犠ぎ牲せいにして、良護様に潜ひそむ猛もう獣じゆうの封ふう印いんを解き放ち、そして荒あらぶる雄おすの本能のままに、オリカ様をお召めし上がりいただこうという、そういう作戦ですから」

「俺の中にそんなよくわからん猛獣はいねえ！　それからお召し上がりとか人聞き悪わりぃ！　ってか、オリカがいなかったら意味ないだろ？　アゲハさんひとりでどうするんだよ」

　良護はアゲハから目を逸らすため改めて室内を見回す。他ほかに誰だれかがいる様子はない。

「あら、良護様……」

　しかし、不意に、アゲハの声のトーンが変化する。

「いつから私ひとりだと錯さつ覚かくしていました？」

　にいと口元を斜ななめに持ち上げながら、アゲハが言った。

　冷ややかで、どこか残ざん酷こくな表情に良護は背筋がぞっとする。室温が二度くらい下がったような気さえした。

「なんだって？　他には、誰もいなかった……、はず」

　言いながら、ずば、ずばっと、室内の怪あやしそうなところに目を凝こらす。

　そして、それに気がついた。

　クローゼットの扉とびらの隙間から何か銀色のものがはみ出している。

　細く、やわらかな糸が束になったようなもの。銀色の、頭とう髪はつだ。

　室内にもうひとりいたのだ。

「おい、オリカ、そこにいるのか」

　良護は深いため息をつきながら、クローゼットに向かって呼びかけるが、返事はない。

　アゲハを見やると、意味ありげに深くうなずく。中にいるのは間違いなさそうだ。

「いるんだろ、オリカ。そんなとこで何してんだよ」

　良護はずかずかとクローゼットに近づくと、その扉に手をかけた。

　しかし、普ふ段だんなら簡単に開くはずの扉は、ぴくりとも動かない。

　おや、と首をかしげたところで、初めて少女の声が響ひびく。

「だめ！　開けないで。開けたら切り刻むわよっ！」

　悲鳴に近いトーンの物ぶつ騒そうな啖たん呵かが響く。

　声でわかった。中にいるのはオリカ・神み剣つるぎ・マカルインである。間違いない。

　わけあって二週間前から、アゲハとともに盾町家に住み込んでいる少女だ。

「オリカ様、せっかく良護様の荒ぶる獅し子しを目覚めさせかけているのです。このタイミングなら、オリカ様の慎つつましく貧ひん相そうな体でも、きっと良護様を欲情させられます！」

　アゲハがクローゼットに向かって言った。

「貧相で悪かったわね！　成長途と中ちゆうだって言ってるでしょっ！」

　キーキーとわめく金切り声が、寝起きの身には少々つらい。

「なんでもいいから、早く出てこいよ」

　良護が手に力を込こめると、木製の戸がぐぐっと、わずかに動く。

　中にいるオリカが頑がん張ばって開かないようにしているようだが、もう少し力を加えれば、なんとかなりそうだった。

「ちょっと、良護!?　開けたら切り刻むって言ってるでしょう!?」

「そこには俺の着き替がえが入ってるんだ。遊びはこのくらいにして、出てこいよ」

「りょ、良護っ！　だ、ダメ！　ダメだってば！　あ！」

　ぐいっと、折れ戸の取っ手を思い切り引いた。

　そして、その瞬しゆん間かん、良護はしまったと後こう悔かいした。

　ここ数週間で、警けい戒かいすることになれて来たはずなのに。

　寝ぼけていたせいだろうか。それともアゲハの言うとおり、良護の中に潜む猛獣が雄の本能を発動していたせいなのだろうか。

　オリカがわざわざ隠かくれていることの意味を考えるにいたっていなかった。

「何やってるんだ、おま……」

　言いかけた良護は、その姿に絶句する。

　そこにオリカがいる。ゆるやかに波打つ柔らかそうな銀ぎん髪ぱつに、なめらかでしっとりしていそうな白い肌の、すこしだけ気の強そうな美少女。

　ただし、着衣は淫いん猥わいな水着姿だった。

「オリカ、おまえ……」

　良護は咄とつ嗟さのことで、顔を背そむけることもできず凝ぎよう視ししてしまう。

　オリカの着用している水着（だと良護は思う）は、ほとんど布地が存在していない。

　胸と下半身の大事なところをもうしわけ程度に覆っているだけで、あとは細い紐ひものみ。

　しかも、その紐さえも透とう明めいで、なんというか、用よう途とがまったく理解出来ない代しろ物ものだった。

「い、いやあぁあああああ！」

「うおっ」

　良護に見られたオリカは、半はん狂きよう乱らんで良護にタックルをかます。そしてそのまま、抱だきつくような格好で良護の胸むな元もとをぽかぽかと殴なぐり始めた。

「この痴しれ者もの！　大痴れ者！　ド痴れ者！　切り刻むっ、切り刻んでやるぅう！」

「オリカ、ちょ、待て、痛い、痛いぞ、やめろ、やめるんだ」

「当たり前よっ！　痛くしてるんだもの！　痛がればいいんだわ！　わたしの心の痛みに比べれば、全然ましよ！」

「そんな格好してるおまえが悪いんだろ？」

「朝早くに起こされて、なんだかわからないうちにアゲハに着せられたのよっ！　ここまで品のないもの、いくらなんでも着るわけないでしょう!?」

　殴られながら、良護はアゲハに視線をやる。

　当のアゲハは鼻息荒くカメラを構え、写真を撮とりまくっているところだった。

「きゃー、オリカ様、やっぱりよくお似合いです！　たまりません！　たまりませんわ！良護様にすがるそんなお姿も、とっても素す敵てきですっ！　はあはあ」

　瞳ひとみの中でキラキラと、たくさんの星が輝かがやいていた。今にも鼻血を出すのではないかと思うほどの興奮状態だ。

　言いたいことは山のようにあったが、良護は深く考えるのをやめる。

　オリカに向き直ると、細い肩かたを掴つかんで自分の体から遠ざけた。

「とにかく、もう殴るなって」

　オリカは裸はだか同然の格好だ。だから、触れられるのはほとんど生の肌である。

　柔らかく温かい少女の地肌の感かん触しよくに、良護は一瞬、鳥肌が発現するのではないかと怯おびえたが、その気配はない。どういうわけか、オリカでは良護の鳥肌体質は発生しないのだ。

「切り刻むっ、切り刻むんだからー！」

　良護から離はなれたオリカは、すぐさま殴るのを停止した。
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　代わりに、自分の体を抱きかかえるように腕うでを回し、その場にしゃがみこんだ。

「さあ、良護様。存分に欲情なさってください！」

　アゲハの仰ぎよう々ぎようしい宣言を軽く聞き流し、良護はオリカに向かって諭さとすように話しかける。

「あのなあ、こういうのはやめろって何度も言ったろ？」

「だったら、よ、欲情しなさいよ！」

　台詞せりふの内容とは裏腹に、オリカは良護の視線から逃れるように、ますます体をすぼめる。

「良護が欲情すれば、すべてが丸く収まるのよ？　わたしはこんな格好をする必要もなくなるし、冠絶の姫王エクセルシアにもなれるんだから！」

　固く目を閉じ、必死に訴うつたえる。

「そんなこと言ってもなあ……」

　オリカの今の格好は、美少女が全ぜん裸らでうずくまっているようにしか見えない。

　自分の部屋、しかも目の前で可愛かわいい女の子がセクシーな格好をしているのだ。

　良護も健全な男子高校生であり、それはそれで少しはドキドキする。

　だが、いかんせん、オリカの容姿は幼い。良護と同じ年ねん齢れいなのだが、その体型は中学生くらいにしか見えない。良護の好みはもう少し大人な女性だった。

　スタイルだけで言えば、背後にいるアゲハの方がずっと欲情しそうである。

　だから、いくらオリカがセクシーな格好で誘ゆう惑わくしてきても、なかなか欲情できないのは仕方のないことだった。

　良護はしばらくのあいだオリカをじっと見つめていた。

「……欲情、した？」

　おそるおそるといった素そ振ぶりで、オリカの潤うるんだ瞳がまっすぐに見上げてくる。

　しかし、やはり欲情したくなるような気持ちはわき上がってこなかった。

「いいや」

　良護はゆっくりと首を振り、それから部屋の扉を指さした。

「……ま、今日のところは、ひとまず部屋から出てってくれ」

　これが、数週間前にお姫ひめさまであるオリカと出会い、冠姫聖戦プリンセスジハードと呼ばれる壮そう絶ぜつな戦いに巻き込まれた盾町良護の、目下のところの危機で……、日課のひとつだった。




　　　　２




　さて、盾町良護は、二週間前から早朝ランニングという日課も始めていた。

　冠姫聖戦プリンセスジハードにむけての体力作りの必要性を感じていたし、それに、ほとんどの家事をアゲハが引き受けるようになり、時間が空いていたからだ。

　コースは良護の自宅からそう遠くないところにある田園地帯をぐるりと回って帰ってくるものだ。人や車の通行がほとんどなく、走りやすいのである。

　その日も、良護はいつも通りのコースを走っていた。

　途中、不意に辺りが薄うす暗ぐらくなり、空を見上げると、ちらほらと黒い雲が眼めに入った。

「……なんか雲行きが怪しいな。今日はもう切り上げるとするか」

　そう決定し、いつもよりも手前の道で曲がったときだった。

　数十メートル先の路上に何かが落ちていた。割と大きめの黒い固まりだ。

「なんだ、あれ……、……って、人じゃないか！」

　それが人間だと気づいた良護は、足を速めて接近した。

「おい、あんた大だい丈じよう夫ぶか」

　巨きよ大だいな荷物の袋ふくろを握にぎりしめ、うつぶせで倒たおれる小こ柄がらな人ひと影かげに声をかけるが、返事はない。

「おい、ちょっと」

　身体からだに触ふれて軽く揺ゆすってみたが、同じだった。しかし、その代わりに良護の指先から鳥とり肌はだが立つ。それで倒れているのが女性だということはわかった。

　手を離し、改めて様子をうかがう。胸の辺りが規則正しく上下に動いている。

「なんとか呼吸はしてる……、生きてはいるみたいだな……。ん？」

　ふと、頬ほおに冷たいものが触れた。水すい滴てきだ。雨である。

「やばい、降ってきたか」

　初めこそぽつりぽつりと緩かん慢まんだった水滴のリズムは、あっという間にざあっという激しいものに変わる。ものの数秒ですっかり本降りになった。

「俺は急いで帰れば良いが、このひと、どうするか」

　女性は雨に打たれても目覚める気配がない。

　良護は周囲を見み渡わたした。すると少し離れたところに、小さな小屋になっているバスの停留所が見えた。扉とびらはないが屋根があり三方を壁かべに囲まれている。

　雨宿りくらいなら充じゆう分ぶんにできそうだった。

「……せえのっ！」

　良護はほんの一瞬だけ考え、それから思い切って女性の身体を抱き抱かかえた。案外軽い。

　両腕に一いつ斉せいに鳥肌が立ったが、歯を食いしばってこらえ、一気にバス停まで走った。

　小屋に入ると、女性を急いでベンチに横たえ、飛び退のくように離れる。

　深呼吸をして鳥肌を落ち着けてから、改めて女性に注意を向けた。

　仰あお向むけに寝ねかせたので顔が見えた。どうやらかなり若そうだ。

「うっ」

　それから、視線をわずかにずらして、良護は思わずドキリとした。

　彼女はぼろぼろのチャイナ服のようなワンピースを着用していた。

　ワンピースは雨に濡ぬれたせいで身体にぴたりと張り付いている。そのため、少女のなだらかな起き伏ふくを持つボディラインがはっきりとわかった。その上、襟えり元もとがかなり大きく開き、その胸むな元もとがほとんど丸見えだった。

　ぞわぞわと鳥肌が出そうな気配を察知し、胸に手を当て呼吸を落ち着ける。

「んっ……」

　するとそこで、少女がなまめかしい吐と息いきとともに、寝返りを打った。

　服から伸のびる細い脚が動き、服の裾すそがかなりきわどいところまでめくれ上がる。

「うおっ」

　それで一気に鳥肌が発生しそうになり、良護はとっさに目を逸そらした。

「……ん……。ここ、どこ？」

　か細い声が停留所内に響ひびいた。どうやら、少女が目を覚ましたようだ。

　良護は慎しん重ちように視線を少女に戻もどす。

　寝転がったまま首を傾かたむけた少女と、目があった。

「……誰だれ？」
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「気がついたのか。良かった」

　少女は良護より年下に見えた。十四歳くらいだろうか。くりくりとした大きな瞳が印象的な、かわいらしい子だった。頭の両りよう脇わきで髪かみの毛をお団子状に結ゆい、一部を流している。

　少女は良護の顔を一いち瞥べつすると、表情をほとんど変えずに、ゆっくりと身体を起こす。

　それから、まじまじと自分の身体を見下ろした。

　視線が、大きく開いた胸元、きわどいところまでめくれ上がった裾と、順番に動く。

　もう一度、良護の顔を見やると無表情のままうなずく。

「理解。あなた、痴ち漢かん」

「痴漢!?　違ちげえ！」

　良護は即そく座ざに否定した。だが、少女は軽く首をかしげる。

「密室。男女。乱れた服。……情報整理。結論。あなたは痴漢」

　びしっと、少女は良護を力強く指さした。しかし、無表情である。

「いやいや、違ちがうって！　おまえが道ばたで倒れてるときに、大雨が降ってきたから、慌あわててここに運びこんだだけだ。服はそのどさくさで乱れたんだよ！　たぶん」

「雨？」

「そうだよ。おまえの身体も濡れてるだろ？　ほら、外を見ろよ」

　と、良護は外を指さした。

「……どこ？」

　少女がもういちど首をかしげた。

「どこって……、って、ええっ!?　もう止やんでるし！」

　外はすっかり雨が止み、それどころか太陽まで出ていた。

　全身に緊きん張ちようが走った。このままでは良護はただの嘘うそつきに……、つまり痴漢男と間違われてしまう。少女から、かすかに殺気が放出されているようにも感じる。

「推測。あなた、びしょびしょに濡らした少女を食す趣しゆ味みの痴漢」

「なんだその趣味！　あと食すとか言うな！」

「大丈夫。いろいろな趣味の人、世の中にいる。きっとひとりじゃない」

「同情された!?」

　無表情なのだが、少女の瞳は、何かかわいそうなものを見るかのようだった。

「弱ったな。俺は本当に何もしてないんだが……」

　良護は渋しぶい顔をして、頭をかく。

「……譲じよう歩ほ。再考。……たぶん、その言葉は真実」

　すると、少女が不意にトーンを変えてつぶやいた。

「お、信じてくれるのか」

　良護が顔を明るく輝かがやかせて尋たずねると、少女はこくりと小さく首しゆ肯こう。

　その視線が、スカートのあいだ、ちょうど太ももの辺りに向いている。

「何かされた感覚は皆かい無む。たぶん、まだ生き娘むすめを維い持じ」

「きむす……、ぶっ！」

　予想だにしなかった言葉に、良護は盛せい大だいに吹ふき出す。

「おまえ、いきなり何を言ってんだよ」

　そこで突とつ然ぜん、ぐうと奇き妙みような音が鳴り響いた。

「なんだ？　腹の音か？　って、……まさか、おまえ腹減って倒れてただけか？」

　良護が呆あきれたように尋ねると、少女は少しだけ気まずそうに頷うなずいた。

「……そう」

「しょうがねえなあ……。ちょっと待ってろ」

　良護は苦く笑しようしながら、ジャージのポケットをまさぐる。小腹が減ったとき用にカロリーメイトを入れているのだ。

　ポケットから小さな包みを取り出すと、それを少女の手元に放ほうり投げた。

「俺の非常食だ。こんなもんでよければ食べると良い」

　少女は、受け取った袋をまじまじと眺ながめると、袋を破って中身を取り出した。

　鼻を近づけ、匂においをかぐ。それからじっと良護を見る。

「毒なんか入ってねえよ」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたものの、腹の虫がもう一度鳴くと、少女は一気に口に放り込んだ。

　が、その動作が急に停止する。

　顔がみるみる内に真っ赤になる。

　うーうーと唸うなりながら、傍そばに落ちていた荷物から水すい筒とうを取り出し、一気にあおった。

「おい、大丈夫か？　慌てて食うからだぞ」

「無、無問題」

　ふうと、水筒から口を離はなして息を吐はいた。どうやら、ことなきを得たようだった。

「リン」

　やがて少女が、盛大に開いていた胸元をなおしながら言った。

「え？」

「名前。リン、武零ウーリン」

　少女は足を椅い子すからおろし、スカートの裾を直すと立ち上がる。それから胸の前で片方の掌てのひらをひらき、そこに反対の拳こぶしを打ち付けるように合わせ、軽く頭を下げた。

「謝シエ謝シエ。空腹回かい避ひ。リンはあなたを信しん頼らいすることに決めた」

「リンってのか……。名前からすると、大陸の方の子か？」

　リンは良護の質問に、無表情のままうなずいた。

「俺は良護だ。盾町良護」

「……盾町良護。記き憶おくした」

　非常食のおかげか、誤解はすっかり解けたようだった。

　ほっとした良護は、気になったことを尋ねる。

「ところで、そんなにでかい荷物を抱えて、ひとりで旅行か？」

「……人を、探している」

「人？　友達か何かか？」

　リンは答えなかった。そのまま、荷物を肩かたに担かついでバス停の外に出る。

「なんだ。もう行くのかよ。人探しって、当てはあるのか？」

「……たぶん、近くにいるはず」

「曖あい昧まいだなあ。本当に大丈夫なのか？」

　腹を空かせて道ばたでぶっ倒れているくらいだ。良護は心配になった。

「無問題。なんとかなる。……再見ツアイツエン！」

　しかし、良護が首をひねっているあいだに、リンは颯さつ爽そうとバス停から出て、良護の家とは反対方向へ歩き出していた。

「あ……、行っちまったか。変な子だったな……。まあ、俺も帰るとするか」

　それからすぐ、良護もバス停を出て家に向かった。

　もちろん、このときの良護は未まだ、後に、思わぬ形で彼女と再会することになるとは、まったく思っていなかった。
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「良護、わたしを召しよう喚かんして」

　帰宅した良護は制服に着き替がえ、朝食を終えると、オリカと共に庭に出ていた。

　良護の家はこぢんまりとした一戸建てだ。だが、敷しき地ちそのものは案外広く、ブロック塀べいに囲まれた庭は、軽いキャッチボールくらいなら容易に出来る面積をもっている。

「毎日恥はずかしい思いをしてるんだもの。きっと、良護は欲情してるはずよ。だから、そろそろ、その効果を確かく認にんするのよ」

「何も今じゃなくても良いだろ」

「だめよ。こういうのは思いついたときにやるべきよ！」

　数メートルの距きよ離りをあけ、向かい合うオリカがちょっと怒おこったように言う。

　ほんのりと白い肌はだが色づいているのは、これまでの失態を思い出しているせいだろう。

「……わかった。とりあえず召喚してみよう。そしたら学校行くぞ」

　オリカは典型的なお姫ひめさまだ。前回の一件以降、多少角かどがとれてはいたものの、本質的にはそれほど変わっていない。言い出したら聞かないところがある。

　良護は渋しぶ々しぶといった調子で肩をすくめると、軽く深呼吸をし、右手に意識を集中する。

　すると、手首のところに、幅はばの広い真っ白な腕うで輪わが現れた。腕時計の文字盤ばんにあたるところに、赤い宝石が嵌はまっている。

　その腕輪を掲かかげるようにして腕を突つき上げ、良護は叫さけんだ。

「こい、召喚騎き士し、オリカ・神剣・マカルイン！」

　声に呼応するように、腕輪の宝石がまばゆく輝き出し、周囲に光をあふれさせた。

　やがて、その光は幾いく条じようもの筋になり、オリカの目の前に、幾き何か学がく模様と文字のような記号を組み合わせた長方形の魔ま方ほう陣じんを描えがき出す。

　描かき上がった魔方陣はゆっくりと空中を移動。オリカの身体からだに重なっていく。

　魔方陣の光に触ふれたオリカは、まるで、図形の中に別の空間があるかのように吸い込まれ、一次的に姿が見えなくなる。

　しかし、数すう瞬しゆん後ご、入った側とは逆の面から現れ出いでる。

　魔方陣から現れたオリカは、まるで、テレビゲームに出てくるキャラクターのコスプレのような薄うす手での衣い装しようを身にまとい、手に一本の長ちよう剣けんを握にぎりしめていた。

「何度見ても不思議な光景だな……」

　良護が一連の様子を見ながら興味深そうにつぶやいた。しかし、すぐに首をかしげる。

「だけど、今は目の前のことだからなんとなく理解出来る気もするが……、たとえ俺が地球の裏側から呼び出したとしても、同じように召喚出来るんだよな」

「その通りです、良護様」

　縁えん側がわでふたりを見守っていたアゲハが、良護の独り言のような言葉に答える。

「召喚騎士の魔方陣は、一種のワームホールのようなものです。時間も距離も関係なく、姫のもとへと騎士を運ぶ転送装置なのです」

「本当かよ？」

「王族にかかればこの程度のこと造作もありません。おそらく、良護様のような一いつ般ぱんの庶しよ民みんの方々が夢物語だと思っていることの大半は、ブレックファスト前です」

「ちょっと、良護！」

　そこで召喚されて以来、手て脚あしや体の武装をチェックしていたオリカが、眉まゆをつり上げながら小走りに近寄ってきた。

「全然変わってないわよ。どういうことなの!?」

　オリカは両手を広げて全身をアピールする。

　金属製の防具はほとんどない布製の衣装に、一本の長剣。

　剣だけはすこしだけ高級感があるものの、全体的には弱そうだ。

　そして、その姿は二週間前から全く変化がない。

「どういうこともなにも、俺がおまえに欲情してないってことだろ？」

「嘘でしょう？　姫ひめ恋こい大作戦を色々やったのに。あんなこととか、そんなこととか、あ、あれとか、これとか……」

　オリカが指折り何かを思い出し、頬ほおを染める。

　良護もオリカから受けた姫恋大作戦のいくつかを思い出し、すこしだけ照れた。

「あんなに頑がん張ばったのに、どうして良護は欲情しないのよ！」

「そんなこと言ってもなあ……」

　唇くちびるをとがらせるオリカを前に、良護は困り果てながら頬をかいた。

　良護とオリカは、冠姫聖戦プリンセスジハードに参加するため、召喚騎士の契けい約やくを結んでいる。

　ところが、どういうわけか、本来ならば良護が騎士となるはずが、姫であるオリカ自身が騎士となってしまっている。

　さらに、姫は騎士を強化するために、対価を支し払はらう必要があるのだが、ふたりのあいだで結ばれた契約の対価は「愛」だった。そのため、良護はオリカを強くするために、オリカを異性として愛する……、つまり欲情しなくてはならないのだった。

「良護、わかってるの!?　あなたが欲情しないと、わたしは強くなれないのよ？」

　頬をふくらませて、オリカが抗こう議ぎする。

「わかってる。だけど、そういうのは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでいくものではないだろう？」

「いかせなさい！」

「無茶言うな」

「あなた、協力するって言ったじゃない。わたしを冠絶の姫王エクセルシアにするんでしょ!?」

「ああ、そう決めた」

「だったら素す直なおに欲情しなさいよ！」

「だから、それはすぐには無理だと言っている」

「無理じゃないわ！　この前の戦いだって、最後にすごい力を出せたじゃない。あのとき、きっと良護はわたしにすごく欲情したのよね？　それを思い出せば良いだけよ！」

「あのときは……」

　前回の戦い。その最後にオリカがとった行動をきっかけに、強大な力が発揮されたのは事実だった。そのきっかけといえば……、

「あ、そっか。あれをもう一回試ためしてみればいいんだわ」

　不意に、オリカがぽんと手を叩たたく。

　たぶん、良護が考えたことと同じ結論に行き着いたのだろう。

　だが、

「……、あれを……、試す？」

　瞬間、ボンっと、頭部が爆ばく発はつしたかのようにオリカの顔が真っ赤になった。

「あれ、あれって、あれ、よね」

　オリカの視線が、良護の顔の一点を中心に不安定にさまよっていた。唇のあたりである。

　あれ、とはすなわちキスのことだった。

　この間の戦いでは、絶体絶命のピンチに、オリカが良護にキスをし、その直後、オリカが盛せい大だいにパワーアップしたのである。

「べべべ、別に大したことじゃないわ。くくく、唇をせせせ、接せつ触しよくさせるだけじゃない」

　強がっているものの、オリカはいっぱいいっぱいだ。身体は硬こう直ちよくし、瞳ひとみはぐるぐるとまわり始めている。

　良護も、もしかしたらキスをすればどうにかなるのかもしれないとは思ったが、さすがにもう一度試すには抵てい抗こうがあった。おいそれと出来るものではない。

　だが、オリカの抵抗は良護以上のようだった。

　良護は苦く笑しようし、なだめるように言う。

「……そんなに無理するなよ、オリカ」

「む、無理なんかしてないわ。大だい丈じよう夫ぶよ。このあいだは出来たんだもの。良いい？　良護、今からするわよ。そこを動かないでよ？　絶対よ」

　オリカがむきになったように、眉をつり上げる。

　胸に手をあてて、何度も何度も深呼吸。

「いくわよ。いくったら、いくわよ。いい、良護？　いくんだからね」

　それから、目をとじ、良護に向かって唇を突き出す。

　良護の眼前に、口づけを迫せまる美少女の顔が接近してくる。

「お、おい、オリカ。本気か？」

　さすがに、良護も少しはドキドキしてくる。

　あと数センチで接触する、そのときだった。

「や、やっぱり無理！」

　オリカは、がばっと顔を背そむけた。呼吸を整えながら、悔くやしそうな表情をつくる。

「……あのときはすぐにできたのに……」

　オリカが独りごちる横で、良護は残念と安あん堵どが混ざったため息をついていた。

「あらあら。残念です。せっかく、動画モードで撮さつ影えいしていたというのに……」

　背後にたつアゲハがカメラを手に、嘆なげくように言った。

　すっかり黙だまっていたと思えば、撮影にいそしんでいたらしかった。

「まあ、それはそれとして良護様。そろそろ少しは焦あせった方がよいかと思います」

「焦る？　何をだ」

「もちろん、欲情することです」

　神しん妙みような面おも持もちで答えるアゲハ。オリカも顔を上げ、アゲハの回答に聞き入る。

「冠姫聖戦プリンセスジハードは始まっています。どこかの姫がいつ襲おそってきてもおかしくない状じよう況きようです」

「襲ってくるって……、そんなに簡単に居場所がわかるものなのか？　世界は広いだろ。どうやって相手の居場所をつきとめるんだよ」

「良護様、王族をなめてはいけません。王家の力……、人脈や技術、世界中に張り巡めぐらされたあらゆるネットワークを利用すれば、誰だれかの居場所を特定することなど容易たやすいことです。それに、王家によっては、魔ま法ほうのような技術を持ち合わせている場合もありますし」

「なるほど……」

　時空を越こえて召しよう喚かんされる召喚騎き士しなんてものがあり得るのだ。たしかに、そのくらいのことは容易なのかもしれない。

「敵の姫がいつ来るかわかりません。もちろん、こちらから攻せめなければ勝利もあり得ません。どちらにせよ、今のままのオリカ様では、勝利への道は遠いと思うのです」

「そうね……。夏か輪りんにさえ苦戦したもの。わたしも剣には自信があっても、それはあくまでもただの人間としてだわ」

　過去の戦いを思い出しているのだろう。苦々しい表情で、オリカが言った。

　それから良護をまっすぐに見つめる。

「それに他ほかの姫と違ちがって、わたしを召喚する良護は、戦せん闘とう中絶対無敵のルールが適用されないわ。この前みたいに、わたしがうまく戦えなかったら……、あなたがやられてしまってゲームオーバーになるのよ」

「む……」

　良護は少しばつの悪い気分になる。

　冠姫聖戦プリンセスジハードでは、召喚騎士を召喚しているあいだの姫は、外部からの攻こう撃げきを一いつ切さい受け付けなくなるというルールがある。

　だが、オリカと良護の関係ではそれが成立していない。つまり、冠姫聖戦プリンセスジハードに参加しているにも拘かかわらず、戦闘中の良護は、騎士としての武装もなにもないただの凡ぼん人じんなのだ。

　超ちよう常じようの力を持つ召喚騎士に狙ねらわれればひとたまりもない。

「ですから、良護様。あなたは自分の身を守るためにも、早急にオリカ様に欲よく情じようしなくてはならないのです」

「それは、わかってるつもりだ」

　理り屈くつは理解出来ている。しかし、良護はやはり目の前に座る少女に対して、欲情……、要するになにかいやらしいことをしたいとか、そういう気持ちは起こりそうになかった。

　外見は可愛かわいいと思う。だがそれだけだ。

　テレビや雑誌に出ているアイドルを眺ながめている状態に近い感覚だった。

　良護がオリカに欲情するためには、今以上に何かが必要なのは間違いない。

　しかし、それが何かはわからなかった。

　誰かに相談してみたいところだが、オリカやアゲハに直接尋たずねるのもさすがに失礼な気がした。そうなると、冠姫聖戦プリンセスジハードのことがわかる他の人物がよいが……。

「……なあ、オリカ」

「なによ？」

「最近、セイラを見かけないが、国に帰ったのか？」

　セイラ・マカルインはオリカの従い姉と妹こで、マカルイン家の正統な後こう継けい者しやだ。

　色々あって、良護に対して「結けつ婚こんする」だのと言っていたのだが、ここ二週間ほど、良護はその姿を見ていなかった。

「セイラ？　マカルインの実家に帰ったはずよ」

　明らかにむっとした顔で、オリカが答える。

「こっちに残ろうとしたけど、叔お父じ様に戻もどって来いって命令されたみたいよ。……セイラに何か用でもあるの？」

「いや……、ちょっと気になっただけだ」

「……ふうん」

　半眼で良護をじっと見るオリカだった。

「あ、いけません。おふたりとも、そろそろ出ないと遅ち刻こくしてしまいますよ」

　時計を確かく認にんしたアゲハに言われ、良護たちは話を中断。

　オリカの召喚を解除し、意識を学校へと切り替かえた。
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　良護たちが学校に到とう着ちやくしたのは、いつもよりも早いくらいの時刻だった。

　遅刻を懸け念ねんしたアゲハが車を手配したせいだった。

　早朝の教室には、生徒の姿はほとんどない。

　ちなみにアゲハは既すでに帰宅。本格的な冠姫聖戦プリンセスジハードに向けての情報収集が忙いそがしくなってきているらしく、最近は主に悪わる巧だくみをするときにしか学校に残ることはなかった。

　オリカの護衛としては、アゲハお抱かかえのメイド集団で現役アイドルグループであるアゲハ機関のメンバーが数人、どこかに潜ひそんでいるということだが、良護はまだ見たことはない。しかし、「レイナちゃんの毛もう髪はつ発見！」とか、「ジュリアたんの匂においハアハア」とか、クラスメイトの熱心なＡアＧゲＨハＫキＫカＮン信者は、その痕こん跡せきを見み出いだしてるようだった。

「あ、おはよう、良ちゃん、オリカさん」

　良護が自分の席につくと、とてとてと、ひとりの少女が歩み寄ってくる。

　百もも瀬せ夏輪、良護の幼なじみの少女だった。

「おう、夏輪」

「おはよう、夏輪」

　良護とオリカがほとんど同時に返事を返すと、夏輪は、肩かたまでのボブカットをふわりと揺ゆらしながら微笑ほほえんだ。丸顔にたれ目という愛あい嬌きようのある顔は、なかなか可愛らしい。

「相変わらず、学級委員の朝は早いんだな」

「えへへへ……。良ちゃんたちも今日は早いんだね」

「アゲハさんに車で送ってもらったからな」

「なにかあったの？　いつもは歩いてくるのに」

「良護がへっぽこな召喚するから遅刻しそうになっただけよ」

「おい、オリカ」

　オリカがぽろりと答えてしまったので、良護は慌あわてて制止する。

　はっとなったオリカが口元に手を当てた。

　二週間前、夏輪はセイラの持つ幸福の鐘かねという道具によって操あやつられ、召喚騎士として良護たちの前に立ちはだかった。

　非情になれないオリカは、夏輪に攻撃をすることができず、窮きゆう地ちに追い込まれた。だが、良護のアシストによって、なんとか無力化することに成功し、勝利することができた。

　しかし、それまでの過程において、夏輪は自分の意志とは関係なくオリカを傷つけてしまってきていた。心の優やさしい夏輪に、その事実を認識させてしまうのは非常に酷こくだと思われた。だから良護は、夏輪に対して一ひと芝しば居い打っている。

　召喚されていたあいだのことを、夢だと思わせたのである。

　その結果、本人の記き憶おくが曖あい昧まいなことも手伝って、一連のできごとはなんとか記憶の奥深くに封ふう印いんできているはずだった。

「召、喚……？」

　だが、オリカの言葉を聞いた瞬間、夏輪の表情に影かげが差していた。思案顔で目を細める。

「（オリカ、何やってんだよ！　思い出したらどーすんだ）」

「（う、うるさいな。つい言っちゃっただけよ）」

　良護が小声できつく言うと、オリカはしどろもどろに答えた。

「召喚……、召喚……、騎士？」

　夏輪は、何かを思い出すようにぶつぶつとつぶやいている。脳のどこか隅すみの方を検けん索さくしている、そんな様子だった。

「（なあ、いま、騎士って言ったぞ？　思い出しかけてるんじゃないのか）」

「（そ、そんなに簡単に思い出すものなの？）」

「（知らねえよ。けど、別に封印とかしたわけじゃないからな）」

「ああ！　思い出した」

　夏輪が大きな声を出して、ぽんと手を叩たたいた。

　びくっ！　っと、良護とオリカの肩が同時に跳はねる。

「良ちゃん、あたし、全部わかっちゃった……」

　きりっとした深刻な表情で、良護を見つめる夏輪。鬼き気きせまるような気き迫はくがある。

「な、な、な、何がわかったんだ、夏輪」

　おそるおそる、良護が尋ねた。

「うん。召喚っていえば……」

「い、いえば？」

　生なま唾つばを飲み込む。オリカも身を硬かたくして次の言葉を待っているようだった。

「良ちゃん！」

　ずいっと、半歩前に出る。少し怒おこっているような雰ふん囲い気きだ。

「徹てつ夜やでゲームしてたんでしょう！」

　腰こしに手をあて、教師のような顔つきでびしっと良護を指さす夏輪である。

「……え？」

「召喚っていえば、良ちゃんの好きな『騎士ナイト＆クエスト』でしょ？　その新作が最近出たのよね。テレビのコマーシャルで見たもん」

「ないとあんどくえすと？」

「良ちゃん。高校生にもなって、徹夜でゲームして遅刻しそうになるなんて、オリカさんたちに迷めい惑わくかけるなんて、良くないと思うよ」

　今度は諭さとすような雰囲気。

「そうそう！　そうなのよ！」

　困こん惑わくする良護に代わって、オリカが身を乗り出した。

「良護が、朝までゲームしてるから、遅刻しそうになっちゃったのよ。まったく、高校生にもなって、何してるのかしら」

「やっぱり、そうなんだ……。でも、仕方ないかな。あのゲーム、一度やり出すと、やめどころが難しいし」

「そんなに面おも白しろいの？」

「うん。あたしは一個前のしかやったことないんだけど……、すっごく面白かったよ？」

「……今度やってみようかしら？」

　女子ふたりがなんだか勝手に話を進めていく。

　その様子を見ながら、良護は深い安あん堵どのため息をついた。

　どうやら夏輪は覚えていないようだし、思い出しもしなかったようだ。

「とにかく、良ちゃん」

「お、おう？」

　不意に夏輪が良護を優しくにらんだ。

「ゲームで徹夜なんて、良くないよ？　ちゃんと寝ねないと、色々大変だと思うし」

「そうよ、良護。くだらないことで迷惑をかけられるこっちの身にもなりなさいよ」

「……わかった。今度は気をつける」

　調子にのるオリカを半眼でにらみつけつつ、良護は肩をすくめてみせた。

　何はともあれ、覚えていないのなら思い出させる必要はまったくない。

　夏輪はただ巻き込まれただけなのだから。

「あ、それより、オリカさん、今日の放課後って時間ある？」

「特にこれといった用事はないわよ」

「良かったらちょっと手伝って欲しいんだけど。めぼしい人はみんな用事があるって」

「仕事？　このあいだみたいなものかしら？　良いわよ」

　このあいだの仕事というのは、ただひたすらにプリントを仕分ける地味なものだ。だが、王宮育ちのオリカには、新しん鮮せんで楽しかったらしい。

　ふたつ返事でうなずくと、オリカはすぐに良護の方を見た。

「当然、良護もやるわよね？」

「ん？　ああ、そうだな。俺も手伝うよ」

　良護も渋しぶ々しぶうなずく。だが、すぐに夏輪が手を振ふる。

「ごめんね。良ちゃんはだめなの」

「どうして？」

　オリカが首をかしげると、夏輪はうつむいて、指と指をあわせながら言った。

「今日のお仕事、女子更こう衣い室の忘れ物についてのプリント作りなの……」

「忘れ物？」

「うん……、その……、アクセサリーとか」

「プリント作るだけだろう？」

「ほ、他ほかにもあるの、その……、お化け粧しよう品ひんとか」

「慣れないものだけど、別に俺が携たずさわってもおかしくないだろ？」

「あのね、良ちゃん、他にも、あるの」

「他に……？　なんだ？　個人名のわかるテストとかか？」

「そうじゃなくて！　パンツとか、ブラジャーとかそういうものもあるのっ！」

　夏輪が顔を真っ赤にして叫さけんだ。

　良護は一いつ瞬しゆん固まってしまう。

　それから、ばつが悪そうに視線を虚こ空くうにさまよわせる。

「……えっと、あんまり遅おそくならないようにな、ふたりとも」

　女子ふたりは、何とも言えない表情で無言のままうなずいた。
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「た、ただいま」

「おう、おかえり。遅かったな」

　そろそろ夕食どきになろうかという頃ころ、オリカが帰って来た。

　二階の自室にいた良護が階下へおりると、制服姿のオリカは玄げん関かんに立ったままだった。

「何してんだ、オリカ。そんなところに突つっ立って。早く入れよ」

「あ、は……、うん」

　なんだかもじもじしながら、オリカは慌てたように靴くつを脱ぬぐ。

　そんなオリカの様子に首をかしげつつも、良護はさらに尋たずねる。

「アゲハさんは一いつ緒しよじゃないのか？　迎むかえに行ったはずだけど」

「あ、はい。その……、用事がある、そうよ。遅くなるみたい、よ？」

「そうなのか。参ったな。夕飯の支し度たくしてないぞ」

「あ、夕飯はあとでデリバリーで届けさせるって言ってたわ」

「お、さすがに手て際ぎわがいいな」

　良護は、満足そうにうなずいた。だが、すぐに妙みような違い和わ感かんを覚え、上がりかまちで直立不動になっているオリカをじっと見つめた。

「な、なに？」

「いや、なんか少し、違和感が……」

　具体的に言うのは難しいのだが、なにかが微び妙みように違ちがっている気がするのだ。

「違和感？　べ、別に何も変わってないわよ？　りょ、良護の目が変なんじゃない？」

　オリカはいつもそうするように胸を反らした。すると。

「痛っ」

　ぷつんという小さな音がして、何かが良護の顔に当たり、廊ろう下かに落ちる。

　拾い上げてみると制服についている飾かざりボタンだった。

「オリカ、これ、おまえのか？」

　見れば、オリカの胸むな元もとのボタンが一個なくなっている。

「え？　きゃあ。わたしったらはしたない」

　良護の手からボタンを奪うばうように受け取ると、オリカは腕うでで胸を覆おおった。

　良護はそこでようやく違和感の正体に気づいた。

　オリカの胸がいつもよりも大きいのだ。

「オリカ……、おまえ、まさか……」

　目を見開き、良護はオリカに問いかける。

「な、な、な、なに？」

　びくりと肩かたをすくめるオリカ。良護は構わず続けた。

「……太ったのか？」

「え？」

「制服のボタンが取れるなんて、太った証しよう拠こじゃないのか？　そういえば、昨日の夜も疲つかれたからとかいって、ご飯三杯ばいも食べてたしな」

「え、えっと……」

「太ると戦せん闘とうのとき動きにくくなりそうだから、適当なところでやめておけよ」

　そこで、ピンポーンと呼よび鈴りんが鳴る。

「お、夕飯が届いたみたいだな」

　良護はぽかんとしたまま立ち尽つくすオリカの横をすり抜ぬけ、土間に下りた。

「準備は俺がやっておくから、オリカは早く着き替がえて来いよ」

　玄関の外には宅配ピザ屋が立っていた。







「はあ、良い湯だった」

　夕食後。風ふ呂ろからあがった良護がキッチンで麦茶を飲んでいるときだった。

「良護、ちょっと来て」

　ふと、オリカが寝しん室しつとしているリビングから、妙にか細い声が聞こえてきた。

「どうした？」

　良護はドア越ごしに返事をする。

「あのね……、眠ねむれないの。中、入って」

　何か変だな、とは思いつつも、良護はリビングへ通じる扉とびらを開いた。

　中は電気が消えていて、オリカのベッド脇わきの読書灯だけがぼんやりと光っている。

「オリカ？」

「こっちよ、良護」

　ベッドの上で上半身を起こしたオリカが手招きをしていた。

「暗いな。電気つけるぞ」

「ダメよ、良護。それはダメ」

　部屋の電気をつけようとした良護を、オリカが強い口調で止めた。

「なんでだよ」

「……今日は、そういう気分、なのよ」

「オリカ？」

　オリカの声はいつもよりも色っぽかった。

「とにかく、こっちにきて」

　ぽんぽんと、オリカが自分のベッドの脇を叩たたく。

「なんだよ……、また変なことする気か？」

　姫ひめ恋こい大作戦を警けい戒かいするものの、今日のオリカは少し変だ。

　もしかしたら風か邪ぜをひいたりしているのかもしれない。

　だとすると、邪じや険けんにするのも良くないだろう。

　そう思った良護は、オリカの傍そばへと移動した。

　さすがにベッドの上に乗るのは気が引けたので、ベッド脇の椅い子すに腰こしを下ろす。

「どうかしたのか？」

「ちょっと、眠れなくて……」

　オリカが布ふ団とんから出て、ベッドに腰をかけるように座り直した。

　いつも通りの、前側がボタンで留まっているピンクのネグリジェを着ている。

　だが、その姿がいつもと違って妙に色っぽく見え、良護は軽く目を擦こすった。

「どうかしたの、良護？」

「い、いや……」

　妙な気分だった。顔を見ると、銀ぎん髪ぱつでちょっときつい目つきの美少女、オリカそのものなのだが、視線を少し身体からだの方に移すだけで、良護の身体にぞわぞわした感覚が走った。

　鳥とり肌はだが立つ前兆に似ている気がしたが、今までにオリカと一緒にいるときに感じたことは一度もない。きっと気のせいだろうと思い込む。

「変な良護」

　くすりと微笑ほほえんで、オリカは口元に手を当てた。

　その仕し種ぐさと表情が、いつもよりもずっと女性らしく、思わず、良護は見とれてしまう。

「おまえ……、そんな顔もできるんだな」

「そんな顔って何よ。ひどいわね、わたしはいつもこういう顔よ？」

　オリカが唇くちびるをとがらせてすねて見せた。それはたしかにいつものオリカの顔だった。

「そうか……、そりゃ、そうだよな」

「ふふふ。もう、良護ったら……。うーん」

　そこでオリカが両腕をあげて、のびをした。

　すると、ネグリジェが身体にはりつき、そのボディラインを浮うかびあがらせる。

　良護は思わず目を逸そらした。

「お、おい。ちょっと無防備すぎるぞ、オリカ」

「え？　なにが？」

　ネグリジェを押し上げるふたつの胸のふくらみ。ネグリジェの薄うすい生き地じのせいで、その形がしっかりとわかってしまったのだ。

　その上、やっぱり、いつもよりもずっと大きく見えた。

　あれだけの大きさなら、良護も充じゆう分ぶんにドキドキ……、つまり欲よく情じようできそうな気がした。

　実際、今も背筋の方にかすかにぞわぞわと鳥肌が立ちそうな気配がある。

「オリカ、その、何かしたのか？　胸、とか」

「え？　胸？」

　そこで、オリカはゆっくりと、自分の胸元を見下ろす。それから、わざとらしい感じに両腕で包み込むと、しなを作りながら言った。

「……良護のえっち」

　上うわ目め遣づかいで、ほんのりと頬ほおを赤らめながら。

「ぐっ」

　良護は、妙な胸の高鳴りを覚え始めた。今までどんなにセクシーなことをされても、何も感じなかったはずのオリカに、明らかに異なった感情を持ち始めている。

　おかしい。オリカに対して、こんな風になったことは一度もなかったのに。

「ねぇ、良護」

　すっと、オリカが身を乗り出した。

「は、はい？」

「これ……、好き？」

　そう尋ねるオリカは、両腕で胸を抱かかえあげている。

　襟えり元もとがいつの間にかかなり開いていた。

　だから、良護からは、ふたつのふくらみの谷間が見えまくりだった。

　ふにふにとしていて、水風船かマシュマロのようにやわらかそうでありながら、みずみずしい張りもあって、なんというか、こう、神秘的だ。

　良護は思わず生なま唾つばを飲み込んだ。視線が谷間に釘くぎ付づけになっていた。

　一方、鳥肌体質の方も準備は万ばん端たんのようだった。

　このドキドキ感をもってすれば、間違いなく鳥肌が立つだろう。良護はそう思う。

　いや。待て、待て、待て待て待て。良護は自問する。

　冷静になるんだ。相手はオリカだぞ。あの、オリカだぞ？　どうしてこんなに胸が騒さわぐ？　どうしてこんなに身体が熱くなる？　なんで鳥肌が立つ!?

「良護、どうしたの？」

　色っぽい口調のオリカが、手を伸のばして、良護の膝ひざの辺りを指でなぞる。

　ぞ、ぞ、ぞ、ぞ、と、触ふれられた部分を中心に、鳥肌が立った。良護は困こん惑わくする。

　なんなんだ、この反応は……!?

　もしかして、俺、オリカに、欲情してるのか？

　そんな馬ば鹿かな。オリカだぞ？　俺の好みにくらべたら、ずっとお子様なオリカだぞ？

「良護」

　オリカがさらに前へ出てきて、良護の真正面で囁ささやいた。

「あのね、さわっても、いいのよ？」

　脳天につきささるような、吐と息いき混じりのエッチな声だ。全身に鳥肌の起こる気配がある。

　ちょうど良護の目の前に白い胸の谷間があった。手を伸ばせば届く距きよ離りだ。

　だが、長年の経験から、その谷間にふれれば全身を鳥肌が襲おそうのは目に見えている。

「良護……、わたしを冠絶の姫王エクセルシアにしてくれるんでしょう？　いっぱい、いっぱい欲情していいのよ？　めちゃくちゃに、して？」

　その言葉で良護の中の何かが爆ばく発はつした。

　心臓から全身にむかって、血液が激流のように送り出される。

　そして、それと同時に、肌がぷつぷつと盛せい大だいに粟あわ立だち始める。

　鳥肌がいまだかつてないほど大フィーバーしていた。全身に拡ひろがり、呼吸が苦しくなる。

「ねえ、良護ってばぁ」

　良護は完全に沈ちん黙もくしていた。うつむき、ぴくりとも動かない。

「ねえ、良護ぉ？」

　唇をとがらせながら、オリカが良護の身体を「ねえねえ」と揺ゆする。

　すると、良護の身体がオリカに向かってしなだれかかった。

「きゃあ、いやぁん。リョウゴぉ」

　そしてそのまま、ベッドに押し倒たおしそうになった瞬しゆん間かん、

「何してるのよぉっ！」

「ぐはっ」

　良護の脇わき腹ばらに、強きよう烈れつなタックルをかます者がいた。

　その衝しよう撃げきで良護は意識を取り戻もどした。そう、彼は鳥肌によって意識を失っていたのだ。

　突とつ然ぜん現れた第三者とともに、床ゆかに尻しり餅もちをつく。痛みと衝撃で一気に覚かく醒せいした。

　同時に、部屋に灯あかりがついた。

「痛いてててて。なにするんだよ……、って、おまえ、オリカ？」

　良護は自分にしがみついている人物が制服姿のオリカであることに気づいた。

　だが、見上げるとベッドの上にもオリカがいる。

「お、オリカが、ふたり？」

「バカ家臣！　痴しれ者もの家臣！　ド痴れ者のスケベ家臣！　変態良護！　いい加減気がつきなさいよっ！　あれはわたしじゃないわよ！　わたしはあんなに痴ち女じよじゃないわっ！」

　馬乗りになったオリカが良護の身体を揺さぶる。

「ちょっと、オリカ？　あと少しだったのに、どうして邪じや魔まをするんですの？」

　ベッドの上のオリカが、それまでとは違ちがった口調と声のトーンで言った。

「邪魔もするわよ！　さわってもいいだの、めちゃくちゃにしてだの、きゃぁ、いやぁんだの、わたしはそんなこと絶対言わないわよっ！　わざわざ部屋の中に入らせないように護衛まで並べて何してるのよ！　このエロセイラ！」

「エロ、セイラ？」

　良護はオリカの言こと葉ば尻じりを復唱する。

「え、エロセイラとはなんですの、失礼な！」

　ベッドの上のオリカが、むしりとるように自分の髪かみの毛を引っ張った。

　ずるりと頭とう髪はつがずれ、下から金色の毛髪が現れる。

「あ、おまえはセイラ!?」

　良護はようやく気づいた。エロいオリカは、オリカの従い姉と妹こ、セイラ・マカルインだったのである。

「今いま頃ごろ気づいたの？　この節穴家臣！　一体毎日わたしのどこを見てるのよ！」

　オリカがまたもや良護の身体を揺さぶった。

「た、たしかに、いつものオリカと違うな、とは思ったんだが」

「思っただけ？　思っただけで、あなた、最後、何しようとしたの？　襲いかかろうとしてなかった!?　許せない！　許せないわよ！　わたしの家臣のくせにっ！」

「家臣じゃねえって言ってるだろ!?　でも襲いかかるってなんだ？　めちゃくちゃにして、とか言われた直後から記き憶おくが飛んでるんだががががが」

　揺さぶられ、舌を噛かみそうになりつつ、良護は必死に答えた。

「え？　そうなの？」

　オリカが目を丸くして手を止めた。

「ああ。たぶん、鳥肌が立ちすぎて意識を失ったんだと思うが」

「な、なんだ。そういうこと……。そう。てっきり、暴走したのかと思ったわ」

　オリカが、やたらとほっとしたように息を吐はいた。

　一方で、セイラはセイラで、襟元を直しながら舌打ちをする。

「……ちっ。失敗しましたわ。既き成せい事じ実じつさえ作ってしまえばこっちのものでしたのに」

「何よそれ？」

「簡単ですわ。どんな状じよう況きようであろうと、リョウゴと結ばれてさえしまえば、リョウゴは言い逃のがれできませんわ。私と結けつ婚こんする以外なくなりますのよ？」

「結婚？　何考えてるのよ。まさか、そのために良護がさらわれたなんて嘘うその情報でわたしたちを攪かく乱らんしたわけ？」

「攪乱？　それで、こんなに遅おそかったのか」

「そうよ。夏輪と作業をしていたら、突然セイラの部下が来てね。まんまと騙だまされたわ」

「うふふふふふ。騙される方が悪いんですわ」

　悪人っぽく微笑むセイラに、今度は良護が尋たずねる。

「セイラ、おまえ、帰国したんじゃなかったのかよ」

　セイラは指先を口元で小さく振ふりながら言う。

「この二週間、密ひそかにあなたたちの行動を観察して、綿密な計画を練っていましたのよ」

「ひ……、暇ひま人じん」

　オリカが絶句していた。

「……とはいえ、さすがにそろそろお父様もご立腹で、明日あしたには帰国しなくてはなりませんの。だから、今日、強きよう硬こう手段に出させてもらったのですわ。失敗しましたけど」

　心底がっかりしたように、セイラは長く深いため息をついた。

「いい気味だわ。わたしの騎き士しである良護には、色いろ仕じ掛かけは通じないんだから」

　鼻息荒あらく、オリカが胸を反らした。もちろん胸むな元もとのボタンは弾はじけないし、強調してもそこにあの豊かなふくらみは存在していない。それで良護はほっとする。

「あら、それはわかりませんわよ。先ほどリョウゴは、私のこの胸元に目を血走らせていましたわ。それはもう、猛たけり狂くるう雄おすの獅し子しのようでしたわ」

「ちょっと、良護本当なの？」

　オリカにものすごく強い目でにらみつけられ、思わずたじろいだ。

「え、いや、その……、まあ、なんというか……」

「事実なのね、このおっぱい家臣！　切り刻む！　今日こそ刻んでやるんだからっ！」

「お、おいオリカ痛い、やめろ、やめるんだだだだだだ」

「リョウゴに当たるのはお門かど違ちがいですわよ？　普ふ通つう、殿との方がたは大きな胸が好きですわ」

「うるさい、この痴女従姉妹！　どうせわたしの胸は小さいわよぉ！」

　その後、ギャイギャイとした従姉妹同士の言い争いは、夜が更ふけるまで続いた。

「ああん、嫉しつ妬とにもだえるオリカ様も、す、て、き♪」

　ただひとり、部屋の隅すみに待機しているアゲハだけが、恍こう惚こつとした表情で身体からだをくねらせながら、三人の様子を見守っていた。

　だが、すこしだけ冷静になってつぶやく。

「……今夜はきっと、セイラ様がお泊とまりになりますね。その支し度たくをしなくては……。だけど、もう少しだけオリカ様を観察してからにしましょう」

　頬ほおに手を当て、しばらくのあいだ、三人の様子をうっとりと見つめるアゲハだった。
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　翌朝。朝食を終えた良りよう護ごとセイラは、ふたりで連れだって散歩に出ていた。

　セイラが実家へ帰る前に、話しておきたいことがあるのだという。

　今日は休日であり良護は快かい諾だくした。ちなみに、セイラはオリカを誘さそわなかった。

　今朝のセイラは、いつも通りの青いドレスだ。長い金きん髪ぱつは頭の両りよう脇わきで結ゆわえている。

　周囲にはほとんど人の気配がない。ここまで歩いてくるあいだに、すれ違ったのは犬の散歩をしていた女性と、ジョギングをしている男性だけだった。

　ふたりともセイラの格好を物もの珍めずらしそうに見ていたが、ただそれだけだった。

「なあ、あんまりオリカとケンカするなよな」

　川沿いのあぜ道を歩きつつ、良護は横に並ぶセイラに言った。

「このあいだ戦ったとはいえ、姉し妹まいみたいな従姉妹なんだろ？」

「……あの子が怒おこるのも無理ありませんわ。私はそれだけのことをしたんですもの」

　セイラが前を向いたままつぶやく。

「私はあなたたちの友人を使って、あなたたちの邪魔をしましたわ。しかも、生死をさまようケガまでさせてしまいましたもの。怒らない方がおかしいですわ」

　良護もオリカも、二週間前にこの少女によって危あやうく死にかけるような大けがをした。

　ケガ自体は完治しているものの、たしかに簡単に馴なれ合えるような関係ではない。

「……俺はケガよりも、夏か輪りんを巻き込んだことの方が頭に来てるけどな」

「夏輪には本当に申し訳ないことをしましたわ。だから、贖しよく罪ざいのためにも、これから一生、密ひそかにあの子の支えになっていこうと思っていますわ」

　しんみりとした口調。決して嘘を言っている様子はない。

　だが、素す直なおに信じて良いものなのか、良護はまだ決めかねていた。

「……召しよう喚かん騎き士しの契けい約やくはどうなるんだ？」

「この姫涙石ラクリマ、ですの？」

　セイラが手を掲かかげる。その指には黄色く輝かがやく石の嵌はまった指輪がある。

　夏輪とセイラが召喚騎士の契約をした姫涙石ラクリマだ。

「壊こわせないのか？　契約が残ってる限り、その姫涙石ラクリマも敵の姫ひめに狙ねらわれるんだろ？」

　冠姫聖戦プリンセスジハードの基本的なルールは、騎士と契約した姫涙石ラクリマを敵の姫から奪うばうか、破は壊かいすることだ。契約が存続している時点で、姫涙石ラクリマは敵からの攻こう撃げき、奪だつ取しゆの対象となる。

「それは……、できませんわ」

　セイラはゆっくりと首をふりながら、姫涙石ラクリマを覆おおい隠かくすように掌てのひらを重ねた。

「姫涙石ラクリマは王家にとっても大変貴重ですの。そう簡単に壊すことはできませんわ」

「だけど、契約が続いていたら夏輪はいつ召喚されるかもわからないんだろう」

「しませんし、させませんわ」

　セイラが大きな声を出して、良護をまっすぐに見る。

「次の冠絶の姫王エクセルシアが決まれば、世界中の姫涙石ラクリマの契約が消しよう滅めつしますの。だからその日がくるまで、マカルインの王城の最さい奥おう部ぶにきちんと封ふう印いんしますわ」

「……それだけで大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「契約済みの姫涙石ラクリマでも、姫が持ち歩かなければ勝利条件にはなりませんの。つまり、私が持ち歩いて戦わない限り、あの姫涙石ラクリマは冠姫聖戦プリンセスジハードにおいて無価値なのですわ」

「そう……、なのか……」

　良護はすこしだけほっとしていた。

　もちろん、夏輪が戦せん闘とうに巻き込まれる可能性がゼロになったわけではない。

　だが、セイラの言葉が真実であれば、限りなくゼロに近くなるということだ。

「信じて、いいのか？」

　良護はセイラの目を見つめて問う。

　いつのまにか、ふたりとも足を止めていた。

　セイラは真しん摯しな表情で言う。

「もちろんですわ」

　だが、すぐに眼めを伏ふせた。

「と言いたいところですけれど、手放しに信じてもらえるとは思っていませんわ。……これからの行動を見て判断して頂くしかないと思いますわ」

　良護は少しだけ考えてから、うなずいた。

「……わかった。おまえに対する判断はひとまず保留する」

「それが、無難ですわ」

　セイラは、気分を害した様子もなく微笑ほほえんだ。

「それで、セイラが話しておきたいことっていうのはそれか？」

「ええ、その通りですわ。夏輪のことと、私はこの先のオリカの戦いをバックアップすることで贖罪の行動にしたいと思う、とそれを伝えたかったのですわ」

「オリカに直接言ってやれよ」

「それはできませんわ！　私にもプライドがありますもの」

　セイラはぷいっと、横を向いた。

「まあ、いいけどな」

　良護はやれやれとばかりにため息をつき、肩かたをすくめた。

　やがて、ふたりはどちらからともなく歩き出す。

「ところで、ひとつだけ気になることがあるんだが」

　数メートルほど進んだところで、良護が口を開いた。

「なんですの？」

「冠姫聖戦プリンセスジハードって、ひとつの王家からふたり以上の姫が出てもいいのか？」

　現在マカルイン王家からはオリカとセイラのふたりが参加していることになっている。

「ええ、問題ありませんわ」

「それじゃあ、たくさん姫がいる王家が有利ってことか……」

「いいえ。そうとも限りませんわ。参加証代わりの姫涙石ラクリマは、とても貴重品なんですの。もし大量に投入して惨ざん敗ぱいでもしたら、次回以降の冠姫聖戦プリンセスジハードで目も当てられない結果になりますわ。だから、どの王家でも複数人数の参加は控ひかえるものなのですわ」

「へえ。そういうものなのか」

「勝利者が最初から所有していた姫涙石ラクリマ以外は、冠姫聖戦プリンセスジハード終しゆう了りようと同時に、世界中に飛び散ってしまいますし……。本当に……、貴重品ですのに……」

　セイラがしゅんとうなだれ、指輪をさすっていた。どうやら、一時の感情でマカルイン家の貴重な姫涙石ラクリマを持ち出してしまったことを、後こう悔かいしているようだ。

　良護は軽くため息をつきつつ、苦く笑しようする。

　そこで、ふと顔を上げた良護は前方に数人の女性が立っていることに気づいた。

「ん？　なんだ、あのひとたち」

　良護の言葉で、セイラも顔をあげる。とたんにその表情がこわばった。

　ひとりを中心にして五人の女性たちが彼女の背後に半月状に並んでいる。

　中心にいる人物は、身体にぴったりとフィットした露ろ出しゆつ度どの高いインナーに、裾すその長い巻きスカートを穿はき、マントのような外がい套とうを羽織っている。それ以外の女性はみな同じチャイナドレスにサングラスという姿だった。

　少女はまっすぐにこちらを見つめながら、ゆったりと手元の扇おうぎで自らをあおいでいる。

「マカルインの代表はオリカと聞いておったが……、セイラ姫だったのかの？」

　少女がかすかに首をかしげながらひとりごちた。

　瞬しゆん間かん、良護の身体からだに緊きん張ちよう感かんが走る。

　マカルイン、オリカ、セイラ。これらの言葉を知っているというだけで、警けい戒かいに値あたいする。

　ましてや、セイラはすでに身構えているのだ。疑う余地はない。

「セイラ、あいつは……、姫、なんだな」

　良護は中ちゆう華か風ふうの少女に視線を固定したまま、セイラに問う。

「ええ。十三王家がひとつ、崑こん崙ろん山にある龍りゆう王おう家けの姫、龍美花リユウメイフアですわ」

　龍美花リユウメイフアの胸元には、首くび飾かざりに加工された紫むらさき色いろの宝石が輝いていた。







　その頃ころ、オリカはひとりで湯船に浸つかっていた。

「なんなのよ、良護のやつ！　セイラとふたりで散歩に行くとか、ありえないわ！」

　良護とセイラが出かけてしまい、退たい屈くつになったので風ふ呂ろに入ることにしたのだ。

「わかってるのかしら。セイラは敵だったのよ？　それなのに、一いつ緒しよに散歩にいくとか、その身体に欲よく情じようしかけるとか……」

　昨晩のできごとを思い出す。巧こう妙みように仕し掛かけられた罠わなや怪かい情報を突とつ破ぱし、自宅に戻もどってみれば、自分とそっくりに変装したセイラが、良護に対して破は廉れん恥ちな行こう為いに及およんでいた。

「……なんだかわからないけど、鼻の下を伸のばしかけてる良護を見たとたん、妙みようにイラっとして、思わずタックルをしちゃったわ……」

　つぶやきつつ、自身の身体を見下ろす。

　入にゆう浴よく剤ざいが溶とけ、乳白色に色づいた湯に隠れた自分の胸むな元もと。

　水面との境界は、なだらかなふくらみを示してはいるものの、その大きさは慎つつましい。

　慎ましいというか乏とぼしく、乏しいというか貧しく、貧しいというか、虚むなしかった。

「……良護はそんなに大きな方が好きなのかしら……、って」

　オリカはぶんぶんと首を振ふる。

「べ……、別にこれの問題じゃないわよね。良護がいけないのよ、良護が。わたしの騎士のくせに、他ほかの女に欲情しかけるとか、あり得ないわ！」

　ぷくーっと、頬ほおをふくらませつつ、オリカはそう言った。

　憤いきどおりとハーモニーを奏かなでるように、ちゃぷんちゃぷんと湯が波打っている。

　しばらくたって、オリカはバスタブの縁ふちに腕うでをのせ、さらにその上に顎あごをのせる。

「良護の……、ド痴しれ者もの……」

　ため息をつくようなその言葉は、誰だれに聞かれるわけでもなく、浴室の壁かべに吸い込まれた。




　　　　２




　良護は、敵の姫を目の前にして背筋に棒が入ったように緊きん張ちようしていた。

　それでもオリカを召喚するための腕輪はすでに具現化させている。

　だが、相手の出方がわからない以上、うかつな召喚は得策ではない。

　良護はしばらくメイファの様子を窺うかがうことにした。

「ふむ？　いきなり攻撃をしかけてきたりはしないのか。……つまり、交こう渉しようの余地があるということじゃな」

　メイファはまたもつぶやくように言って、それから良護たちに接近してきた。背後に並んでいたサングラスたちは手で制し、その場で待機させている。

「ひさしいのう、セイラ姫」

「ごきげんようですわ、メイファ姫」

　それなりの距きよ離りまで接近すると、ふたりは挨あい拶さつを交かわす。セイラは社交的に微笑み、メイファの方もかすかに口元をほころばせた。一見、優ゆう雅がな会合に見える。

　メイファは近くで見ると、かなりの美人だった。細く整った眉まゆと涼すずやかな目元。全体的にシャープな印象をした顔つきだ。年ねん齢れいは良護と同じか少し上か。アゲハよりは若そうだ。
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　だが、メイファは良護にはちらりと目線を送っただけで、特に挨拶も何もしなかった。

　いかにも眼中にないという様子である。

「こんなへんぴなところでお会いするなんて、奇き遇ぐうですわね。何しに来たんですの？」

「ほっほっほ。妾わらわの姫涙石ラクリマが反応するのでのう。近くまで来てみたらそなたの姿が見えたのでな。こうして参じたまでじゃ。どうやら、セイラ姫ひめのそれと共鳴したようじゃな」

　メイファが扇せん子すをセイラの方に向ける。姫涙石ラクリマのついた指輪を指し示しているようだ。

　そこで、メイファのネックレスにぶらさがった紫色の宝石が怪あやしく煌きらめいた。

　するとセイラの指輪も、同調するように色しき彩さいを揺ゆらめかせる。

　良護も腕輪の宝石から、軽い電流が流れたような感覚を得た。

　どうやらこれが共鳴というものらしい。

「そうですの。その首飾りがあなたの姫涙石ラクリマですのね？」

「……うむ？　……ああ、まあ、そうじゃ」

　セイラの問いかけに、メイファが自身の胸元を一いち瞥べつしながら、歯切れ悪く答えた。

　それからすぐに顔をあげる。

「ところで、ふたつ尋たずねておきたいのじゃが、良いかのう」

「尋ねたいこと……？　なんですの？」

　セイラが不ふ審しんそうに聞き返す。良護は、黙だまって聞き入る。

「マカルインの参加者はオリカだと聞いていたのだが、違ちがうのかの？」

「……うちにも色々と事情がありますのよ？」

「ふむ。何かの作戦かの？　それとも実はふたりで参加しているのかの？」

「ご想像にお任せしますわ」

「その答えは何かあると言っているようなものだがのう……。まあ良い。うちのものに調べさせよう。セイラ姫は口が堅かたそうじゃ」

　メイファは、ほっほと身体を揺すりながら、わずかに口元を歪ゆがめた。

「もうひとつはなんですの？」

　それ以上詮せん索さくされたくないと思ったのだろう。セイラが質問を促うながした。

「うむ？　ああ、そうじゃった」

　メイファが仕切り直すように間を空け、それから言う。

「のう、セイラ姫。……いくらならよいのじゃ？」

「……え？　いくら？」

「戦いなどせず、金銭で解決せぬか、と申しておるのじゃ」

　良護はメイファの質問に拍ひよう子し抜ぬけした。

　まさかここで商談をもちかけてくるとは思っていなかったからだ。

「またそれですの？　あいかわらずですのね、龍家の姫君は」

　だがセイラには、それほど驚いた様子はない。半ば呆あきれたように、淡たん々たんと感想を述べた。

「言い値を出すぞ。そうじゃのう、マカルイン王家の総資産と同等……、いやその倍出してもかまわんぞ。いずれにせよ、龍家にとってははした金じゃ」

「う、うちの資産の倍？　それは、えっと、おいくらになりますの……」

「おい、セイラ！」

　なんだかセイラの目の中に＄マークが浮うかび上がったように見えた良護は、慌あわてて声をかけた。下手をしたら夏輪の姫涙石ラクリマを売られてしまう。

　それで、試算を始めそうになったセイラはようやく正気に戻る。

「は！　そ、そ、そ、そんなことできませんわ！　何を言ってますの、メイファ姫！」

「ふむ？　三倍出しても良いぞ」

「でーきーまーせーんわ！」

　セイラは自分の中の迷いを断たち切るかのように、耳を塞ふさいで大きな声を出した。

「むう、そうか……」

　メイファが扇子を口元にあて、少し黙った。

　その隙すきに良護は小声でセイラに尋ねる。

「セイラ。龍王家ってのはそんなに金をもってるのか？」

「龍王家は十三王家一の資産家、つまり世界で一番の資産を有している富ふ豪ごう王家ですわ」

「世界一の富豪王家……」

　良護は言葉を反復しながら、生なま唾つばを飲み込んだ。

　十三王家は、それぞれが世界を破は滅めつに導くほどの力を持っているという。

　龍王家はその力が資産なのだろう。

　しかし、世界一とは一体どれだけのものなのか。良護にはさっぱり想像ができなかった。

「……どうしても、無理かの？」

　改めて、メイファが問うてきた。

「できませんわ」

　ぎゅっと、片方の手で指輪のついている手を覆おおいながら、セイラは断言した。

「これは大切なものですの。お金でどうにかなるようなものではありませんわ」

「ふむ？　金額が足りんのか、それとも妾の言葉を信じておらぬのか、あるいは……」

　わずかに眉まゆ根ねを寄せ、メイファはひとりごちる。

　それから深くうなずくと、扇子をしまった。

「わかった。どうやら交渉決けつ裂れつじゃな。ならば戦うしかあるまい」

　メイファが、胸元の姫涙石ラクリマへ手を伸ばした。

　良護はそれを見て、タイミングはここだと思った。躊ちゆう躇ちよすれば後手に回ってしまう。

「来い！　召しよう喚かん騎き士し、オリカ・神み剣つるぎ・マカルイン！」

「リョウゴ、私は夏輪を強制召喚されないよう後退しますわ！」

　良護が召喚を開始すると、セイラは叫さけんで、その場から走り出した。

　良護の腕輪からは光があふれ出し、空中に魔ま方ほう陣じんを描えがき出している。

　メイファの傍そばにも同じように魔方陣があるだろう。良護はそう思った。

　だが、予想に反して、メイファの周りには魔方陣は発生していなかった。

　それどころか、ネックレスに手をかけたまま、良護を見て眼めを丸くしている。

　だが、それも一瞬のことだった。

　魔方陣からオリカの身体からだが浮かび上がり始めると、メイファのネックレスが輝かがやきだす。

「あ……」

　小さな声をあげるメイファ。その胸元の姫涙石ラクリマから、次々に紫むらさき色いろの光があふれ出て、そこら中を満たしていく。やがて光が空中に一枚の魔方陣を形成した。




　　　　３




　良護の傍かたわらに武装を施ほどこされたオリカが降り立った。

　そして開口一番、良護に向かって抗こう議ぎの声をあげる。

「ちょっと、良護!?　いきなり召喚するとかどういうつもりよ！　こっちはお風ふ呂ろに入ったばっかりだったのよ!?」

　接近してきたオリカから、シャンプーの良い匂においが漂ただよってくる。

「悪いな。だが、敵がいるんだ」

「信じられないわ！　もう！　……それで、敵はどこの誰？」

　まだまだ文句を言い足りないという様子だったが、戦いに関しては、彼女なりのけじめがあるのだろう。オリカはすぐに前方に視線を移した。

　空中に魔方陣、そのすぐ後ろにメイファの姿がある。

「あれは、メイファじゃない」

　メイファの姿を認めたオリカが驚おどろきの声をあげた。

「やっぱり知り合いなのか？」

「知り合いもなにも、王家の姫の中だと一番交流があるわ。ママが生きてたころからの知り合いだから、かれこれ十年以上になるわ。スクール時代も一いつ緒しよだったし」

　オリカは嬉うれしそうに表情を崩くずしている。心なしか声も弾はずんでいる。

「スクール？」

「王家の子女が二年間だけ過ごす学校よ」

「幼なじみってことか」

「そうね、一応、親友かしら」

　と、一通り良護に語ったところで、オリカは、はっとなる。

「……って、今日のあの子は敵なのよね。そっか、そうよね……」

　若じやつ干かん戸と惑まどいつつも、オリカは表情を引き締しめ、剣を構えた。

　ちょうど、メイファの魔方陣から、騎士が召喚され終えたところだった。

「ん？　あ、あれは……」

　砕くだけ散る魔方陣を背にして全身を現した騎士の姿に、今度は良護が眼を見張る。

　手て脚あしや身体、頭部に紫色の鎧よろいをまとっている小こ柄がらな少女だった。

　最も特とく徴ちよう的なものは、手に持っている武器だ。湾わん曲きよくした巨きよ大だいな刃やいばが、長い柄つかの先についていて、その全長は少女の身長の倍はある。青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうと呼ばれる武器に酷こく似じした大刀だ。

　だが、良護が驚いたのはそこではない。

　髪かみの毛をふたつのお団子状に結ゆわき、うさぎの耳のように後方に垂らしている頭部や、細く華きや奢しやな体つきなど、少女の外見に見覚えがあったからだ。

「まさか、リン、なのか？」

　メイファが呼びだした召喚騎士の少女は、以前出で逢あった武零ウーリンにそっくりだったのだ。

　良護はその顔をよく見ようとした。だが、少女は自分の手脚を確かく認にんし、それから周囲を見てメイファの姿を見つけると、すぐに身体の向きを変えて跪ひざまずいた。そのため、良護からは顔を見ることができなかった。

「セイラ姫が後退し、代わりに庶しよ民みんが召喚し、魔方陣から現れたのがオリカじゃと？」

　一方、メイファは足元の自分の騎士にはあまり注意を向けず、良護たちを見つめて、眼をぱちくりさせていた。

「どうなって、いるのじゃ？」

「久しぶりね、メイファ」

　首をかしげるメイファに、気さくな感じでオリカが呼びかけた。

　すると、すぐにメイファも軽い調子で返答する。

「うむ。久しいのうオリカ。スクール卒業以来かの？」

「ええ。一年ちょっとぶりじゃないかしら？　手紙とかメールとかはしてたけど」

「そうは言っても、スクール時代ほどではないからのぉ」

「仕方がないわ。あなたは龍王家の跡あと取とりだもの。忙いそがしいでしょう」

「……まあ、のう」

　メイファは少しだけ言葉を濁にごした。それから、声の調子を変えて言う。

「何はともあれ、つもる話は戦いが終わってからじゃ。今日の妾わらわは戦いに来たのじゃ」

「……そう。やっぱり、そうよね」

　オリカは少しだけ寂さびしそうだった。

「ところでオリカ、そなたはどうじゃ？　いくら出せば姫涙石ラクリマを譲ゆずる？」

「はあ？」

　不意のメイファの質問に、オリカは呆れた声を出す。

「お金で売るわけないでしょう！　こんな大切なもの！」

「ふむ……、やはり断るか……」

「当たり前でしょう！　……まったく、あなた昔から変わらないわね」

「そなたもな」

　オリカとメイファはふたりで小さく微笑ほほえみあった。

「……しかし、そなたたちはどうなっておるのじゃ？　剣をたしなんでおるのは知っていたがの、なぜそなたが召喚武装されているのじゃ？」

　その問いに、オリカは臆おく面めんもなくさらりと答えた。

「簡単なことよ。ここにいる良護が本当は騎士なんだけど、契けい約やくに失敗したのか、わたしが戦う羽目になってる。ただそれだけよ」

「おい、オリカ、そんなに簡単にばらしていいのかよ」

「下手に隠かくしてもすぐにばれるわ。メイファは馬ば鹿かじゃないもの」

　慌てる良護をちらりと一いち瞥べつしただけで、オリカはすぐにメイファに向き直った。

　メイファは軽く息を吐はいて、首しゆ肯こうした。

「なるほどのう。不思議なこともあるものじゃな。……けったいなことじゃが、まあ、騎士がオリカだろうと誰だれだろうとやることは変わらないがの」

「そっちの騎士はその子なの？」

「うむ。強制召喚というやつじゃな。不本意ながら、呼び出してしまった」

　問われたメイファは、傍らで跪く騎士を見やった。

　良護もまた騎士をよく見る。すると騎士の少女は顔を伏ふせ、身体を震ふるわせていた。

「……そなた、何を泣いておるのじゃ」

「えぐ、えぐ、えぐ……」

　メイファの騎士は、跪いたまま涙なみだを流しているようだった。

　メイファがもう一度少女に問いかける。

「……リン、なぜ泣いておる、と聞いておるのじゃ」

「びんば、ごうじゅじ、ばびだぐで」

「わからん。……ほれ、まずは顔を拭ふくのじゃ」

　メイファは呆れ顔になりながら、服の袖そでから取り出したハンカチを少女に手て渡わたした。

　ごしごし、ちーん、と、顔を拭いてしっかり鼻までかむ。差し出された使用済みの布ふ巾きんを、メイファは若干迷めい惑わくそうに受け取るが、綺き麗れいにたたんで再び袖の中に戻もどした。

「それで、何を泣いておるのじゃ」

「公主に呼びだしてもらえたことが……、会えたことが嬉しい」

「……妾が崑こん崙ろんを出てからまだ一月も経たっておらぬぞ」

　メイファの口調には、オリカと話していたときとは違ちがい、とげとげしさがある。

　ちなみに「公主」とはメイファたちの地方でお姫ひめさまを指す呼こ称しようだ。

「公主に話がある」

「話？　妾にはそなたと話すことなどない」

「公主、とても大事なこと！」

　少女は訴うつたえるような目で、メイファを見上げた。

　だが、当のメイファはとりつく島もないといった様子である。

「こっちも大事なことじゃ。リンよ、この場に呼び出された意味をわかっておるな？」

「……あ……、う……、理解」

　メイファに気け圧おされたのか、少女はそれ以上は何も言わなかった。うつむいたまま立ち上がると、良護たちの方に身体を向けた。ゆっくりと顔を上げる。

　それでようやく良護は確信した。

「やっぱり、リンか！」

「……あなた、盾たて町まち、良護？」

　お互たがいに気づいた良護とリンは、ふたり同時に眼を見開いた。

「なんじゃ？　知り合いか？」

「良護、知ってるの？」

　それぞれの姫が、それぞれの従者に問いかける。

「ああ、ちょっとな」

　良護は短く答えた。

「ちょっとって何よ。はっきり言いなさいよ。わたしに内ない緒しよで敵と知り合いだなんて、大問題だわ！」

　回答に不服だったらしいオリカはぴーぴーとわめいた。

　一方、メイファはあっさりしたものだった。

　リンは首肯しただけで済ませたが、メイファはそれ以上言げん及きゆうしない。

「そなたの知り合いだろうとなんだろうと、やることはひとつじゃ。わかっておるな？」

「無問題」

　決心したように頷うなずくと、騎士リンは青龍偃月刀を腰こしだめに構えた。良護たちを見み据すえるその目は、まるで獲え物ものを見つけた獣けもののように獰どう猛もうだった。

「おい、オリカ、来るぞ！」

「もうっ！　あとでちゃんと説明しなさいよ！」

　良護に対して文句が言い足りない様子のオリカだったが、すぐに戦せん闘とう態勢を取る。

「ヤアアアア！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にリンが地面を蹴けった。

　独特の足あし捌さばきで、舞まうように青龍偃月刀を振ふり上げながらオリカに斬きりかかる。

「良護、あなたは下がって！」

　言いながら、オリカは一歩前へ出る。剣けんを構え、リンの攻こう撃げきを防ごうとする。

　そして、ふたりの武器が交こう錯さくすると思われたその瞬しゆん間かん。

　ザフッ！

　鈍にぶい音と共に、リンの青龍偃月刀がオリカの眼前で地面に突つき刺ささった。

「え？」

　意表を突かれた攻撃にオリカは戸惑う。次が読めない。一体どんな攻撃が来るのか。

　だが、緊きん張ちようするオリカの前で、さらにリンは虚きよをつく行動をとった。

「にゃあっ！」

　びたーん！

　地面に刺さった偃月刀の刃を支点にして、前のめりにすっころんだのだ。盛せい大だいに。

　オリカの表情が、ますます困こん惑わくの色に染まる。

　良護もまた、ぽかんとしてしまった。一体何がおこったのか。

「……ふ、不覚」

　青龍偃月刀を杖つえ代わりにしてリンは立ち上がる。

　武器を地面から引き抜ぬくと、再び構え、行動を開始しようとする。

「にゃ、にゃあっ！」

　だが、今度はまるで偃月刀の重さに引っ張られるように、引っこ抜いた反動で後退し、そのまま背中から地面に倒たおれてしまった。

「……どういう、こと？」

　呆ぼう然ぜんとなったオリカが見守る中、必死に体勢を立て直すリン。

　偃月刀を横に振るうが、そのままぐるぐるとコマのように回り始める。

「ふ、ふにゃぁ」

　やがて、散々回転したリンは、目を回したのか、その場にばたりと倒れてしまった。

「………………えっと？」

　困り果てたオリカが、リンと良護を交こう互ごに見た。

「……リンはあの武器を支えられないみたいだな」

　良護はリンの行動を観察していてそう思った。

　どうみても武器に振り回されているのだ。あれではまともに戦えるわけがない。

「つまり、あの子は弱いってこと？」

「……そうみたいだな」

　良護たちはじっと、リンの動きを観察する。

　ようやく立ち上がったものの、まだ目が回っているのか、足どりがふらつき、まっすぐ立つこともままならなかった。
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「良護……、あのくらいなら、今のわたしでも倒せるような気がするわ」

「待て。もしかしたら何かの作戦なのかもしれない」

　警けい戒かいしながらリンを見るふたり。一方でまともに攻撃できないリン。

　ある種の膠こう着ちやく状態がそこに生まれていた。

「……やはり、何も変わっておらぬか……」

　その状態を打ち破ったのはメイファだった。

　吐き出すようにつぶやいたその言葉に、リンがびくりと跳はね、慌あわてて振り返る。

「公主!?　リンは、まだ」

「いいや。もう充じゆう分ぶんじゃ。やはりそなたは嘘うそをついていたのじゃ」

　まるで耳を貸さないように、メイファは首をふる。それから開いた手を前に差し出す。

「やはり妾の幻げん想そうは、ただの幻想だったのじゃ」

「公主！」

　リンは悲痛な声を上げるが、メイファは反応しない。

「もはやこれまでじゃ。戻れ、騎き士し、リン」

　メイファが宣言すると同時に、リンの眼前に魔ま方ほう陣じんが現れ、少女の身体からだに重なっていく。

「公主、待って。それなら、せめて話を！」

「もう良い。そなたの顔は二度と見とうない。……もう二度と、妾わらわの前に姿を見せるな」

「公主っ！」

　その声を遮さえぎるように魔方陣は少女の身体を覆おおいつくした。そして、リンの姿が完全に見えなくなると、その場で粉々に砕くだけ散って消えた。もちろん少女の姿は跡あと形かたもなかった。

　魔方陣の光の残ざん滓しは、メイファの手の中に集まり、正方形の姫涙石ラクリマとなった。

「やはり、世の中には金より大切なものはないのじゃな……」

　メイファはそのままじっと、手の中の姫涙石ラクリマを見つめ続けていた。

「……一体どういうことなのよ、メイファ。今の騎士、なんなのよ」

　困惑しながら、オリカがメイファに問う。

「……幼い頃ころの幻想……、かの」

　彼女はまるで他ひ人と事ごとのように答えた。

　それからけだるそうに首をふると、おもむろに、回れ右をした。

「ちょっと、どこにいくのよ。戦いはまだ終わってないわよ？」

「気分が乗らぬ。今日はもうしまいじゃ。元々、戦いは好きではないしのう」

「何を勝手なこと言ってるのよ。こっちはまだ戦えるわ。逃にげる気!?」

　オリカがメイファの後ろ姿に吠ほえるが、彼女はちっとも動じない。

　お付きのチャイナ服の女性たちと合流すると、すぐ傍そばに停車していた車へ向かう。

「ちょっと、メイファ！」

「勝負はまた日を改める。それまで待っているのじゃ」

　そう言い残すと、メイファの乗った車は音もなくその場から去っていった。

「待ちなさいよ、メイファ！　メイファ!!」

　オリカが車に向かって怒ど鳴なりつけたが、当然意味はなかった。

「良護もなんとか言いなさいよ！　まんまと逃げられたじゃない！」

　一部始終を黙だまって見守っていた良護に、オリカがかみつきそうな勢いで食ってかかった。

「あ。そうか……。悪い」

　良護はいろいろなことに呆あつ気けにとられており、気の入らない返事をしただけだった。

　するとそこで、オリカの身体がぼんやりと輝かがやき出した。

「……ああ、戦闘が終わったから召しよう喚かんが解けるのか」

「え？　あ、待って」

　自分の身体が光っていることに、オリカが慌てる。

「良護、ちゃんと『戻もどれ』って命じた？　さっきのメイファみたいに」

「いや、命じてない」

「嘘!?　痴しれ者もの！　信じられない！　わかってるの？　召喚騎士は倒されるか、契けい約やく者が戻れって命じない限り、戦闘終しゆう了りよう後ごはその場に止とどまることになるのよ!?」

「そうなのか。悪かったな」

「悪かったな、じゃないわよっ！」

　光に包まれたオリカはいつも以上に怒おこっている。この場に止まることの何がそんなに気にくわないのだろう。良護はその理由がわからなかった。

　家まで歩くのがしんどいとか、きっとその程度だろう。そう思う。

「別に、地球の裏側から飛んできたわけじゃないんだ。大きな問題はないだろ？」

「そうじゃなくて！」

　間もなく、オリカの武装が光の粒りゆう子しに変わり、それが良護の腕うで輪わに飛んで戻った。

　そして、武装が解除されたオリカの姿に良護は眼めを丸くする。

「……って、おまえ、なんて格好してるんだ」

　その場に立つオリカは、なんと下着姿だった。

　白い生き地じに細かいレースのついた、高そうな品の良い上下を着用している。

　オリカは咄とつ嗟さに身体を抱だき抱かかえ、その場にうずくまった。

「お風ふ呂ろに入ったばっかりだって言ったでしょう!?　着き替がえ途と中ちゆうだったのよ！　この痴れ者！　ド痴れ者のド変態！　今日こそ、切り刻む！　切り刻んでやるんだからぁ！」

「わ、悪い。今度から気をつける」

「もうやだぁ！　ひぃん」

　オリカはその場で泣き出してしまった。

「終わりましたのー？」

　遠くの方から手を振るセイラが駆かけ寄ってくる様子が見えた。
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　アゲハに迎むかえに来てもらい、なんとか自宅に戻ってきた良護たちである。

「オリカ。敵が攻せめてきましたのよ。こんなときに腹を立ててどうするんですの？」

「うるさい！　セイラなんかに言われなくてもわかっているわよ、そんなこと！」

　リビングルームから金切り声が響ひびいた。

　河原かわらで恥はずかしい格好のまま迎えを待ったオリカは、迎えの車が来ても終始無言。その上、帰宅するなり、自室にしているリビングルームに籠ろう城じようしてしまったのだった。

「困りましたわ。私はそろそろ行かないとお父様との約束に間に合いませんし……」

　セイラは懐かい中ちゆう時計を見ながらため息をついた。

「あとはこっちでなんとかする。それよりも、セイラには早いとこ実家に戻って、それを封ふう印いんしてもらいたい」

　良護はセイラの手を指さした。細い指で、夏輪と契約を交かわした姫涙石ラクリマは、照明光を反射しキラキラと輝いている。

「さっきも、メイファはその指輪にひかれて俺たちの前に現れたんだ。いくらセイラに戦う意志がなくても、このままだと狙ねらわれ続けるんだろ？」

「……そのとおりですわ」

　セイラは真しん剣けんな表情で頷うなずいた。それから踵きびすを返して玄げん関かんへと向かう。

「わかりましたわ。私はとにかくいったん家に戻ります。オリカのことも、メイファ姫ひめのことも心配ですが……、仕方がありませんわ」

「悪いな。こんな状じよう況きようだから見送りには行けないぞ」

「構いませんわ。外に車を待たせていますし……。それでは、次にお会いするときは、私自身に欲よく情じようして欲しいですわ、リョウゴ」

　そう言ってセイラは盾町家を後にした。玄関の外から遠ざかる車の音が聞こえた。

「まったく……、なんなんだよ」

　セイラが出ていくのを確かく認にんすると、良護は再びリビングの扉とびらの前に戻った。

「良護様、いかがなさいますか」

　アゲハが待機していて、良護に話しかけてきた。

「説得するしかないんじゃないか？」

「もしお許し頂けるならば、いろいろと手て荒あらな手段もご用意できますよ。王家認にん定ていメイド学校では、癇かん癪しやくを起こした主人対策も、あの手この手と習っていますから」

「そうなのか？」

「はい。ただし、八十七パーセントの方法は主人がますます怒ります」

「駄だ目めじゃねえか。……残りの十三パーセントは」

「意識を失うか、お体の方がただでは済みません」

「まずいだろ、それ」

　ため息をつきつつ、良護はリビングの扉を叩たたいた。

「オリカ、その、下着姿のときに呼び出したことは謝る。だから出てきてくれないか？」

「いやよ！　それに、わたしが怒ってるのはそのことじゃないわ！」

「それじゃあ、なんだよ？」

「良護様、昨晩のことではないですか？」

「昨晩？　……ああ、あれか」

　良護は思いだしてわずかに赤面、それからまた全身に鳥とり肌はだが立ちそうになった。

「その……、セイラとオリカを間ま違ちがえたことは悪かった。さすがに胸の大きさで気づくべきだった。おまえの胸はあんなに立派じゃないもんな」

「痴れ者家臣！　エロ良護！　死んじゃえ！」

　バスン、バスン、ドスン！　と三連続で何かがドアにぶち当たった。

「……さすがに今のは良護様が悪いと思います」

　アゲハがなんとも残念そうにつぶやいた。

　良護は気を取り直して、扉に向かって話しかける。

「えっと……、それじゃあ、なんだよ？　欲情しそうになったことか？」

「別にあなたが誰だれに欲情しようとしらないわ！　勝手にすればいいじゃない！　どうせわたしは貧ひん乳にゆうだし、貧相だし、がさつだし、剣けんしか取り柄えのない魅み力りよくのない女の子よ！」

「そんなことはない。俺はオリカに魅力がないとは思っていない。魅力がないやつの騎士をやろうなんて、一いつ緒しよに戦おうなんて思うわけないだろ」

　本心だった。実際、良護は目標に向かって一いち途ずに頑がん張ばるオリカの姿にひかれたのだ。体格や女の子らしさは別として、オリカにはきちんとした魅力がある。良護はそう思う。

「……なによ」

「え？」

「その、わたしの魅力ってなによ」

「それはだな……、その……、おまえの……」

　良護はそこで口ごもった。

　扉とびら越ごしとは言え、本心を面と向かって言うことに抵てい抗こうがあったのだ。

　リビングの中ではオリカが聞き耳を立てているのか、しんとしている。

「俺は……、ええと……、おまえの……、まっすぐな……」

「……もう良いわよ」

　良護が言い出せないまま数分が過ぎたとき、ドアが開き、中からオリカが出てきた。

　目元が赤く腫はれあがり、泣いていたのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。だが、今は涙なみだは流れていない。

　出てきたオリカは良護に目もくれずに、その脇わきをすり抜ぬけ、玄関へ向かう。

「オリカ様、どちらへ？」

「……ひとりにさせて」

　オリカの返答に、アゲハが血相を変える。

「危険です！　オリカ様は冠姫聖戦プリンセスジハードに参加なさっているのですよ？」

「いいわよ！　どうせ、今のままじゃ勝つこと自体難しいんだから！」

　そう言い捨てると、すがるアゲハの腕うでをふりほどき、オリカは家を出て行ってしまった。

「おい、オリカ、待てよ」

　少し遅おくれて良護が外に出たものの、家の前に既すでにオリカの姿はなかった。

　右に行ったのか、左に行ったのか、それすらわからない。

　それでも、良護はとりあえず走り出した。
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「何よ、良護の痴れ者……」

　道路を歩きつつ　オリカはずっと同じことをつぶやき続けていた。

「パートナーだって言うなら、わたしが怒っている理由くらい察しなさいよ」

　とはいえ、オリカ自身、自分が何に対して腹を立てているのかよくわかっていなかった。

　ただ、怒っていることだけは間違いない。

　良護が自分に欲情しないことも、それなのにセイラに欲情しかけたことも、お風ふ呂ろ上あがりに召喚したことも、敵の騎き士しと密ひそかに知り合いだったことも、下着姿で河原に立たされたことも、いつの間にかセイラと打ち解けていたことも。

　すべてが少しずつ気に入らないのだ。

「本当に、何よ、良護のド痴れ者。家臣のくせに……」

　何度目かの言葉を吐はき出したときだった。

　すっと、オリカの脇に車が寄ってきて停止した。黒くろ塗ぬりの大きなリムジンだ。

　わずかに警けい戒かいしたが、少し自や棄けになっていたオリカはそのままぼうっと車を眺ながめていた。

　後部座席の窓がするすると開き、中から見知った顔が現れる。

「オリカ、そんなところで何をしておるのじゃ？」

「メイファ……？」

「ふむ？　見たところひとりのようじゃな。これはもしや、チャンスかのう」

　メイファがにたぁと、嫌いやな笑えみを浮うかべた。







　一方、良護はオリカを探して走り回り、気がつけば商店街の方まで来ていた。

　だが、オリカの姿はどこにも見あたらない。

「オリカの足の速さで、こんなに遠くまではこられないか」

　良護は両りよう膝ひざに手を当て、肩かたを上下させながら呼吸を整えた。

　たぶん、最初に左右を間違えたのだろう。

「戻もどるか……」

　呼吸を整えた良護はその場で踵を返す。そこで、ふと、男女がもめる声が耳に届いた。

「探したぞ。まさかこんなところにいたとはな。さあ、一緒に来るんだ」

「断固、拒きよ否ひ」

　良護がきょろきょろと辺りを見回すと、人通りの少ない道の一角で、ひとりの少女が、やたらと身体からだの大きな男に因いん縁ねんをつけられているのが見えた。

「あれは、リンじゃないか」

　その少女は、頭とう髪はつも衣い装しようも、どう見ても、メイファの騎士のリンだった。

「おらぁ、こいよ！」

　男がリンの腕を無造作に引っ張る。リンの軽い身体は、それで浮きそうになっていた。

「ってか、ヤバイじゃないか！　おい！」

　良護は止めに入ろうと、リンたちに近づいた。

　だがそのときだ。突とつ然ぜん、リンの身体が小刻みにぶれて見えた。

「え？　なんだ？」

　そしてほんの数秒後。

　男は巨きよ体たいをゆらゆらと前後に揺ゆらすと、そのまま声も出さずに後ろむきに倒たおれていった。

　リンがそんな男を見下ろし、ぱんぱんと手をはたく。

「百年早い。要転生」

　良護は何が起こったかわからず、その場で立ち尽つくしていた。

　すると、リンの方が良護に気づいた。かすかに眼めを見開き、それから良護に駆かけ寄る。

「盾町良護」

「おう。……大だい丈じよう夫ぶか？　あいつはなんなんだ？」

「あいつ……、痴ち漢かん。そう、痴漢！」

「痴漢か……。そういえば見るからにそんな風に見えるな。警察にいうか？」

　良護がリンの背後で倒れる男を見ながらうなずく。

「しばらく目覚めない。放ほうっておくのが吉きち」

「……おまえがそう言うなら、そうするか。それにしても、おまえ、強いんだな」

「リンは龍りゆう王おう家け直属の護衛一族、武家で三番目に強い」

「そうなのか？　すごいな」

　いまいちすごさはわからないが、十三王家である龍家直属の護衛一族というのならば、その実力はかなりのものなのだろう。良護はそう納なつ得とくする。

「ところでこんなところで何をしてたんだ？」

「リンは食料を探……」

　そこで、リンが珍めずらしく「あ」と困った様な表情を作った。

「どうしたんだ？」

「……盾町良護、あなた公主の敵」

　リンが見上げるようににらみつけ、拳こぶしを構えた。

　良護は一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようする。

　初対面のときは知らずに会話をしていたが、今は敵同士であることを認識している。

　良護は固かた唾ずを飲んだ。一歩でも動けば、攻こう撃げきがくる。そんな殺気が、リンの小さな身体から放出されていた。だが、

　ぐぅうう。と、突とつ如じよ、ふたりのあいだに妙みような音が響ひびき、張り詰つめた空気がゆるんだ。

「なんだ？　……腹の音？」

　良護がつぶやくと、リンの顔がみるみるうちに赤く染まっていく。

「まさか、おまえ……、また腹減ってるのか？」

　小さく首しゆ肯こうするリン。それから小さな声で言う。

「盾町良護からもらったお菓か子し以来、まともに食事をしていない」

「まじかよ」

　言われてみれば、リンは初めて会ったときよりもやつれたように見えた。

「……草や木の根はかじった。だが、満たされない」

「草や木の根？　コンビニでパンでも買えば良かったろう？」

「お金がない」

　良護はリンの答えに衝しよう撃げきを受け、思わず呆あきれてしまう。

「金も持たずに旅してきたのかよ。よくここまで来られたな」

「飛行機の貨物室に十時間近くいた。寒かった」

「密航かよ！」

「無問題。リン以外にもいっぱいひといた」

「密航者そんなにいるのかよ！」

「今回は少ない方だと聞いた」

「おいおい……」

　ぐうう～、と、そこでまたもやリンの腹がなる。

「ったく、仕方ないな……」

　良護はきょろきょろと辺りを見回した。すぐ傍そばに、ファーストフードの看板が見える。

　それで良護は軽く頷うなずくと、リンに向かって言った。

「俺とおまえは敵同士だ。だが、今日のところは停戦にしよう」

「停戦？　なぜ」

「ついて来いよ。飯をおごってやる」

　良護が歩き出すと、リンは、ほえ？　とした表情を浮かべた。だが、やがて、まるで神様を見たかのように目を輝かがやかせ、とたとたと良護の後をついてきた。

　良護は正直に言ってオリカのことが心配だった。今すぐ探しに行きたかった。

　だが、ひもじさで木の根をかじるような少女を、放ほうっておくわけにもいかなかった。







「それで、どうしてこうなるのかしら」

　オリカは着き替がえさせられていた。

　さっきまでは、普ふ段だん使い用のドレス姿だったのだが、今は、ノースリーブで、丈たけの短いスカートに大だい胆たんなスリットの入ったチャイナドレスを着ている。

「何度も言わせるでない。やっぱりそなたと話がしたいと思ってな。ちょうど迎むかえに行こうとしたところで、そなたが歩いているのを見つけただけじゃ」

　オリカとメイファは、良護たちがいる商店街からそう遠くないところにある、隠かくれ家が的な料理店にいた。一戸建てをひとつ丸ごと借り切る形で、ＶＩＰ御ご用よう達たしの完全予約制だそうだ。ふたりはターンテーブルを備えた円えん卓たくに向かい合って座っている。

　赤を基調にした店内は、壁かべや天てん井じようのいたるところに金色の装そう飾しよく品ひんがちりばめられ、さらに『歓かん迎げい』やら『招福』やらの漢字が見受けられる。龍りゆうや虎とらの立派な彫ちよう像ぞうも鎮ちん座ざしていた。

　フロアはけっこうな広さがあるものの、貸し切りなので、当然オリカたち以外に客の姿はない。窓の外にメイファの付き人たちが待機しているのが見えた。

「わかってるの？　一応、あなたとわたしは敵同士なのよ？」

　オリカは運ばれてきた芳ほう香こうの強いお茶をすすりながら尋たずねた。

　ほんの数時間前に、一歩間ま違ちがえれば血みどろの殺し合いをしそうになった相手と、こうして円卓を挟はさんでお茶をしているのは妙な気分だった。

「まあ、そうだがのう。ひさしぶりに逢あったのじゃ。しかも、王家のしきたりもしがらみも一いつ切さいないプライベートじゃぞ。昔みたいに馬ば鹿か話ばなしをしようではないか」

「うー……、だけど……」

　オリカはちらちらとメイファの首くび飾かざりを見ていた。

　普ふ通つうの契けい約やくをしているメイファは、その気になればすぐに召しよう喚かん騎き士しを呼び出せる。だがオリカは違う。召喚をするのはあくまで良護であり、オリカ単体では何もできない。
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「んむ？　ああ、これがあってはフェアではないのか」

　オリカの視線に気づいたメイファは、手を挙げ、店の者を呼ぶ。

　そうして、おもむろにネックレスや、他ほかの貴金属類を外すとそれを店の者に預けた。

「これでよかろう」

「……もう、わかったわよ。そこまでされたら仕方がないわ。今だけは戦いはなし。ただし、おかしなことをしたら承知しないわよ」

「これでも心配なら、そこの電話でそなたの付き人に連れん絡らくを入れておくと良い」

「……いいわよ。幼なじみをそこまで疑うほど、おちぶれてはいないわ」

「ほほほほほ。相変わらず、変なところで義ぎ理り堅がたいのう、オリカは」

　メイファはゆったりと微笑ほほえんだ。

　それから手を挙げて、もう一度ウェイターを呼ぶ。料理を運んでくるように伝えると、ウェイターは丁てい寧ねいに頭を下げ、厨ちゆう房ぼうへと向かっていった。

「それで、何から話すのよ」

「何から、と言われてものう。色々あるのう。うーん。……そうじゃの、目下のところ聞きたいのは、そなたのその腫はれた目について、かのう。男がらみじゃろ？」

　オリカは口に含ふくんだ茶を吹ふき出しそうになった。

「な、な、な、なんでいきなり、そう、な、なるのよっ」

「妾わらわたちも、もう年とし頃ごろじゃ。冠姫聖戦プリンセスジハードが終われば、ぼちぼち嫁とつぐのなんだのという話が出てくるのではないかと思っての。気の強いそなたが泣きはらすなど珍しい。きっと色いろ恋こい沙ざ汰たに違いない、とそう思ったわけじゃ」

　にいっと、メイファが口元を歪ゆがめる。

「と、嫁ぐとか、色恋とか、あいつはそんなこと関係ないわよ！」

　オリカは思わず椅い子すから立ち上がる。声が裏返っていた。

「ほほお、あいつ、とな……。やはり気になる者がおるのか……」

「気になってなんかないわよ！　ただの家臣よ、あんな奴やつ」

「家臣とな？　下々の者に惹ひかれたというのか？」

「だからそうじゃなくて！　元々の出会いが人ひと間ま違ちがいなのに、そんな風になるわけないでしょう？　ただ成り行き上一いつ緒しよにいなきゃいけなくなっただけで、別にそんなんじゃ」

　オリカは早口にまくしたてた。

　実際に声に出してみて、ようやく気持ちの整理がつき始める。

　良護はただのパートナーで、そもそもはサムライ・リョーと間違えて契約してしまっただけだ。その上、オリカ自身が戦わなくてはいけなくなっているだの、欲よく情じようさせなければ強くなれないだのと、いろいろな問題を抱かかえている。けれども、それもただ冠姫聖戦プリンセスジハードに勝つためだけで、そこにはある意味、一いつ切さいの感情はいらないはずだ。

　はずなのだが……。

「ふむ？　では、なんでそなたはそんなに泣いたのかの？」

「なんでって……、別に……」

　ワゴンに載のせられ、料理が運ばれてきたので、オリカはそこで腰こしを下ろした。

　ウェイターが次々と料理の皿をテーブルに並べていく。そのあいだにオリカは考える。

　なんで泣いたのか？　それはもちろん良護の行動が気に入らなかったからだ。

　けれども、いったい良護の行動のなにが気に入らなかったのだろう。

　そもそもこの苛いら立だちは、ゆうべ、セイラに対して良護が破は廉れん恥ちなことをしようとしたところを目もく撃げきしてしまってから起こっている。

　なぜ、あのとき自分は怒おこったのか。今のオリカにはその理由がわからなかった。

「と、とにかく、あいつとわたしの関係は、ただの冠姫聖戦プリンセスジハードのためのパートナー。そのために、微び妙みようなこともしなきゃいけないけど、絶対に色恋とかは関係ないから。絶対に！」

「ほほほほ。相変わらず素す直なおじゃないのう」

　ウェイターがようやく退いた。テーブルの上には、高級食材をふんだんに使った、中ちゆう華か料理がこれでもかというほど並んでいる。しかも、すべて美お味いしそうだった。

「そういうあなたはどうなのよ。前に婚こん約やく者候補がごろごろいるって言ってたじゃない」

　自分ばかりがいじられ、面おも白しろくないオリカは少し意地悪な調子で尋ねる。

「人数だけならのう。ゼロ歳から百歳まで、山のようにおるぞ？　もっとも、彼らには妾など眼中にない。妾はおまけにすぎないがのう」

「おまけ？」

　野菜と鶏とり肉にくを使った前菜風の料理を皿に盛りつつ、オリカは聞き返す。

「去年、何人かと逢ってみてわかったのじゃ。龍王家の姫ひめと結けつ婚こんしようと思うものは、全員が財産目当てでの。別に妾などどうでも良いのじゃ。妾がどんな醜しこ女めだったとしても、喜んでもらおうとするじゃろうな」

　メイファはどこか他ひ人と事ごとのように言った。

「妾はせめて、その中から我が慢まんできそうな相手を見つけるだけじゃ」

「……そう、なんだ。スクールにいた頃ころはもう少し楽しそうに自じ慢まんしてたのに」

　メイファは窓の外をじっと見つめていた。

「……結局、この世の中、お金より大切なものなどないからのう」

　そのつぶやきに、オリカは首をひねった。

「あれ？　前は、お金より大切なものがどこかにあるはずだって言ってなかったっけ？」

「ほほほほ。妾も大人になったのじゃ。いつまでも子供ではいられんからのう」

　メイファは笑う。オリカには、それがどこか寂さびしそうな笑いに見えた。

「まあ、しかし……、もしも、妾の家の財産を目にしても、心が揺ゆらがずに、自分の矜きよう持じだけで行動するような人間がいれば、逢ってみたいものじゃ……」

　その瞬しゆん間かん、オリカの脳のう裏りに良護の顔が浮うかんできた。

　だが、思い切り首を振ふってその顔を消し去った。

「さ、冷めないうちに食べるのじゃ。ここの料理は絶品じゃぞ。何せ超ちよう高級じゃからな」

　勧すすめられ、オリカはいったん食事に集中することにした。
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「ふいー……、謝シエ謝シエ、盾町良護。リン、満腹」

　リンは十個目のハンバーガーを食べ終えると、腹をさすりながら頭を下げた。

「気にするな。……しかし、よく食ったな……」

　良護は感心と呆あきれが混ざった感想をつぶやきつつ、自分のポテトを指先でつまんだ。

　それからすこし待って、本題に切り込むことにする。

「なあ、リン。おまえが探してたのってメイファなんだろ？　けど、お腹を空かせてたってことは、まださっきの召喚以外ではメイファと会えてないってことか？」

　さっきの戦せん闘とうで、リンがメイファと再会できたことに感かん涙るいしていたことを思い出す。

「肯こう定てい。リンはまだ公主の居場所を見つけていない」

「そうか。召喚されれば会えるっていうのも、不便なんだか便利なんだかわからんな」

「同意。……だけど、リン、二度と呼ばれない。だから自力で探すしかない」

　リンがうなだれる。

　ふと、良護はあのときの会話を思い出した。

　メイファはリンに向かって、『もう二度と妾の前に姿を見せるな』と言っていたのだ。

「なあ、どうしてメイファはあんなことを言ったんだ？　おまえが弱いからか？」

　良護は遠えん慮りよがちに尋ねる。たしかに自分が姫の立場だったとしたら、さきほどみたいな戦闘力の騎士を使いたいとは思わない。

　だが、騎士を選ぶのは姫で、騎士を強くするのは姫の対価だ。弱いからといって、解かい雇こするというのは、いささか納なつ得とくのいかない行動だった。

「……リンが弱いのがいけない。公主が望んだのは強いリン。リンは、公主のために強くなければならなかった……」

　この少女にしては饒じよう舌ぜつに語るその様子に、良護は興味が湧わく。

「おまえとメイファは何を対価に契約したんだ？」

　リンは顔を上げ首をかしげる。

「召喚騎士は対価で強くなる。だったら、おまえが弱いのは、メイファが対価を支し払はらえてないからじゃないのか？」

「違う！」

　突とつ然ぜん、リンは机を叩たたいて立ち上がった。珍めずらしく表情がある。怒っているようだ。

「リンは公主に、ずっと一緒にいること願った。公主も認めた。それなのにリンは弱い」

　一息で言い切ると、はあはあと肩かたを上下させる。

「……だから、公主は悪くない。悪いのはリン。リンが……、悪い」

　勢いに圧あつ倒とうされた良護が返答をためらっていると、リンはそう続けてから、腰を下ろした。飲みかけのウーロン茶に口をつけ、ストローで一気に吸い上げる。

「メイファとずっと一緒にいることが対価か。なるほど……」

　ふむ、と良護は顎あごに手を当て考える。

「……おまえはどう思ってるんだ？」

「リンが？」

「本当はどうなんだ。メイファと一緒にいたくないのか？」

「そんなことない」

　リンはぶんぶんと首を振る。

「リンは公主と一緒にいたい。ずっと傍そばで公主を守りたい。それがリンの生いき甲が斐い。リンの使命！　リンは公主のためなら死すら厭いとわない！」

　身を乗り出して、叩き壊こわしそうな勢いで机に手をつく。

「わかった。落ち着こう、落ち着こう、な？」

「……興奮した」

　若じやつ干かんひきつつ良護がなだめると、ばつが悪そうにリンは腰を下ろした。

　どうやらリンは本心でメイファと一緒にいたいと思っているようだ。

「とすると……、やっぱりメイファの方に問題があるんじゃないか？　……メイファが、リンと一緒にいたくない、とか」

「ぐさっ」

　ぼそりとつぶやいた一言に、リンが胸を押さえてうずくまる。

「あ、悪い。仮定のひとつだ」

「……理解。けど、それはない」

「なんでだ？」

「公主は、リンが傍にいること認めた。公主が嘘うそをつくわけがない。だから、嘘をついているとしたらリン以外ない……。リンは自分の心が、わからない」

　リンはメイファを盲もう信しんしているようだった。これ以上は議論が進みそうにない。

「うーん。なんにせよ、メイファの話も聞いてみないとわからないな」

「盾町良護……」

　腕うでを組み、眉み間けんにしわを寄せる良護を、リンが珍しいものを見るようにじっと見ている。

「なんだ？」

「あなた、良い人」

「は？　なんでだよ」

　急にそんなことを言われ、良護はわずかに照れる。

「リンと公主、本当は敵。それなのに、真しん剣けんに考えてくれている」

「ああ……、目の前で困ってる奴がいると、手伝いたくなる性しよう分ぶんなんだよ」

　な、姉ちゃん、と心の中で亡なき姉に声をかけた。

　良護の姉、諒りよう子こも同じ場面に居合わせれば、間ま違ちがいなく手伝ってるだろう。

　しかも、今すぐにリンを抱えてメイファのもとへ突つっ走るくらいのことはしそうだ。残念ながら良護にはそこまでの器量はなかったが。

「盾町良護」

「なんだよ」

「リン、惚ほれた」

「は？」

「リン、公主の次に盾町良護好きになった」

「おいおいおいおいおい、待て待て。何を言い出すんだよ、いきなり」

　良護は照れ隠かくしに手をぱたぱたふった。

「なに馬ば鹿かなこと言ってんだ。年上をからかうもんじゃねえ」

「無問題。この国の男子、リンみたいなちょっと幼い方が好き、聞いた」

　リンが、ぐいっと身を乗り出した。

「……誰だれだよ、そんなろくでもないこと吹ふき込んだの」

「飛行機の中で隣となりになった人。そういうアニメ見てた。聖地巡じゆん礼れいする言ってた」

「聖地巡礼のために密航かよ！」

　良護は数秒間、この国の将来について考えたくなった。

「……ん？　ちょっと待てよ」

　と、そこで良護は不意に気づいたことがあった。

「なあ、召しよう喚かん騎き士しは地球上どこにいても、すぐに召喚できるんだよな？　だったら別に飛行機になんて乗ってくる必要ないよな？」

　それなのに、目の前のこの少女はわざわざ密航してきている。

「何か、メイファに直接会わないといけない理由があるのか？」

「肯定。盾町良護、あなた頭も良い」

　リンは眼めを見開き、感心する。

　それから良護の顔をしばらくのあいだ見つめ、やがて決心したように大きく頷うなずいた。

「実は、公主は……」

　しかし言い出しかけたリンの言葉がそこで止まる。

　耳を欹そばだて、周囲の様子を必死に探さぐっている様子だ。

「どうしたんだ？」

「……しまった。見つかった」

「え？」

「盾町良護。時間がない。だから、ひとつだけ」

　リンがすっと席から立ち上がり移動を開始する。そして去り際ぎわに良護の耳元に囁ささやいた。

「公主の騎士に気をつけて」

「あ、おい」

　良護が席を立つよりも早く、リンは突とつ風ぷうのような勢いで店の外へと駆かけだしていった。

「……公主の騎士って……、リンのことだろ？」

　良護はその背を見送りながら、つぶやいた。







　一方、高級中ちゆう華か料理店。オリカとメイファは、デザートの杏あん仁にん豆どう腐ふを食べていた。

　甘さとふわりとした感かん触しよくのバランスが絶ぜつ妙みようで、口内が幸せになる逸いつ品ぴんである。

「っていうわけで、そしたら良護がね」

「なんじゃ……、オリカは、その良護とやらの話ばかりじゃのう」

「え？　た、たまたまよ、たまたま。ほら、さっきはセイラの話もしたじゃない」

　オリカは、ぱたぱたと手を振ふって否定する。

「っていうか、あいつが変なことばっかりするから、印象に残りすぎるのよ！　もう、なんでこんなときまであんなエロ馬鹿家臣の話しなきゃいけないのよ！」

「しかし、あれだのう。間違って契けい約やくをしたというのに、いまだにそなたを手伝っておるとは……。そなたは、よほど高い給金を払はらっているとみえる」

　メイファが淡たん々たんと告げると、オリカは即そく座ざに言い返す。

「給金？　払ってないわよ。家臣じゃなくてパートナーだってあいつが言うから」

「金を払っていない、じゃと？」

　メイファの表情がこわばった。

「見み栄えを張るでないぞ。金を払ったのじゃろう？　それか、何か、ものを与あたえたのじゃろう？　無む償しようで動く人間などいるわけがなかろう」

「払ってないし、あげてもいないわ。あいつが自主的にわたしのパートナーを買って出てくれているだけよ」

「なんじゃと……、そんな人間がおるのか……？」

　メイファはオリカの返答にショックを受けたように、頭に手を当てた。だが、しばらくして小さく首を振ると顔を上げる。

「いや。やはり信じられぬ。そなたが知らぬだけで、何かを得ているに違いない。そなたの宝石や服がなくなったりはしておらぬか？」

「はあ!?　良護がそんな泥どろ棒ぼうみたいなまねするわけないでしょう!?」

　オリカは苛いら立だったように大きな声を出した。

「メイファ、いくら幼なじみでも怒おこるわよ。うちの家臣……、じゃないけど、騎士を侮ぶ辱じよくするのは許さないわよ」

「オリカこそ、騙だまされておるのではないか？　金も受け取らずに無償で動く人間などいるわけがなかろう。……そうじゃのう、その良護という者も、妾わらわが大金を積めば容易になびくに決まっておる」

「そんなわけないでしょう！　良護に限ってそれは絶対にないわ」

「言い切れるのかの？」

「もちろんよ！　なんなら一度会ってみなさいよ！」

　そう言うと、オリカはウェイターを呼び、ペンと紙を持ってこさせた。するするとペンを走らせ、何かを殴なぐり書くと、その紙し片へんをメイファに渡わたす。

「はい、許可証。うちの家臣……、じゃなくて相棒を貸してあげる」

「許可証？　また面おも白しろいことをするのう。どれ、それならば妾も早さつ速そく手を打とうかのう」

　紙面に目を通したメイファが軽く手を挙げると、今度は外で待機していた付き人のひとりがやってきた。

「このあと逢あいにいく。居場所を探っておくのじゃ」

　そう告げると、付き人は無言で頷き、表に出ていった。

「……え……、もう逢うの？」

「こういうのはタイミングが大切だからのう。商売と一いつ緒しよじゃ」

「ふ、……ふうん」

　オリカはその勢いに引きつつ、すこしだけ胸が痛んだ。

「さて、食事も終わった。そろそろいくかの」

　メイファがすっと手をあげると、ウェイターがデザートの皿を片付けにやってきた。

　それから厨ちゆう房ぼうに退さがると、メイファが預けた貴金属類を持って戻もどってくる。

　きらりと輝かがやく姫涙石ラクリマの光に、オリカはわずかに身を硬かたくする。

「送ろう。今日は楽しかったぞ」

　メイファが椅い子すを引いて座席から立ち上がったので、仕方なくオリカもそれに従った。







「メイファ様との会食は無事終しゆう了りようですか……」

　その頃ころ、オリカを尾び行こうしていたアゲハ機関のメイドから報告を受けたアゲハは、自宅の台所で腕を組んだままため息をついた。

「まったく、オリカ様も良護様も子供過ぎます。こんなときにケンカをするなんて。……ここはやはり、私が一ひと肌はだ脱ぬぐしかありませんね」

　なぜかニヤリと微笑ほほえむアゲハであった。
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　良護がファーストフード店を出て、家に向かって歩いていたときだった。

　商店街の端はしにある道を曲がったところで、目の前に女性の一群が立ちふさがった。

　チャイナドレスにサングラスの付き人の中心に立つ、美しい少女。

「おや、これはマカルインの戦えない騎士殿どの、奇き遇ぐうじゃのう」

「げ……」

　良護は思わずそんな声を出してしまう。

　言わずもがな、龍家の姫ひめ、メイファだった。

「人の顔を見るなり、げ、とはなんじゃ。失礼にもほどがあるぞ」

　メイファは眉間にしわをよせ、すこしだけ不ふ機き嫌げんな表情。だが、すぐに元のすました顔に戻り、言った。

「まあ、良い。今の妾は戦う気はない。失礼を許してやるから、妾につきあうのじゃ」

「……は？」

　良護は思わず変な声を出してしまう。意味がわからない。

「む？　なんじゃ、その顔は。無論、ただとは言わん。報ほう酬しゆうはきちんと支し払はらう」

「その、話が見えないんだが」

「妾はこれから買い物をする。その案内人として、雇やとうと申しているのじゃ」

「……俺たちは敵だろ？　なれ合うわけにはいかねえよ。オリカに怒られちまう」

「安心せい。許可は取ってあるぞ」

「許可？」

　メイファの部下が良護に近づき、すっと一枚の紙し片へんを差し出した。

『うちの盾町良護を貸すわ。ただし、無事に返さなかったら許さないから！　オリカ・神剣・マカルイン』

　お世辞にも綺き麗れいとは言えない文字で、紙片にはそう記き載さいされていた。

「これ、オリカの字だな」

「そういうことじゃ。主人の許可も出ておる。問題はなかろう」

「俺は別にあいつの家臣じゃないんだが」

「そうじゃったな。たしか、パートナーなのじゃろう？　しかも、無償の」

　無償、という部分を妙みように強調するメイファに、良護は首をかしげる。

　そんな良護に気づく様子もなく、メイファは周囲を見み渡わたした。

「さあ、いこうかの。まずは洋服屋じゃ。どこにあるのじゃ？」

「俺はまだ行くとは言ってないぞ」

「あそこに見えるのがそうかの？　いかにも安そうな店じゃが、逆に新しん鮮せんじゃのう」

「おい、メイファ！」

　そして、メイファは商店街の入り口にある洋品店へ入っていった。

　良護はしばらくその場で考えていた。

　オリカがあんなものを書けるということは、メイファは良護たちにかなり肉にく迫はくしている。つまり、いつなんどき襲おそいかかられてもおかしくない状じよう況きようだ。

　下手なことをするよりは、ここはおとなしく従って様子を見た方が良いだろう。

　そう結論づけ、良護は渋しぶ々しぶとメイファのあとを追いかけた。ため息をつきながら。

「これもいいのう、これもなかなかじゃ。おお、これなんて珍めずらしい」

「お、お客様、その、もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってください」

　店に入ると試着室に入ったメイファが、洋服を着散らかしているところだった。

　店内はまるで台風が来たあとのように荒あれていて、初老の店主が青筋と冷ひや汗あせを同時に浮うかべながら、メイファに苦言を呈ていしている。

「店主よ、気にしなくて良いぞ。妾は買う」

　やがて、試着室から出たメイファが、満足そうな表情で一言告げる。

「お買い上げですか？　えっと、どれを？」

　店主が困こん惑わく気味に尋たずねる。散らかった洋服のどれを買おうというのか。

「決まっておる。この店にある、妾の着られそうなもの全部じゃ」

「ええ??」

　メイファの言葉の意味が理解できない店主はきょとんとしていた。

　そこに、メイファのお付きの女性がやってきて、店主の前にトランクを置く。

　がばっと開くと、中には札束がぎっしりと詰つめ込まれていた。

「ええ……、ええっ!?」

　店主が札束を二度見して、それから変な声をあげ、凍こおり付いたように固まってしまった。

「良護殿どの」

　不意に、メイファに名前を呼ばれ、良護は驚おどろきながら視線を店主から移した。

「そなたも好きなものを選んで良いぞ。どれでも、何枚でも、いくらでも買ってやろう」

「は？　いや、いらねえよ」

　良護は穏おだやかに断る。

「遠えん慮りよするでない。なんなら店ごと買い上げるぞ？　この程度の店なら、安いものじゃ」

　目の前で失礼なことを言われているにも拘かかわらず、店主はいまだに固まったままだった。

「申し出はありがたいが、服にそんなに興味ないし、必要なものは持ってるからな」

「む……、服では動かぬか」

　メイファがぼそりとつぶやいた。

　ようやく正気を取り戻した店主に何着かの服を梱こん包ぽうしてもらうと、残りはあとで取りに来ると言い残し、ふたりは店を出る。メイファは当然のように荷物を良護に預けた。

「ほれ、持つのじゃ。そなたの今日の仕事は荷物持ちじゃからのう」

「……へいへい」

　良護はため息をつきつつ、メイファの言葉に従う。

「しっかし、なんつう買い方だよ」

「なんじゃ？　大体いつもこんなものじゃが……、何か問題があるのか？」

「趣しゆ味みがあわない服とかもあるだろ？」

「そういうものはあとで仕分けて、崑こん崙ろんの里に配るのじゃ。里には龍王家の人間と、その関係者がたくさん暮らしておるからのう。無む駄だな買い物になることはない」

　そこまで言うと、メイファは「さて」と周囲を見渡した。そして、一いつ軒けんの店に眼めを留める。ちらりと良護を見み遣やってから宣言した。

「次はあそこじゃ。案内せい」

　メイファが指さす先には、貴金属店があった。

　良護は渋々と歩き、店に入った。

「良護殿、これなんかどうじゃ。そなたに似合うと思うがの？」

　気に入ったものをショーケースごと購こう入にゆうしたメイファは、今度は良護に向かっていくつかのアクセサリーを薦すすめてきた。

　宝石のついた指輪だの、ネックレスだの、イヤリングだの。

　価格を見れば目玉が飛び出るほど高い。

「欲ほしければ買うぞ？　どうせ、ついでじゃ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。間に合ってる」

　良護は丁重に断った。クラスメイトの何人かが、そういうものを身に着けてはいたが、良護は基本的に興味がなかった。

「む、むむむ。貴金属にも興味なし……、じゃと」

「何か言ったか？」

「いいや、気のせいじゃ。ほれ、この店の分じゃ」

　今の店で購入した品物を良護に持たせると、メイファはずかずかと先を歩く。

　なんだか、妙にいらいらしているようだが、良護にはその理由がわからなかった。

　リンのことを尋ねたいと思ったものの、なかなか切り出せそうにない。

　ふと、メイファの耳に、付き人のひとりが何事かを耳打ちする。

「……そうか。なるほど」

　それから満足そうに頷うなずくと、メイファはくるりと反転、良護に向かって言う。

「良護殿、そなた、ゲームに興味があるそうじゃのう」

「ん？　ああ、まあな」

「それでは、次はゲームショップに行くのじゃ。妾わらわもゲームは好きなのでな」

　それで、ふたりはしばらく歩いてゲームショップに到とう着ちやくした。

　良護の行きつけの店だ。古いゲームから最新のゲームまで、中古、新品とひとそろいあり、その上価格も良心的という良店だった。

「ほお、これは騎士ナイト＆クエストの幻まぼろしの零ゼロ作目ではないか！　こっちは、あの人気のシリーズの……。すごいの。なかなかの品しな揃ぞろえじゃ」

「なんだ。本当にゲームが好きなんだな」

「うむ？　まあのう。崑崙の里は何もないところじゃからの。プールに出で掛かけないときは、大たい抵てい、自室で世界中のテレビゲームをやっておる」

「プール？」

「妾の二大趣味はプールとテレビゲームじゃ」

　良護は、へえと感心しつつ、店内を物色していた。すると新作のところで足が止まる。

「お、騎士ナイト＆クエストの最新作だ」

　このあいだ夏輪も言っていたが、大人気ＲＰＧの新作がつい最近出たばかりなのだ。

「む？　なんじゃ。良護殿はまだ買っておらぬのか？」

　メイファが良護の手元をのぞき込み、にやりと笑う。

「小こ遣づかいもそんなにないからな」

「……妾が買ってプレゼントしようか？」

「え？」

「そのくらいのものなら、いくらでも買ってやるぞ？」

　そのささやきに、良護は少しだけ心が揺ゆらいだ。

　実は、発売前からチェックしていて、本当は発売日に買う予定だったのが、色々とあって入手し損そこねていた。その過程で様々な出費があり、当分は購入を控ひかえようと思っていたところなのだ。正直、メイファの申し出は魅み力りよく的だった。

　だが、良護は苦く笑しようしながら手を振ふる。

「いいよ。さっきも言ったろ？　そういうことをしてもらう義理はない」

「気にするな。妾の好意じゃ」

「それに、俺はオリカを冠絶の姫王エクセルシアにするって約束したからな。新作ゲームをやってる時間はない。……買ったら絶対はまるからな」

　良護は言いながら、名残なごり惜おしそうにソフトを元の位置に戻もどした。

　息いき抜ぬきにやる格かく闘とうゲームと違ちがって、ＲＰＧは中毒性がひどい。しかも、このソフトはやり込み要素が半はん端ぱない。下手に手を出せば、徹てつ夜やプレイの廃はい人じんコース確定なのだ。

「む……。これでも駄だ目め、なのか」

　なぜか困った様な表情のメイファを残し、良護は一足先に店を出た。ずっと見ていると、誘ゆう惑わくに負けそうだったからだ。

　しばらくして、何本、いや何十本かのゲームを購入したメイファが店を出てきた。

　それで、おもむろに良護に尋ねる。

「のう、良護殿」

「荷物か？」

「いや、もう良い。荷物持ちはここまでで充じゆう分ぶんじゃ」

　すると、付き人たちがさっと集まり、良護の手から荷物を奪うばうように取り去った。

「もう終わりでいいのか？」

　理由はよくわからなかったが、良護は軽くなった両りよう腕うでを回す。

　メイファは神しん妙みような面おも持もちで良護を見つめていた。

「のう、……本当の本当に、いらぬのか？」

「なにがだ？」

「服も、アクセサリーも、ゲームも、そなたはいらぬと申すのか？」

　メイファは困惑したような表情だった。

「ああ、いらねえよ」

「では、これならどうじゃ」

　メイファが顎あごを引くと、付き人がひとりトランクを持って来て良護の前に置く。

　中身はもちろん、ぎっしりと詰まった札束だ。

　良護も道行く通行人も同時に眼を丸くした。

「今日の礼じゃ。払はらうと申したろう？」

「こ、こんな大金もらえねえよ」

「ならば、これでどうじゃ？」

　苛いら立だったようにかつかつと靴くつ音おとをたてて近づいて来ると、メイファはトランクの中から、札束をひとつ掴つかみ取り、良護に突つきつける。

「額が多いと申すならこれではどうじゃ？　そなたの小遣いの十年分はあるはずじゃ」

　怒おこったようなメイファの態度に困惑しながら、良護はそれでも首を振る。

「本当にいらないって。俺もまあ、楽しかったしさ」

「なんじゃと!?」

「この程度のことで金なんかもらうわけにはいかねえよ」

「こんな大金が簡単に手に入るのだぞ？　その機会をみすみす見み逃のがすのか？」

「そういうのは、自分の力で手に入れてこそだと俺は思う。だから、もらえない。……っつーか、もう行くぜ？　オリカが帰ってたら、ますます怒られそうだ」

　あまり引き留められると、無理矢理金を渡わたされそうな雰ふん囲い気きだったので、良護はそそくさと逃にげ出すようにその場所から立ち去る。

「……馬ば鹿かな、金を受け取らないじゃと？　信じられぬ。なんなのじゃ……」

　そんな声が背後から聞こえてくるが、良護は無視して歩き出した。

　大金もゲームにも未練はないが、リンのことを聞き忘れたことだけが心残りだった。
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　良護が家についたのは、もう夕飯を食べてもおかしくない時刻だった。

　なんだか色々あって疲つかれたなあと思いつつ、玄げん関かんの扉とびらを開ける。

「ただいま」

　いつものように挨あい拶さつをして、靴を脱ぬごうとした瞬しゆん間かんだった。

　背後から顔に何かをかぶせられ、視界が暗くら闇やみに覆おおわれる。同時に手て脚あしの自由も奪われた。

「おい、何するんだよ」

　良護はそのまま何者かに抱かかえられると、軽くどこかへ投げ落とされた。

「きゃあ」

　そこにさらに何か柔やわらかいものが降ってくる。悲鳴から考えて女の子のようだ。

　手脚には自由が戻っている。だが、視界は奪われたままだった。

　違う。どうやら真っ暗闇にいるらしい。暗いところで寝ね転ころがっているような体勢だった。

「ちょっと、何よ？　どうなってるの」

　女の子が喋しやべった。聞き覚えのある声。傍そばにいるのはオリカのようだ。

　ガチャリと、鍵かぎをかけるような音が響ひびいた。

「おふたりとも、聞こえますか」

　頭上から、くぐもった声が聞こえてくる。アゲハだ。

「ちょっと、アゲハ、これどういうこと？　昼寝から目覚めたらこんなところにいるなんて、ちょっとしたホラーよ」

「そうだよ、アゲハさん、一体なんなんだよ」

「その声は、良護なの？」

「ああ、俺だ」

　ようやくオリカが良護に気づいた。

「おふたりとも、冠姫聖戦プリンセスジハードに挑いどんでいるという自覚が不足しすぎです。本当はもっとお互たがいを尊重して、フォローし合っていかなくてはいけないのです。ケンカなんかしてる場合じゃありません」

　アゲハの声が響く。

「だから、お仕置きをしようと思います」

「お仕置き？　何よそれ？」

「はい。おふたりは今、小さな箱の中に入っています。その箱は、アゲハ機関特製の仲直りボックスです。ふたりが仲直りしないと出られない仕組みになっています」

「はあ？　どういうことよ」

「簡単です。ふたり同時に心からごめんなさいって言えば箱は開きます」

「はあ!?　そんなこと言うわけないでしょう!?」

「言わなければ、ずっとその中ですよ、オリカ様。それでは、ご武運を祈いのります」

　そう言い残すと、アゲハの声はそれ以上聞こえてこなかった。

「……そうらしいわよ、良護。ほら、さっさと協力しなさい」

「ああ、わかった」

「せーの」

『ごめんなさい』

　ふたり同時に言う。だが、箱が開くような音はしない。

「なによ、開かないじゃない。どうなってるの？　ごめんなさいって言ったわよ!?」

　すると、また箱越ごしにアゲハの声が聞こえて来た。

「一応お伝えしておきますが、その箱は王家の力の粋すいを集めて、本当に心からごめんなさいを言わないと開かない仕組みになっています。演技は認められないのです」

「なによそれ。馬鹿じゃないの、変なものつくって」

　だが、それ以上、アゲハが何かを言ってくることはなかった。

「……ちょっと、エロエロ良護、協力しなさいよ。なんとかして自力で出てやるわ」

「エロエロ？　なんだよ、それ。それが人にものを頼たのむ態度かよ」

「うるさいわね。セイラの胸の谷間に、はあはあしちゃうような家臣はエロエロで充分よ！　ああ、もう良いわよ。わたしひとりでやるから……、って、きゃあ」

「うわっぷ」

　良護の顔に、突とつ然ぜん柔やわらかいものがのしかかってきた。

　なんだこれは、と顔を動かす。

「ひゃっ。ちょっと、動かないで！」

　オリカの悲鳴が聞こえた。どうやら、オリカの身体からだが良護の身体に乗っかっているらしい。つまり、顔に当たっているのはオリカの身体の一部だ。

　薄うすい布越しに体温を感じる。暖かく柔らかいことはわかるが、どこなのかはわからない。

「体勢を直すから、ちょっと動かないでよ」

「お、おう」

　良護の上でごそごそとオリカが動く。そのたびに、顔以外にも柔らかい部分が触ふれてくる。そして、

「きゃあっ」

　ずべっと滑すべったように、オリカの柔らかな部分が再び顔に落ちてきた。

「ちょ、良護、おしりさわらないでよ！」

「そんなこと言ってもな、俺は寝転がったまま動けないんだよ」

「じゃあ、起き上がりなさいよ。この箱、本当に狭せまくて、身動きとれないんだから」

「わかった」

　良護は渋しぶ々しぶと身体を起こそうと努力する。

　どうにか壁かべに沿って半分くらい進んだところで、手が滑って前に倒たおれた。

　ぼふ、っと、またもやオリカのどこかに顔が突っ込んだ。

「ひゃん！　ちょっと、やめてよ」

「悪い」

　慌あわてて、手て探さぐりで支点を探すと、今度はちょうど前の方で、ふくらみが手に収まる。

「ちょっと！　どこ触さわってるのよ！　ド痴しれ者もの！」

　その感かん触しよくに良護は覚えがあった。大きさと柔らかさ的に、たぶん、オリカの胸である。

「悪い。だけど、掴むところがなくて……、痛いてて！」

「このド痴れ者っ！」

　そこで、胸に触れた手にオリカが手をかさね、つねってきた。

　とりあえず、良護はふたりの状態を想像した。良護が壁に寄りかかるように脚を投げ出してすわり、その上にオリカが、良護に背を向けて四よつん這ばいになっているらしい。

　暗いままとはいえ臀でん部ぶと会話しているような状態はどうかと思い、良護は提案する。

「オリカ、そのままその手を離はなすな。とりあえず、面と向かおう」

「良護のくせに命令しないでよっ！」

　悪態をつきつつも、オリカは良護の手をぎゅっと掴んだ。

　良護がその手を引くと、オリカがもぞもぞと動き始める。良護の膝ひざの上に、オリカの脚らしいものが何度も乗り上げる。だいぶ痛かったが我が慢まんする。

「終わったわよ」

　やがて、さきほどよりもずっと近くで声が聞こえた。

「今、どんな状態だ？」

「えっと……、何か太いものをまたいですわってる感じよ」

「それ、俺の右脚だ」

「じゃあ、対面してるわけ？」

「ああ、そうだな」

「……もしかして、息がかかりそうなくらい、近い？」

「かもしれないな」

　頭のなかで、ふたりの状態をシミュレーションすると、たしかに顔はかなり近い位置にあると思われた。

「……なんか……、ちょっと恥はずかしいわね」

「見えないけどな」

　すると、そこでオリカが押し黙だまった。身じろぎひとつしようとしない。

「どうしたんだ？　箱を開ける努力をするんじゃないのか？」

「良護こそ、どうにかしないの？」

「左手は天てん井じようを押してみてるが……、右手はおまえが掴んだままだ」

　左手を上に伸のばしてみたが、箱のフタは強く押してもびくりともしなかった。

「だって、放したらまた変なとこ触りそうだし」

「わざとじゃねえよ」

「嘘うそ！　絶対わざとよ！」

「わざとじゃないが、まあ、その……、悪かった」

「ふんだ。暗がりだからって、良いようにはさせないんだから」

「痛たたたた。こら、そんなに力入れるなよ」

　握にぎったままの右手に思い切り力が込こめられた。

　剣けん術じゆつをたしなんでいるせいか、オリカの握あく力りよくはけっこうなものがある。

「セイラのときだって、本当は意識があったんじゃないの？　鳥とり肌はだで気を失ったふりして、胸にダイブしようとしてたんでしょう？」

「馬鹿いえ。そんなわけないだろ？　俺にとっては命がけなんだぞ？」

「へえ、命がけで触りたいんだ。わたしには欲よく情じようしないくせに、わたしの従い姉と妹このおっぱいにはいっぱい欲情するのね！」

「そういうわけじゃねえよ……」

　良護はため息を吐つきつつ言った。

「なあ、オリカ……。俺が気に入らないのはわかる。おまえに欲情してないのは事実だからな。それは悪いと思ってる。いや、俺が悪い。すまない」

　ゴツン。額に何かがぶつかった。

「痛っ」

　オリカの頭が、予想以上に近いところにあったらしい。

「も～！　痛いなぁ！　この石頭家臣！」

「悪い。そんなに近くにいると思ってなくて」

「本当に、良護って最悪の家臣だわ！」

　そこでオリカが思い切り息を吸い込んだのがわかった。それから一気に吐はき出す。

「人の都合も考えずに召しよう喚かんするし、いつの間にか敵と仲良くなってるし、人のこと恥ずかしい格好で野ざらしにするし、セイラといちゃいちゃしているし……。帰ってくるの遅おそいし。それに何よりも無神経だわ！　人が気にしてるのに胸のこと何度も何度も言うし！」

「その……、本当に悪かった」

「……なによ。言い訳しないの？」

　荒あらい呼吸をしながらも、オリカの声のトーンが少し落ち着いたのがわかった。

　良護は精せい一いつ杯ぱい自分の気持ちを伝える。

「……俺は、オリカを冠絶の姫王エクセルシアにしたいと思ってる。いや、するって決めた。それなのに、おまえに嫌いやな思いばかりさせてしまうのは、やっぱり俺が悪いんだろ」

「そ、そうよ。わかってるじゃない」

「だったら、何度でも謝る。すまない。悪かった」

「……そ、そんなこと……、口ではどうだって言えるわ。今だって、へらへら笑ってるんじゃないの？」

「そんなことねえよ。……そうだ。良い方法がある」

　なんとか顔を見せる方法はないものかと思案し、良護はひとつ思いついた。

　腕うでに集中し、姫涙石ラクリマの腕輪を顕けん現げんさせる。

　すると、良護の予想通り、姫涙石ラクリマがほんのりと発光し、あたりを照らし出した。

「なによ。そんな便利な方法があるなら最初から……」

　オリカの憎にくまれ口が途と中ちゆうで止まる。

　良護とオリカは、かなりの近きん距きよ離りで見つめ合っているような状態だったからだ。

　それこそ、すこしでも身じろぎすれば、互たがいの鼻や唇くちびるが触れてしまいそうなほどに。

「……だ、出しなさいよね」

　良護も驚おどろいたが、先に顔を背そむけたのはオリカだった。

「……あ、姫涙石ラクリマ……。そうか……」

「なによ、良護」

「なあ、おまえを召喚すればいいんじゃないか？　召喚騎き士しの力なら、このくらいの箱、余よ裕ゆうで破は壊かいできるだろ？」

　オリカは「あ」と小さな声をもらした。

「そうね……。たしかにそうだわ」

「じゃあ、召喚するぞ。さっさと出るぞこんなところ」

「あ、待って」

　召喚しようとした良護を、オリカが手で止める。

「なんだ？」

「……さっきまで、メイファと逢あってたんでしょ？」

　急な話題の変へん更こうに、良護は戸と惑まどいつつも返答する。

「なんで知ってる？　って、そうか。おまえが許可を出したんだっけか」

「……あの子のこと、どう思った？」

「どう？　なにがだ？」

「その……、例えば……、例えばよ？　もしも、メイファが良護のことを気に入って、大金を払はらってでも雇やといたいって言ってきたら……、良護、どうする？」

　すねたような、おびえたような妙みような様子で、オリカが早口に言う。

「なんだ、それ？　わかりきったこと聞くなよ」

「え……。それって……、どういうこと」

　オリカは切なそうに眉まゆをひそめた。

　良護は苦く笑しようしつつ、しごく当たり前といった調子で言う。

「俺の姫ひめはおまえだけだ、オリカ。今さら他ほかの姫なんかについたりしねえよ。俺はおまえを冠絶の姫王エクセルシアにするって決めたんだからな」
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　それを聞いたオリカは、小動物のように眼めをぱちくりさせる。

「ま、どこまでいけるかはやってみなくちゃわからねえけど、おまえを冠絶の姫王エクセルシアにするために、俺は全力を尽つくすだけさ」

「……う、……あ……」

　オリカの頬ほおが急激に赤くなる。

「それじゃあ、そろそろ召喚するぞ。息苦しくなってきたしな」

「……は、早くしなさいよ！　いつまで待たせる気!?」

「中断させたのおまえだろ？　……まったく。それじゃ、いくぞ？」

　良護は軽くため息をつくと、腕輪に精神を集中した。

　そして、召喚したオリカの剣けんによって、ふたりは無事に仲直りボックスを内側から破壊することに成功し、脱だつ出しゆつすることができたのだった。







「アーゲーハーっ！」

　箱から出ると、オリカは召喚武装のままずかずかと廊ろう下かを踏ふみならし、台所で夕飯の支し度たくをしていたアゲハに文句を言いにいった。

「一体どういうつもりでこんなことしたのか、説明してもらおうかしら」

「おや、オリカ様、良護様。出られたということは、仲直りされたんですね」

　アゲハの質問を受け、オリカが良護を一いち瞥べつする。眉や目元や口元を小刻みにわなわなと動かし、しばらく見つめるとささっと視線を戻もどした。

「……違ちがうわ！　協力しただけよ。まだ、わたしは許したわけじゃないもの」

　その言葉を聞いた良護は、まだ怒おこっているのかと心の中で肩かたを落とした。

　だが、ケンカをした直後よりはとげとげしさが減っているような気がした。

　気のせいかもしれないが。

「そうですか……。まあ、この際どちらでも構いません」

　オリカの返答に、アゲハは軽いため息をつく。

「実はあの箱は、心からのごめんなさいでも、召喚でも、とにかくふたりが共同作業をすれば、開く仕し掛かけになっていたんです」

「なんでわざわざこんな手の込こんだことしたのよ」

　そこで、アゲハがふたりに見えるように一枚の手紙を差し出した。

「こちらをご覧ください。良護様が帰ってくる前にポストに投とう函かんされていたものです」

　紙面には丁てい寧ねいな文字で、びっしりと漢字が書かれている。

「……なんだ、これ。漢字だけど、俺には読めないな」

　良護が首をかしげると、その横でオリカは黙って手紙を見つめていた。

　それから、不敵に微笑ほほえむ。

「……良護。たしかに、わたしたちはケンカなんかしてる場合じゃなかったわ」

「オリカ、読めるのか？」

「うん。漢文は、昔、メイファのお母さんに教わったもの」

「メイファの？　それじゃあ、その手紙は」

　手紙を手にしたまま、良護を見み据すえ、オリカは力強く頷うなずいた。

「メイファからの果たし状よ。今度こそ決着をつけましょうって」
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　約束の場所は、良りよう護ごの家から車で一時間程度のところにある建設途中の体育館だった。

　一いつ緒しよに来たアゲハを外で待たせ、良護とオリカは中へ入った。

　メイファは体育館の中央で待っていた。扇せん子すで優ゆう雅がにあおぎながら、椅い子すに座っている。周囲にはいつものようにお付きの女性たちが手を後ろに組んで整列していた。

「よく来たのう、オリカ。良護殿どのも昨日は世話になった」

「負けるためにわざわざ呼び出すなんて、よくやるわね、メイファ」

　良護が軽く頭を下げる横で、オリカが胸を張って居い丈たけ高だかに答える。

　今日のオリカは強気だ。

　理由は単純。メイファの召喚騎士がリンならば、楽に勝てると見込んでいたからだった。

　たしかに召喚されたリンはまともに武器を振ふるうことすらできない。

　あれが騎士としての実力なら、間違いなくオリカに分があるだろう。

　しかし……。

「なによ、良護。まだリンって子の言葉を気にしてるわけ？」

　浮うかない顔をしていた良護を、オリカが半眼でにらむ。

「一応、警けい戒かいしておいた方がいいだろう」

　昨日、ファーストフード店でリンが去り際ぎわに残した言葉。

『公主の騎士に気をつけて』

　良護はそれがどうにも気になって仕方がなかった。

　オリカには事情を話し説明したのだが、良護に比べれば反応は軽かった。

「何度も言ったでしょ？　メイファに他に騎士がいるなら、あの日のうちに呼びだしてるって。それに、リンって子があなたを騙だまそうとしたってことも考えられるわ」

「……そうだといいけどな」

「さて、そろそろ始めるとするかのう」

　メイファが椅子から立ち上がった。ゆったりとした足どりで数歩前に進み出る。お付きの女性たちは即そく座ざに椅子を片付け、後退する。

「やるしかないか。オリカ、準備はいいか？」

「うん。いつでもいけるわ」

　良護は腕うでに意識を集中し、召しよう喚かんのための腕輪を顕けん在ざい化させる。

「お、そうじゃ」

　だが、すぐにでも戦せん闘とう開始かと思いきや、メイファは扇子をたたんでポンと手を打った。

　それで、良護たちのリズムがわずかに崩くずれる。ずっこけそうになる。

「……なによ、メイファ。始めるんじゃないの？」

「始める前に一応聞いておかんとな。のう、オリカ、金で解決する気はないかの？」

「ないに決まってるでしょう!?」

　オリカは速そつ攻こうで返事をした。

「いい加減にしなさいよね、メイファ」

「……ふむ。やはり、交こう渉しようは決けつ裂れつかのう。……では仕方がない。始めるとしよう」

　メイファが軽いため息を吐つきつつ、手を胸むな元もとへ持っていく。鎖さ骨こつのあいだで、前回リンを呼び出した姫涙石ラクリマが輝かがやいている。

「オリカ、今度こそ、行くぞ！」

「うん、わたしを召喚して！」

　メイファの動作よりも速く、良護は腕を顔の前に掲かかげて叫さけんだ。

「来い、召喚騎士、オリカ・神み剣つるぎ・マカルイン！」

　瞬しゆん間かん、腕輪に嵌はまった姫涙石ラクリマから真っ赤な光線がほとばしる。

　光線は瞬またたく間にオリカの目の前に長方形の魔ま方ほう陣じんを構築し、少女の身体からだに重なっていく。

　一方、メイファは胸元のネックレスを掴つかんだものの、しばらく静止していた。

　やがて、小さく首を振ると長い髪かみをかき上げ、耳を露ろ出しゆつさせた。

　それを見て、良護は息をのんだ。

　メイファの耳には、淡あわい光を放つ、細長い紫むらさき色いろの宝石のついたイヤリングがぶら下がっていたのだ。彼女はそれを外して、虚こ空くうに放ほうり投げた。

「龍りゆう王おう家けの姫、龍美花リユウメイフアが命ず。召喚騎士ダオレンよ。崑こん崙ろん山脈を越こえていざ来たれ！」

　宙に投げ出されたイヤリングから、紫色の光があふれ出し、オリカのものとも、リンのものとも異なった魔方陣を描えがき出した。

　やがてその表面に、ゆっくりと人ひと影かげが浮かび上がってくる。

　そのあいだにオリカの召喚は完かん了りよう。良護の傍そばには、武装が施ほどこされた銀ぎん髪ぱつの姫が降臨している。もちろん、武装は相変わらずで、大して強そうではない。

「って、誰だれよ、あれ。リンって子じゃないの!?」

　召喚されたばかりのオリカが、眼前の光景に驚おどろき、大きな声を出した。
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　メイファの魔方陣に浮かぶシルエットは、小こ柄がらな少女とはあきらかに体型が異なる。

「リンの言うとおり、メイファはもうひとり騎士と契けい約やくしてたってことだろ」

　良護は警戒しながら言った。

　魔方陣から召喚されてきたのは二十代後半とおぼしき男性だった。

　全体的に短たん髪ぱつだが、後うしろ髪がみの一部をお下げに編んでいる。

　長身の身体と長い手て脚あしを、大陸風の意い匠しようが施された上下の服で覆おおっている。それから、肘ひじや膝ひざ、胸部といった数か所に金属製のアーマーを装着していた。姫涙石ラクリマは胸にあった。

　男は、両方の手に三本ずつ、刃は渡わたりが優に一メートル近くもある細長い爪つめのような剣を備えていた。銀色の刀身は切れ味を誇こ示じするかのように鈍にぶい輝きを放っている。

　砕くだけ散って消える魔方陣を背に体育館に足をつけると、男は周囲をゆっくりと見回す。

　そして、視線を良護とオリカのところで止めた。注視するように、にらむ。

「っ！」

　猛もう禽きん類るいのような鋭するどい眼光に射すくめられそうになり、ふたりは同時に息をのんだ。

「騎士ダオレンよ」

　その背後で、メイファがまったりと口を開いた。

「敵はその女じゃ。殺してはならん。なるべく痛みを与あたえぬようにして、気を失わせよ」

　オリカを指さしつつ事務的な口調で指示を出す。すると、ダオレンと呼ばれた男は小さく首しゆ肯こう。それから良護たちに向かって頭を下げ、やや高い声で言った。

「初めましてご両人。私の名前はダオレン。傭よう兵へいでございます。姫の喚よび声に応こたえ、遠き崑崙の地より参上しました。以後お見知りおきを」

　顔に刻まれたいくつかの刀傷や、細くつり上がった目のせいで、表情は不気味に見えたが、とても丁寧で流りゆう暢ちような挨あい拶さつだった。

　そんなダオレンの物もの腰ごしに、良護は呆あつ気けにとられ気が抜ぬけそうになる。

「なんだ、あいつ」

「良護、油断しないで。あいつ、かなりの手て練だれよ。あんなへらへらした態度をしながら、シルバー先生級の殺気を放ってるわ」

　オリカが厳しい目つきでダオレンを見据えたまま言った。

　よく見れば、オリカの肌はだにはうっすらと汗あせが浮かんでいる。剣を握にぎる拳こぶしにも、かなり力が入っているのがわかった。オリカは緊きん張ちようしているのだ。

「ふむむむ。これは意外ですねぇ。お嬢じようさんには私の気がわかるのですか」

　ほお、とダオレンは大げさに表情を変えて見せた。

「なるほど。なるほどなるほど。なぁーるほどう」

　ぶんぶんと何度も何度も頷くと、ダオレンはメイファを振り返る。

「メイファ姫、見た目よりも案外強そうですよ、あの方。そうですねぇ、通常戦闘料金にプラスして、あと二つは上乗せしてもらいたいものですが、いかがでしょう」

　ダオレンが手首を返して、指を二本だけ上に向けて他は折り曲げた。不自然なブイサインになるのは、手に装着した剣けんのせいだろう。

「良い。言い値を出す」

　メイファが顎あごを引く。すると、チャイナ服の付き人が走ってきて、すぐ傍にトランクをふたつ重ねた。中身を開くと、当然そこには札束がぎっしりつまっている。

「はい。オーケーです。確かに頂きました。ふむ、ふむ。ふむむむむ」

　スーツケースの中身に満足したらしいダオレンは、くぐもった妙みような音を響ひびかせた。どうやら笑っているらしかった。

　だが、しばらくして、ダオレンは音を出すのを止やめた。そして、

「それでは、早さつ速そく……、お金を稼かせがせてもらいましょうかねぇ」

　次の瞬間、その姿が良護たちの視界からかき消える。

「なに？」

　良護にはダオレンが動いたようには見えなかった。突とつ然ぜん、透とう明めいになったかのようだった。

「どこだ？」

　きょろきょろと辺りを見回す。

　すぐ横で、オリカが視線だけを虚空にさまよわせていた。気配を探さぐっているようだ。

　前方に立つメイファは、涼すずしい顔でふたりを眺ながめている。

　完全にダオレンの姿だけがない。影かげも形も音さえもなく、不気味な静せい寂じやくが続く。

　だが、良護が何度目かの瞬きをしたときだ。

「私はこちらですよ、お嬢さん♪」

　いつの間にかダオレンがオリカの真横に立っていた。声を弾はずませながら、にいっと笑う。

「くっ」

　オリカは咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、剣を振るう。

「おや、反応できるとは、なかなかやりますねぇ。ですが……」

　ぶんっ、と大きく薙ないだオリカの剣は、しかし虚空を切り裂さくだけだった。

　すでにダオレンの姿はそこにない。

「残念です。いささか速さが足りません」

「こいつ、早いっ!?」

　オリカが視線だけで敵を追いながら、悲鳴に似た声を上げた。

　ダオレンはオリカの背後に回り込み、手刀を作った右手を振り上げていた。

「メイファ姫のご依い頼らいです。一いち撃げきで気を失わせて差し上げましょう」

　そう言って、オリカの首筋、延えん髄ずいの部分に向かって手刀を振りおろした。

「オリカッ！」

　良護には、ダオレンの手刀が、オリカの首筋に直撃しているように見えた。

　しかし、

「……残念ね、わたしはそんなに単純じゃないわよ」

　こめかみに汗を浮かべながらも、オリカが口元を斜ななめに持ち上げる。

　よく見れば、手刀はオリカの首筋の数センチメートル手前で止まっていた。

「ほほう……、なかなか、やりますねえ、お嬢さん」

　ダオレンの表情が、笑いをこらえるかのように歪ゆがんでいた。

　良護は視線をずらした。すると、オリカが逆手に握った剣の切っ先を、ダオレンの腹部に向けて突つきつけていることがわかった。

「正面からの攻こう撃げきがフェイクなら、もっとも有効なのは背後を取ることだわ。あなたは早い。後ろに回り込むのは簡単でしょう？　だから……、逆に読みやすいのよ」

　オリカは最初に繰くり出した一撃を外したあと、敵の攻撃を先読みし、先手を打っていたのである。

「これでもシルバー・ファングの弟で子しよ。技術で負けても、読み合いには自信があるわ」

　ギンっと音を響かせ、剣を弾はじくようにしてオリカはその場でくるりとターン。ダオレンと面と向かって対たい峙じした。互たがいに様子を窺うかがっている。

　良護はほっと胸をなでおろしつつ、オリカが案外強いことを改めて認にん識しきするのだった。
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「ふむむむむむむ。これはいけません、いけませんねえ。予想外でした」

　ダオレンは、そこで一度、万ばん歳ざいをするように両りよう腕うでを上げてから、だらりと下ろした。

「ちょっと、どこいくのよ！」

　叫ぶオリカを無視して方向を変えると、メイファの方へ歩いていく。

　背中は隙すきだらけだ。だが、あまりにも堂々とした態度にオリカは攻撃をためらった。

「どうしたのじゃ、ダオレン」

　メイファは軽く首を傾かたむけた。

「メイファ姫。あのお嬢さんは、私の予想をはるかに超こえて強いようです。これでは、ちょっと報ほう酬しゆうが見合いません」

「オリカはそんなに強いのか？」

「そうですねぇ。殺してしまうのならばずっと簡単ですが、傷を負わせずに気を失わせるのはなかなかどうして難題です。ふむむむむむむ」

　不気味に笑いながら、ダオレンがオリカを横目で見た。

　オリカは、その視線に背筋がぞっとし、肩かたを小さく震ふるわせた。

「そうか。それで、いくらならできるのじゃ？」

「そうですねぇ……。十、でしょうかねぇ」

　ダオレンがさらりと答え、メイファは特にためらう様子もなく、綺き麗れいな顎を引いた。

　またもやお付きの女性がトランクを抱かかえてやってくる。

　どんどんとトランクがつまれ、ダオレンの傍に山を作った。

「ふむむむむむ。さすが龍家の姫ひめ君ぎみ。支し払はらい方が潔いさぎよいですねぇ。これだけ頂ければ、充じゆう分ぶんにいけるかと思います」

　ダオレンが満足したようにうなずき、回れ右をする。そこにメイファが告げる。

「待て。充分程度では困る。すぐに終わらせるのじゃ。……もう十出そう」

「むふぉ!?」

　ダオレンが目を見開いて、妙な声を出した。どうやら喜びで驚いているらしい。

　どどどんどん、っと、あっという間にトランクが増える。最初のふたつと合わせて、総数は二十二。かなりの量だ。

「これでいけるな？　ダオレン」

「ふ、ふむむむ、ふむむむむむむむ、ふむむむむむむむむむむ。充分です、充分すぎます、メイファ姫。これだけ頂けるなら、もはやこの場に、いいえ、この世界に、今この瞬しゆん間かん、私の敵は存在しないでしょう！」

　大げさに両手を広げ、天を仰あおぎながらダオレンは叫さけんだ。

　すると、不思議なことに、胸の姫涙石ラクリマを中心に、その身体からだがぼんやりと輝かがやき出した。

　紫むらさき色いろの淡あわい光が、ロープのような太い束となってうねり、腕や脚あしにまとわりついていく。

「むふぉ、むふぉおおお！」

　ダオレンの歓かん喜きの笑いが体育館中に響く。

　同時に、身体に巻き付いた光の下では、武装に変化が起こっていた。

　腕や胸の鎧よろいに、銀ぎん縁ぶちや龍りゆうを描えがいた装そう飾しよくが増え立派な外見へと変わる。

　それから手の剣がひとまわり大きくなり、より鋭えい利りで凶きよう悪あくな外見になった。

「これはこれは、ものすごい力が出そうですね。はるばる崑崙から呼び出された甲か斐いがあるというものです」

　ダオレンが何気なく腕を振るった。

　それほど速くもない、せいぜいが野の良ら猫ねこを追い払はらうような仕し種ぐさだった。

　だが、次の瞬間ズバッと、まるで斬ざん撃げきが飛んだかのように、ダオレンの前方にあった壁かべに三本の傷きず跡あとが刻まれた。壁からぱらぱらと埃ほこりが落下していた。

　良護はその様子を見て唸うなった。

「……なんだよ、あれ。パワーアップしたのか」

「その通りじゃ」

　良護のつぶやきに答えたのはメイファである。美しい顔を良護に向ける。

「ダオレンと妾わらわの契けい約やく対価は金じゃからのう」

「金、だって？」

「そうじゃ。金を払えば払っただけ強くなる。そういう騎き士しじゃ。その上、妾の国の資産は世界一。その総量ほぼ無限じゃ。つまり、このダオレンは、この先どこまでもどこまでも強くなるということじゃ。のう、ダオレン」

「そうですねぇ、私自身どこまで強くなれるのか、正直未知数ですけどねぇ」

　ダオレンが楽しそうに言い、剣を軽く舐なめた。

　良護は生なま唾つばを飲み込みつつ、オリカを見る。

「どこまでも強くなるなんて……、オリカ……、そんなことがあり得るのか？」

「わからないわ。けど、できるんじゃない」

　オリカはさきほどからずっと、ダオレンに向けて剣を構えたままだ。

　ダオレンが良護にわからない殺気を出しているのか、オリカの汗あせの数は増え続けている。ただ立っているだけで消しよう耗もうしているようだった。

「さて、妾たちの強さがわかったろう」

　メイファが、仕切り直すように言う。

「だから、もう一度聞くぞ、オリカ」

「何よ！」

「そなた、本当に金で解決するつもりはないかの？　姫涙石ラクリマを妾に売らぬか？」

　さっきと同じ質問に、オリカはいらいらしながら怒ど鳴なりつけた。

「何度も言っているでしょう！　絶対にお金でなんか売らないわよ！」

「そうか、真まことに残念じゃのう」

　メイファは心底がっかりしたようにため息をつき、そしてゆっくりと首を振った。

　オリカがわずかに声のトーンを落とす。

「メイファ……、あなた少し変よ？　昔はそこまで金、金、言わなかったでしょう？」

「前に言うたぞ。大人になった、ただそれだけのことじゃ」

「……わたしには、あなたが無理をしてるように見えるわ」

　オリカの指し摘てきに、メイファの顔色が曇くもる。眉み間けんにしわをよせ、下した唇くちびるをきゅっと噛かんだ。

「……いらぬ世話じゃ、オリカ。今日の妾たちは敵同士じゃ。感傷に浸ひたる暇ひまなどない」

　メイファはオリカの視線から逃のがれるように眼めを逸そらすと、無理矢理声を張り上げる。

「さあ、ダオレン。やってしまうのじゃ」

「御ぎよ意い」

　ダオレンはすぐに頷うなずいた。

「来るぞ！　オリカ、気をつけろ」

　意識を切り替かえ、今度は見失うまいと良護は必死に目を見開いてその挙動を追う。

　だが、先ほどと異なり、ダオレンの体はちっとも動かない。姿も見えたままだった。

「……なんだ？　なんであいつ、止まってるんだ」

　一体何をしているのだろう。良護は首をかしげた。

「……オリカ、あいつなにやってるんだ？」

　良護はダオレンから目を離はなさないようにしながら、オリカに声をかける。

　しかし、しばらく待っても返事がない。

「オリカ？」

　もう一度呼ぶ。だが、やはり答えはない。

「おい、オリカ」

　仕方なく、危険は承知で良護はオリカの方をチラ見する。オリカは先ほどまでと変わらず、剣けんを構えた姿勢のままだ。

「おい、オリカ。返事くらいしろよな……」

　そう言った次の瞬間だった。

　パリィン、と、突とつ然ぜん、オリカの手の中にあった剣が砕くだけ散った。

　それを皮切りにして、ビリ、ビリリとオリカのコスチュームに無数の裂け目が発生する。

　そして最後に、身体がゆらゆらと揺ゆれると、床ゆかに向かって前のめりに倒たおれていった。

「オリカ!?」

　良護は慌あわててオリカに駆かけ寄る。

「どうしたんだ、オリカ!?」

　良護が呼びかけても、オリカはノーリアクション。眼を閉じ、完全に静止している。

　顔に耳を近づけると呼吸音が聞こえた。どうやら気を失っているだけらしい。

　服がぼろぼろに切り裂さかれていたが、切れ目から露ろ出しゆつする地じ肌はだに傷は一いつ切さいなかった。

　何が起こったのか。良護にはまったくわからなかった。

「メイファ姫、万ばん事じ終しゆう了りようです」

　そんな良護たちの前で、ダオレンがメイファに向かって恭うやうやしく礼をする。

「ふむ……。オリカたちにはそなたの攻撃がまったく見えなかったようじゃな」

「そのようですねぇ。今回のパワーアップはすごいものです」

　良護はその会話から状じよう況きようを判断する。ダオレンは止まっていたのではない。良護たちが追うことのできないスピードで動き、オリカを気絶させたのだ。

　良護は意識のないオリカの傍かたわらで、ただ、黙だまってたたずむことしか出来なかった。

　ダオレンは恐おそろしく強い。それをようやく感覚で理解し、背筋に冷たい汗が流れた。
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「どうじゃ？　金の力は偉い大だいじゃろう」

　やがて、メイファが良護たちに接近してきた。目を細めて、ふたりを交こう互ごに見やる。

「くそ……」

　良護は意識を失っているオリカを庇かばうように手を伸のばした。すると、そのタイミングでオリカの身体がぼんやりと光り始める。

　衣い装しようが、残っていた剣の束が、すべてが細かな光の粒りゆう子しに変わっていく。

　そして、形を失うように一気に崩くずれると、光の粒つぶは良護の腕うで輪わへと集まっていった。

　オリカはいつものドレス姿に戻もどっていた。武装が解けたのだ。

「ほう……、その腕輪がそなたたちの姫涙石ラクリマなのかの？」

　メイファは良護の腕輪を物もの珍めずらしそうに、まじまじと眺ながめていた。

「だったら、なんだよ」

　良護は反対の手で腕輪を覆おおい隠かくしながら答える。

「そなたたちの状態はよくわからんがのう。冠姫聖戦プリンセスジハードは姫涙石ラクリマを集める戦いじゃ。今回は妾の勝ちじゃからな、そなたの姫涙石ラクリマ、譲ゆずってもらうぞ」

　メイファがすっと手を差し出す。そこに載のせろというのだろう。

　だが、良護は腕輪を隠す手に力を込こめながら言った。

「だめだ。これは渡わたせない」

　自分の意志で外すことができないのだから、渡せないのは当然だ。だが、それ以上に、オリカの夢を叶かなえるために必要なものを、はいそうですかと渡すわけにはいかなかった。

「なんじゃと？　妾が勝ったのに、か？」

「勝っていようとどうしようと、これだけは渡せねえ。……今日のところは引き取ってくれないか？」

　良護がダメ元で聞くと、メイファは露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「そなた、自分の立場がわかっておるのか？　今すぐにダオレンを使って、力ちから尽ずくで奪うばうこともできるのじゃぞ？」

　メイファの言葉にあわせるように、背後のダオレンがわざとらしく剣をかざして見せた。照明が反射し、刀身がきらりと輝く。

　姫涙石ラクリマを身に着けていようと、良護はただの高校生だ。

　傭よう兵へいで、しかも召しよう喚かん武装されているダオレンが本気を出せばひとたまりもないだろう。

「……わかってるさ。そのくらい」

　だが、それでも良護はメイファの申し出に従うわけにはいかなかった。

「だけどこれは渡せねえ。オリカの許可がないまま、渡すことはできねえんだよ」

「ふむ……、オリカの許可が必要、とな……」

　思案顔のメイファが、オリカを見下ろした。

　眠ねむったままの姫ひめは、まだ当分目覚めそうにない。

「よう寝ねとるの。オリカに尋たずねるのはしばらく無理そうじゃ。……おお、そうじゃ」

　メイファはそこで、ぽんと手を打つ。

「ならば、ただでよこせとは言わぬ。言い値で買い取ろうではないか。それでどうじゃ」

「……買い取る？　売れっていうのか？」

　良護は思わず変な声を出してしまう。

「そんなことするわけないだろ！」

「ほっほっほ。そなたの一生分の稼かせぎの百倍出しても良いぞ？」

「一生分の稼ぎの百倍!?」

　さすがに少し驚おどろいた。そんな規模の金額の話が出てくるとは思わなかったからだ。

　だが、もちろん良護は首を振ふる。

「だめだ。絶対に無理だ。いくらつまれようと、これは渡せない」

「ではさらにその百倍……、いや千倍出しても良いのだぞ？」

「無理だって言ってる！」

　拒きよ絶ぜつの意志を示すように、ひときわ大きな声で叫さけんだ。

「む……、昨日もそうじゃったが、そなたはなかなか強ごう情じような男じゃのう。オリカの良い人のようじゃからのう、手を出すのはどうかと思うたが、やむを得ぬ」

　メイファは深いため息をつくと、ダオレンを振り返る。

「ダオレン」

「なんでしょう、メイファ姫」

「この男を痛い目にあわせよ。ただし殺すでないぞ。あとで治せる程度に、そして口が利きける程度にいたぶるのじゃ」

　冷たく言い放つメイファに、ダオレンはいびつな笑えみを浮うかべる。

「かしこまりました。神経に痛みを与あたえる拷ごう問もんをしましょう。料金はそうですねぇ、今回はサービスと言うことにしましょうか。大した手間ではありませんからねぇ」

　そう言って、ダオレンがゆっくりと良護に近づいてきた。







「気分はどうじゃ？」

　良護は朦もう朧ろうとする意識の向こうで、メイファが自分を見下ろしているのがわかった。

　ダオレンの嬲なぶりは想像を絶するものだった。

　殴なぐられ、蹴けられ、何度も何度も激痛に苛さいなまれ、意識が飛びそうになった。

　だが、決して気を失うことはなかった。

　ダオレンが的確に刺し激げきを与え、良護を苦痛から解放させなかったのである。

　そして痛みは拷問が止やんだ今も全身を駆け巡めぐっている。ただ呼吸するだけでも苦しい。

「そんな目にあってもまだ、姫涙石ラクリマは売らぬか？」

「わたさ……、ねえ、って言ってる、だろ……、ぐっ」

　瀕ひん死しの腕を無理矢理に動かし、なんとか、姫涙石ラクリマに手を重ねる。

　殴られているあいだ、姫涙石ラクリマの腕輪をいつものように隠そうとしたのだが、どういうわけか消すことができなかった。近くに姫涙石ラクリマを持っている姫がいる場合は消せないのかもしれない。そんなことを、痛みからの逃とう避ひに考えた。

「本来ならダオレンの剣でそなたの腕を切り落としても良いのじゃ。それをせずに、こうして交こう渉しように臨のぞんでおるのじゃぞ。少しは自分の立場を理解したらどうじゃ」

「だ、めだ。これは、絶対に、ゆずれない」

　良護は、半ば意地になっているところがあった。

　もちろん、最初はオリカのために絶対に譲れないと思っていた。

　だが、だんだんと自分の意志で譲りたくないと思うようになっていたのである。

「わかった。大サービスじゃ。この国の国家予算と同額をそなたにくれてやろう。それならばどうじゃ？」

「い、や、だ」

　良護はほとんどまともに動かない頭を振る。金額の問題ではないのだ。

「なんじゃと？　そなた、金の価値のわからぬ馬ば鹿か者ものか？」

「そのとおりですよ。この世はお金こそがすべてです。この国の国家予算と同額など……、一体どれだけなのか想像もつきませんねぇ」

　ダオレンがメイファにそんな相づちを打った。

「ほれ。意地になるのはやめい。昨日もそなたは妾わらわからの金を断ったが、本当は欲ほしいのじゃろう？　それとも妾の話が信じられぬのか？　それならば、今すぐこの体育館を札束で埋うめてやってもよいのじゃぞ？」

　メイファが若じやつ干かん苛いら立だった口調で告げる。

「いやだ、って言ってる！」

　良護は大きな声を出そうとした。だが、ぼろぼろの身体からだからは、かろうじてふたりに聞こえる程度にか細い声しか出せなかった。それでも良護は続けた。

「金、金、って、うるせーんだよ。俺は、金なんかじゃ……、うごかねえ。これは、絶対にゆずらねえ。……からな」

「金、なんか……、じゃと」

　良護を見下ろすメイファの瞳ひとみが、僅わずかに揺ゆらいだ。

「ああ、そうだ。金なんて、そんなにいらねえ、よ。世の中には、金よりも大切なものは、いろいろ、ある、からな……」

「金よりも大切なものが……、ある、じゃと？」

　ますますメイファの瞳が震ふるえる。

「ぐはあ！」

　そこで、突とつ然ぜん良護は腹部に激しい衝しよう撃げきと痛みを感じた。何かに殴りつけられたようだ。

「この、小こ僧ぞう！　お金を馬鹿にするとは何事です！　お金は貴とうといものです。お金はすばらしいものです。それを、それを、なんか、とはなんですか！　この、もの知らずが！」

　ダオレンだった。ダオレンが良護の腹を蹴飛ばしているのである。何度も、何度も。

「やめよ、ダオレン！　妾はまだこの者に聞きたいことがある」

「いやです。この男は私の大切なものを侮ぶ辱じよくしたのです。許せません。許せません！」

　メイファが制するが、ダオレンは首を振り、そのまま良護を蹴り続けた。

「ダオレン！　わかった、金を払はらう。これは依い頼らいじゃ！　だから、やめるのじゃ！」

「………………わかりました」

　メイファがかなり強い口調で告げ、それでようやくダオレンは良護を蹴るのをやめた。

　どうやら今の蹴りは、特とく殊しゆな攻こう撃げきではなかったらしい。

　だから、先ほどまでの拷問と異なり良護の意識は急速に失われていく。

　ふと、腕輪のついた右腕が、むき出しのままメイファの足元に伸びていることに気づく。

　……しまった。ここで気を失ったら……、さすがに力尽くで奪われる。

　そう思ったものの、それ以上、指一本、身体を動かすことはできなかった。

　徐じよ々じよに狭せまくなる視界にオリカの寝顔が見えた。

　その顔がぼんやりとかすみ、やがて消える。

「おや。気を失ってしまったようじゃな……。ふむ」

　メイファのそんなつぶやきが、ずっとずっと遠くの方から聞こえて来た。

「……このまま持ち帰ることにしよう」

　悪い、オリカ……、ここまでかもしれない。良護は思った。

「ダオレン。そなたはもう戻れ。あとは妾たちでなんとかする」

「かしこまりました。またのご利用をお待ちしております」

　そうして……、彼の意識はそのまま、深い闇やみへと沈しずんでいった。
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「良護!?」

　オリカが気がつくと、そこは良護の家のリビングルーム、つまり自分の寝しん室しつだった。

「オリカ様、お目覚めですか」

　目を開けると同時に、アゲハがベッド脇わきへと駆かけ寄ってきた。

　オリカは頭に手をやりつつ、布ふ団とんの上に半身を起こす。

　アゲハが着せたのだろう。ネグリジェに着き替がえさせられていた。

　時計が目に入った。どうやら明け方のようだ。

「……どうなってるの？」

「オリカ様は、メイファ様との戦いのあとから、ずっと寝込んでいらっしゃったのです」

　時刻のせいなのか、アゲハの声はいつもよりも抑おさえめだった。

　記き憶おくがぼんやりとしていた。

　たしか、自分は良護とともに、メイファと戦いに行き……、出てきた騎き士しがリンではなく、ダオレンで……、そして。

　ズキッ、と、こめかみに軽い痛みが走った。

　一回目の攻撃はなんとか回かい避ひができた。

　だが、ダオレンがパワーアップした直後の攻撃は、どうだったのだろう。

　そこで完全に記憶が途と切ぎれていた。何があったのか、ちっとも思い出せない。

「……、ねえ、アゲハ。戦せん闘とうはいつどうやって終わったの？」

「わかりません。私は、三時間ほど待って、おふたりが戻もどっていらっしゃらないので、様子を確かく認にんに行き、倒たおれているオリカ様を発見しただけですから」

「そう……。それじゃあ、良護に聞いてみるわ。良護はどこ？」

　すると、アゲハはうつむいてしまう。

「……アゲハ？」

　瞬しゆん間かん、オリカの背筋に悪お寒かんが走った。

　ナニカ、イヤナヨカンガスル。

「アゲハ、良護はどうしたの？」

　少しでも落ち着こうと、言葉ひとつひとつをはっきり、ゆっくりと口に出していく。

　だが、どうしても声が震えてしまう。

　まさかとは思う。

　だが、アゲハの様子がなにか良くないことを物語っていることは間ま違ちがいない。

「アゲハ、答えて。良護はわたしと一いつ緒しよにいたんじゃなかったの？」

　戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごから気を失っていたというのも変だ。

　それはつまり、自分は負けたということなのではないか。

　姫であり、同時に騎士である自分が負けたら、残された良護に戦闘力はない。

　だとしたら。

「ねえ、アゲハ！」

　オリカは身を乗り出し、アゲハのメイド服の裾すそを強くつかむ。

　脳のう裏りに不ふ吉きつな映像がよぎる。残された良護にダオレンの魔ま手しゆが迫せまり、やがて……。

「良護様は、行方ゆくえがわかりません」

　オリカの想像が最悪の場面に到とう達たつする寸前、アゲハが口を開いた。

「行方がわからない？　どういうこと？　言いなさい」

　無意識に、詰きつ問もん口調になってしまう。

「私が現場をのぞいたとき、中にいらしたのはオリカ様ただひとりだけだったからです。良護様もメイファ様も、その付き人も、誰だれひとりとしていらっしゃいませんでした」

　アゲハがうつむきながら答えた。

「どういうことよ。良護はどこへいったの？」

「もうしわけありません」

　まるで自分に非があったかのように、アゲハは深く頭を下げた。

「私が、もう少し早く現場をのぞきに行っていれば……」

　オリカの頭の中では様々な思考がぐるぐると駆け回っていた。

　一体良護はどこへ行ってしまったというのか。

　オリカだけが気を失って倒れていたというのならば、メイファに……、敵に何かをされたということは間違いないだろう。

　だけど、何をされたのか。

　メイファの目的は冠姫聖戦プリンセスジハードに勝つこと。つまり、姫涙石ラクリマを奪うばうことだ。

　とはいえ、良護の腕に嵌はまった姫涙石ラクリマは、なぜか外すことができない。

　それならばどうするのだろう。例えば、あのダオレンという男だったら。

「うっ」

　オリカは口元を覆おおった。嫌いやなことを思い浮うかべ、吐はき気けがこみ上げてきたのだ。

「オリカ様、大だい丈じよう夫ぶですか」

　アゲハが寄り添そい、背中をやさしくさする。

「……平気よ。大丈夫。まだ、何かが決まったわけじゃないもの」

　口ではそう言うものの、オリカの心に芽生えた不安は、ちっとも収まる気配を見せない。それどころか、どんどん成長して、体中を蝕むしばみそうな勢いだった。

「アゲハ様！」

　そこで突然、リビングルームの扉とびらが乱暴に開かれた。

　アゲハが組織するメイド集団、アゲハ機関に属する少女のひとりだ。

「なんですか。オリカ様の寝室にノックもせずに入ってくるなんて」

「す、すみませんです」

　アゲハに叱しつ責せきされ、さらにベッドの上のオリカに気づいた少女は身体をこわばらせた。

　だが、すぐに意を決したように、次の言葉を告げる。

「良護様の居所がわかりましたです。呼吸や心しん拍ぱく数すうもほぼ正常、良護様は、生きていらっしゃいますです！」







　そこからのオリカとアゲハの行動は素す早ばやかった。

　すぐに身み支じ度たくをし、出で掛かける準備を整えると、アゲハ機関のメイドが運転手を務める車の後部座席に颯さつ爽そうと乗り込み、移動を開始した。

　良護が連れて行かれた場所へ乗り込もうというわけである。

「良護様がいらっしゃるのは、ここから数時間のところにある高級ホテルです。龍りゆう家けのグループ企き業ぎようがオーナー会社ですので、メイファ様の宿しゆく泊はく先とみて間違いありません」

　アゲハが手元の電子端たん末まつで情報を整理しながら言った。

「メイファが良護を誘ゆう拐かいしたってことね。何を考えてるのかしら」

　顎あごに手を当て、オリカが独りごちる。

「だけど、よく良護の居場所がわかったわね。それに生きてるってどうしてわかるの？」

　オリカの声は落ち着いていた。生存しているという報告に安あん堵どしているのだ。

「こんなこともあろうかと、良護様の衣服に、発信器をつけさせてもらっていたんです」

　アゲハが米こめ粒つぶ大だいの機械を懐ふところから取りだし、指先でつまんで見せた。

「そんなものあるの？」

「音声や映像は拾えませんが、居場所の探たん索さくと、あとは良護様の簡単なバイタルチェックができます。電波が弱く、対象が室内や遠いところにいると検出が困難なのですが……」

　発見が遅おくれたのは、ホテルの中に連れ込まれていたためらしい。

「ところでオリカ様、ホテルへ向かうのは良いのですが、その先はどうするのです？」

「……とりあえず行くだけ行ってみましょう。状じよう況きようがわからないもの」

「わかりました。それでは少し急ぎましょう。レイナ、できるだけ早く行って」

　キーッ！

「キャっ」

　だが、ふたりの思惑おもわくとは逆に、運転手はそこで急ブレーキをかけた。

　オリカとアゲハは前方に向かってつんのめる。

「な、なによいったい！」

　フロントシートにぶつけて赤くなった鼻を押さえながら、オリカが前を見る。

「すみませんです。前方に人が倒れているです」

「人ぉ？」

　後部座席から身を乗り出して、フロントガラス越ごしに外を見る。

　すると、運転手の指し摘てき通り、田んぼに囲まれた道路に横たわる人ひと影かげが見えた。

「……ん？　あれって、メイファの騎士のリンって子じゃない？」

　オリカがじっと目を凝こらす。

　倒れているのは、長い頭とう髪はつをお団子のように結ゆわいた、チャイナ服の少女だった。

「……ちょっと降りるわよ」

　オリカは颯爽と車を降りると、小走りに少女に近づいた。間違いなくリンだった。

「う……」

　だが、その姿に、オリカは思わず眉まゆをひそめた。

　騎士姿以外のリンを見たのは初めてだが、それでも、奇き妙みように思えてならない状態だった。

　衣服がぼろぼろで、所々に穴が開いたり、破れたりしていた。その上、場所によっては赤黒い染しみがこびりつき、むき出しになった手て脚あしは、あちこちが赤くなっている。

　まるで獰どう猛もうな獣けものに襲おそわれたようだった。

「これは……、ひどいケガですね。まるでリンチをされたような……」

　後から降りてきたアゲハは、リンを見るとすぐに屈かがみ込んで脈を取った。

「息はあるようです。どうするのですか、オリカ様」

　オリカはしばし黙もつ考こうする。

　この子は敵だ。本来ならば放ほうっておく方が賢かしこいだろう。

　だが、脳のう裏りに良護の顔が浮かび、オリカはそんな考えを捨てる。

「見殺しにするのは寝ね覚ざめが悪いわ。一緒に連れていきましょう」

　気を失ったままのリンを乗せ、車は再び走り出した。

　オリカは無意識のうちに、祈いのるように手を組んでいた。

　良護、無事でいて。心の中でそう願った。
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「このものは妾わらわのカレシじゃ。問題なかろう？」

「かしこまりました。こちらのエレベータでご案内します」

　シンプルなデザインながらも、高級そうなスーツに身を包んだホテルの従業員は、丁てい寧ねいに頭を下げると、背後のエレベータへと歩き始めた。

「さあ、いくぞ、良りよう護ご殿どの」

「おい、メイファ、待てよ」

　従業員のあとにメイファが優ゆう雅がな足どりで付き従い、良護は慌あわててその背を追いかけた。

　ふたりがエレベータにのりこむと、従業員はパネルを操作する。扉が音もなく閉しまり、ゆりかごは静かに上じよう昇しようを始めた。

　エレベータは展望仕様になっていて、扉の反対側に位置する壁かべは全面ガラス窓だった。外は天気が良く、高層ビルの少ない町並みを一望できる。

「なあ、どういうことだよ」

　良護は窓の外を眺ながめているメイファに、小声で尋たずねた。

「何がじゃ？」

　メイファが目を細めて良護を窺うかがい見る。

「何がって、さっきカレシとかなんとか」

　メイファはたたんだ扇せん子すを口元にあて、不適に微笑ほほえむ。

「黙だまってそういうことにしておくのじゃ。今日のそなたは妾のカレシじゃ」

「そういうことにしておけって言われてもな……」

　良護は困こん惑わくしながら、エレベータの内部や窓の外を見る。

「第一、ここ、どこなんだよ」

　良護はつぶやきながら、ここに来るまでのことを思い出していた。

　ダオレンの拷ごう問もんに遭あい意識を失った良護が目覚めたのは今朝のことだ。

　高級ホテルの一室で、ふかふかの布ふ団とんに寝ねかされていた。

　そのとき目の前にいたのはメイファだった。

　散々なことをされたあとだ。さすがに警けい戒かいしたものの、それは杞き憂ゆうに終わる。

　メイファは和なごやかな雰ふん囲い気きで「おはようなのじゃ」と微笑み、次に、「身体からだの具合はどうじゃ」と尋ねて来た。

　状況が飲み込めないまま、身体を確かく認にんすると、打ち身もケガも、まるで夢だったかのように綺き麗れいに治っていた。龍りゆう家け四千年の治ち療りよう技術だとメイファは言っていたが、良護はにわかに信じられなかった。

　もちろん、手首もちゃんとついていたし、腕うで輪わもまだ残っていた。

　そのまま、あれよあれよといううちに朝食が運ばれ、ろくに話もできないままに、気がつけばこのエレベータにつれて来られたわけである。

「腹の具合はどうじゃ？」

　ふと、回想にふけっていた良護にメイファが聞いてきた。

「腹？　ああ、多少痛むが……、大したことないな」

　良護は腹部に手を当てつつ答えた。意識をすると鈍にぶい痛みが伝わってくる。

「ダオレンが、かっとなってやった部分だからのう。治療が容易な拷問用の攻こう撃げきとは違ちがったのでな。さすがに、この短時間での完治は難しかったようじゃ」

「他ほかの攻撃は治療可能な拷問だったって方が信じられねえけどな」

「ほっほっほ。歴史を刻めば、様々な技術は手に入るものじゃ」

　ダオレンが良護に加えた攻撃のすべては、一撃一撃が神経を直接刺し激げきするため、激しい痛みを伴ともなうものの、肉体への負荷はかなり小さい技わざなのだという。

　それを容易にできるダオレンはやはり恐おそろしい存在だ。良護はそう思った。

　ふと見れば、メイファの耳には、ダオレンを召しよう喚かんする姫涙石ラクリマのイヤリングがぶら下がっている。メイファがその気になればいつでも呼び出せるということだ。

　良護は背筋に冷たいものが流れた。

　エレベータは静かに、しかし確実にかなり高い位置まで上って来ていた。窓から見える町並みが、いつのまにか豆まめ粒つぶを並べたような細かさになっている。

　やがて、かすかな揺ゆれと共に、上昇が止まる。

「さあ、良護殿、行くぞ」

「行くって、どこにだよ」

　エレベータの扉とびらが開くと、賑にぎやかな喧けん噪そうが良護の耳に飛び込んできた。

　南国フルーツのような甘い香かおりが漂ただよい、それに混ざってかすかに水の匂においがある。

　目の前には広大な人工のビーチが広がっていて、プールが点在していた。

「ここは？」

「このホテルが誇ほこる、世界最高地のプールリゾート、ドラゴンユートピアじゃ」

　メイファが誇らしげに胸を張って答える。

　ドーム状の天てん井じようは透とう明めいの板で覆おおわれていて、ビーチには太陽光がさんさんと降り注いでいる。そして、ホテルの屋上に設置してあるからだろう、地平線の先に広がっているのは青い空だった。まるでビーチが空に接続されているようなデザインで、空中庭園ならぬ、空中水すい槽そうといった施し設せつである。

　ビーチでは数十組の幅はば広ひろい年ねん齢れい層の男女が水着姿で楽しんでいる。だが、敷しき地ちがかなり広いため人口密度は低く、どこで遊んでもプライベートビーチ気分が味わえそうだった。

　良護は初めての光景に目を奪うばわれ、しばらくのあいだ言葉を失っていた。

「……えっと。メイファ。おまえは、プールに来たかったのか？」

「うむ。言うたじゃろ？　妾の二大趣しゆ味みはテレビゲームとプールじゃ。ここは前から来てみたかったのじゃがのう、入場条件がちと面めん倒どうでな」

　そこでピンとくる。

「……まさか、異性同どう伴はんじゃないと入場できないとか、か？」

「その通りじゃ。なかなか頭の回転が速いのう」

　テンションがあがっているのか、メイファが楽しそうに言う。

「大たい抵ていの場所は入場料金で済むがの。ここだけは男女のカップルのみというわけのわからん制約があっての。来るタイミングを逃のがしていたのじゃ」

「誰だれかを金で雇やとえば良かっただけじゃないのか？」

「無論、その手も考えたがのう。さすがにそれは乙女おとめとしてどうかと思っての。それで、ちと及および腰ごしになっておったのじゃ」

「敵の騎き士しを拉ら致ちして、無理矢理カレシにしたてるのは乙女として問題ないのか？」

　自分の状態を鑑かんがみながら、良護は、半ば呆あきれた声でコメントする。

　すると、メイファは存外にあっさり言い放った。

「それならば問題はない。妾はそなたに興味がある。年とし頃ごろの女子が興味のある男子をデートに誘さそっただけじゃ。ギャルゲーでは普ふ通つうであろう？」

「きょ、興味？　俺に？」

　思わず声が裏返る。

　敵とは言え、メイファはかなりの美人だ。そんな美人に興味があるなどと言われて、何も思わない男は滅めつ多たにいないだろう。良護はリア充じゆうでもなんでもないのだ。

「さあ、まずは水着に着き替がえんとな。いくぞ、良護殿」

　そこで、突とつ然ぜんメイファが小走りに駆かけ寄り、良護にわざとらしく腕を絡からめて来た。

「あ、おい、待て」

「きゃあ」

　思わず良護はその腕をふりほどいた。服の下で鳥とり肌はだが立ったからだった。

　一方、事情を知らないメイファは、困惑気味に良護を見つめている。

「なんじゃ、いきなり」

「すまん。これを見てくれ」

　袖そでをまくり、鳥肌の立った部分を露あらわにした。

「それは、鳥肌かの？」

「俺、女の子に触ふれられると鳥肌が立つ体質なんだよ。ひどいと呼吸も止まる」

「ふむ……？　妙みような体質じゃのう」

「だから、触さわらないでくれないか」

「む……。それは困る。せっかくの計画が水の泡あわじゃ。……そうだ。良い手があるぞ」

　メイファはわずかに唇くちびるをとがらせる。

「いい手？」

「背中をこっちに向けるのじゃ」

　良護は首をかしげつつも、いわれた通り背を向けた。

　すると、メイファが近づいてきた。その体温を知覚しただけで鳥肌が立ちそうになる。

「あんまり近づくなよ」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。すぐ済む……。ええと、このあたりじゃな」

「お、おいっ、だから触るなって」

　ぞわぞわとした悪お寒かんが走った。メイファの指が背中の一部をなぞっているのだ。

「黙るのじゃ。手元が狂くるうたら意味がない……、ここじゃ。えいっ！」

「うわっ」

　かわいらしいかけ声とともに、背中の一点をかなり強めにつつかれた。

　けっこう痛い。

「何するんだよ、っておい！」

　良護が抗こう議ぎのために振ふり返ろうとすると、そこでメイファが背後から抱だきついてきた。

　首に両腕をまわされ、背中にはぴったりとメイファの身体が張り付いている。

　背中越ごしに、胸むな元もとのやわらかな物体の存在もしっかりわかった。

　耳の後ろから、吐と息いき混じりの悪戯いたずらっぽい声が聞こえてくる。

「どうじゃ？　まだ、鳥肌は立つかのう」

「当然だろ……。って、あれ？」

　良護は妙なことに気づいた。

　メイファが、女の子が密着している。それなのに、まったく悪寒を感じなかった。

「……、鳥肌が……、立たない？」

「ふむ。成功じゃの」

　ふっと、メイファが身体を放した。

　良護は自分の身体に何が起こったのかわからず、手を眺めながら当とう惑わくしていた。

「何を、したんだ？」

「一時的に鳥肌を抑おさえるツボをついたまでじゃ。何度も使うと慣れてしまって効果がなくなるのじゃが、良護殿どのは初めてじゃろう？　今日一日くらいはもつはずじゃ」

「そんなツボあるのか……」

「龍家四千年の秘伝じゃ。さあ、これで愁うれいは晴れたろう？　行くぞ、良護殿」

　メイファはそう言って、更こう衣い室の方に向けて颯さつ爽そうと歩き出した。

　鳥肌が立たないことに驚おどろきつつも、良護はその背中を見ながら考える。

　このままメイファとデートをしても良いのだろうか。彼女は敵なのだ。

　興味があるなどとうまいことを言っているが、本当はどうにかして姫涙石ラクリマを奪いとろうとしているのではないか？

　だが、それが目的であれば、こんな回りくどいことはせず、良護が気を失っているあいだに切断でもなんでもしてしまえばよかったはずだ。

　良護にはメイファの真意がまるで読み取れなかった。

「何をしておるのじゃ、良護殿。早くせい」

　後をついてこない良護に気づいたメイファが振り返り、こっちをにらんでいた。

「……とりあえず、虎こ穴けつにいらずんば虎こ児じを得えず、ってとこか」

　オリカのために何か情報を仕入れられるかも知れない。

　良護はひとつ頷うなずいて、心の中でメイファのきまぐれにつきあうことを決意した。
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　その頃ころ、オリカたちを乗せた車は目的地までもう少しというところを走っていた。

　後部座席では、オリカとアゲハがリンを挟はさむように着席している。とはいえ、オリカとリンが小こ柄がらなため窮きゆう屈くつさはそれほどない。

「う……」

　アゲハが手当をしていると、リンがうっすらと目を開ける。

「銀ぎん髪ぱつの、姫ひめ？　敵!?」

　オリカの顔を認めたリンが目を見開く。すぐに逃にげ出そうとしたのか身をよじる。だが、リンの身体は、くねくねとその場で動いただけだった。

　自分の状態に疑問を持ったのだろう。リンの視線が自らの手て脚あしに移る。

　手首と足首には手て錠じようが嵌はめられている。これでは自由な身動きは不可能である。

「悪いわね。あなたは敵だもの。拘こう束そくさせてもらってるわ」

　オリカが告げると、リンは車中を見回し、それから小さく頷いた。

「……理解。抵てい抗こう無む駄だ」

　全身の力を抜ぬいて、座席に深くもたれかかると、それ以上暴れることはなかった。

「それにしてもアゲハ、よく手錠なんて持っていたわね」

　リン越しにオリカが問うた。手錠はアゲハの私物なのだ。

　アゲハはにんまりと微笑ほほえんで答える。

「いつか、手錠でつながれ、監かん禁きんされたオリカ様のお写真をとりたいと思っていまして」

「これ、使い終わったら没ぼつ収しゆうね」

「そんな！　王家認にん定ていメイド学校の売店特注品でわりとお高いのにっ！」

　うるうると目に涙なみだをためて訴うつたえるアゲハだったが、オリカは無視した。

　メイド学校、何売ってるのよ、と突つっ込みたい気もしたが今は控ひかえる。

　リンに話を聞く方が先である。

「あなた、リンって言ったわね。どうしてあんなところで倒たおれていたのよ」

　リンは顔を上げて、オリカの瞳ひとみをまっすぐにのぞき込んだ。

　しかし、すぐに目を逸そらすと、代わりに手錠につながれた自分の腕を持ち上げて言う。

　ところどころ絆ばん創そう膏こうが貼はられていて、さらに包帯が巻かれている。

「……銀髪姫、手当、あなたが？」

「直接手当をしたのは、そっちにいるアゲハよ。わたしは何もしていないわ」

「私はオリカ様のご命令を遂すい行こうしたまでです」

　リンと目をあわせたアゲハが淡たん々たんと告げた。

　アゲハにはどこか緊きん張ちようした様子がある。リンに対して警けい戒かい心を抱いだいているようだ。

　すると、リンがオリカとアゲハに向かって、順番に、ぺこりと頭を下げた。

「感謝する。でも……、理由は黙もく秘ひ」

　それっきりだった。リンは視線を落として押し黙だまる。

「……そんなに言いたくないなら、無理に言わなくてもいいわ」

　見かねたオリカは、わざとらしく深いため息をついてから、リンをにらみつけた。

「だけど、こっちは大事なパートナーを誘ゆう拐かいされて頭に来てるの。場合によっては、穏おん便びんに済むとは限らないから、そのつもりでいなさいよ」

「オリカ様、拷ごう問もん用の道具ならお任せください。蝋ろう燭そくに鞭むちに、ロープ……、一通りのものはこのアゲハ、常備しておりますから。トランクにばっちり詰つまってますよ！」

　リンに対するオリカなりの脅おどしだったのだが、眼めをキラキラ輝かがやかせながら進言したアゲハによって、緊張感が僅わずかに薄うすれてしまった。

「アゲハ、あなたね……」

「……パートナー、誘拐？」

　オリカがアゲハに説教をしようとしたその横で、リンが戸と惑まどい気味に顔を上げた。

「それは、盾たて町まち良護のこと？」

「そうよ」

「誘拐、一体、誰が？」

「あなたの大事な公主様よ」

「公主が？　なぜ？」

　リンの質問に、オリカは首を振る。

「こっちが聞きたいわよ。たぶん、良護の持ってる姫涙石ラクリマが目的だと思うんだけど……」

「姫涙石ラクリマ？　なぜ盾町良護が？　普通は姫が持つもの」

「さあね。よくわからないけど、わたしたちは少し違ちがうのよ」

「……やや理解」

　わかった風な、まだ腑ふに落ちないといった様子のリンだった。

　そこで車がゆっくりと停止する。

　運転手を務めていたアゲハ機関のメイドがシート越ごしに振り返って言った。

「オリカ様、少し離はなれた場所ですが、到とう着ちやくしましたです」

　オリカが窓の外を見ると、目の前に巨きよ大だいなビルがそびえ立っていた。

　車中からでは上層部は途と切ぎれていて全ぜん貌ぼうを見ることはできない。かなり高層だ。

「……ここに良護がいるのね」

「盾町良護、ここにいる？」

　リンも身をよじり、這はう用に窓まど際ぎわに移動すると、オリカの脇わきから窓の外を見上げた。

「そうよ。これから奪うばい返しに行くの」

「つまり、公主もここにいる？」

「当たり前じゃない……、って、あなた、メイファの居場所を知らなかったの？」

「……肯こう定てい」

　しゅんとうなだれるように顎あごを引くリン。

　だが、その視線はホテルに向かっていて、表情は幾いく分ぶん明るくなっている。

「けど、ここに、公主が……。ようやく会える……」

「……、目を輝かせてるところ悪いけど、あなたは連れていかないわよ」

「ほええっ!?」

　オリカが告げると、リンは可愛かわいらしい声をあげて驚おどろいた。

「困る。リンは公主に伝えることある。だから一いつ緒しよに行く」

「だめよ。あなたは敵だもの。連れて行けるわけないでしょう。アゲハ、行きましょう」

「否定！　リンも行く」

「だから、だめだって……」

　車から降りて振り返ったところで、オリカはぎょっとした。

「リンも、いーくー！」

　リンが歯を食いしばり、手脚に力を込こめる。すると、ぴしぴしと音を立て、手首と足首についた手錠の鎖くさりに亀き裂れつが入り始める。

　そして数秒後、びきっという小気味よい音を立て、鎖が引きちぎられた。

「リンも……、いく」

　ぜえはあ、と肩かたを激しく上下させながら、リンがオリカをにらむように見つめる。

「ああ、私のコレクションが……、お高いのにっ……」

　アゲハが涙なみだ声ごえでつぶやいた。

「わかったわ。連れていってあげる。でも、少しくらい事情を話してくれても良いんじゃない？　どうして、そこまで必死なのよ」

　オリカは冷ひや汗あせをかきながら、淡々と尋たずねた。

　すると、リンはうつむきながら小声で言う。

「……公主の、命が、危ない」

「命？　どういうこと!?」

　しかし、それ以上、リンは何も言わなかった。

「……仕方がないわ。とにかく行くわよ。まずは良護がどこにいるのか確かく認にんしなきゃ」

　運転手のメイドに待機を指示して、オリカたち三人はホテルのエントランスへ走った。

　入り口の自動ドアをくぐると、広々とした吹ふき抜けのロビーに出る。

　いかにも金持ちそうな格好をした何人かの客が、オリカたち、特にリンの格好を見て露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。だが、今はそんなことには構っていられない。

「さて、良護はどこにいるのかしらね」

「お待ちください……、あ、良護様は、ここの最上階に当たるところにいるようです」

　アゲハが掌てのひらサイズの小さな機械をのぞき込みながら言った。

「最上階……？」

　オリカは周囲を確認、近くを通りかかった従業員らしき女性に尋ねた。

「ねえ、あなた。ここの最上階は何があるの？」

「いらっしゃいませ。お客様」

　従業員は丁てい寧ねいに頭を下げてから応対。

「屋上には当ホテルが誇ほこる、世界で最も天国に近いプールリゾート、天上の楽園、ドラゴンユートピアがございます」

「プール、リゾートぉ？」

　オリカの機き嫌げんはみるみる内に悪化する。

「わたしが心配してるときに、良護は遊んでるってこと？」

「わかりませんよ、オリカ様。簀す巻まきにされて水みず攻ぜめにあっているのかもしれません」

　アゲハが大げさに肩を震ふるわせてみせ、オリカは少し心を落ち着けた。

「……いいわ。とにかく行ってみましょう」

「あ、お客様」

　オリカたちが近くのエレベータに向かおうとすると、進路に従業員が立ちふさがった。

「なによ。邪じや魔ましないで」

「そうはいきません。プールリゾートのご利用希望ですよね？　残念ですがお客様方には当ホテルのプールを利用する資格がありません」

　従業員は笑え顔がおだが、まるで隙すきがない。

「資格？　入場料がいるのかしら？　それとも宿しゆく泊はくしなきゃいけないの？　どっちにしろ、そのくらいのお金なら払はらうわよ。すぐに手続きするわ」

「いいえ、お客様。そうではございません」

「じゃあ、何よ。こっちは急いでるのよ！」

　オリカはいらいらが募つのり、かみつきそうな勢いだった。

　それでも女性従業員は怯ひるまずに、丁寧に理由を告げる。

「当ホテルのドラゴンユートピアは、男女のカップル限定とさせていただいています。失礼ですがお客様方は女性三名のようですので、申し訳ありませんが……」

「男女のカップル限定ぃ？」

　オリカは変な声で復唱しながら、連れを見る。

　メイド服のアゲハと、ぼろぼろのチャイナワンピなリン。そして自分はドレス姿。

　たしかに、どうみても女の子三人だ。

「どうすればいいのよ！」

「オリカ様、あちらをご覧ください」

　ふと、アゲハが顔を寄せて、従業員に聞こえないような小声で囁ささやいてきた。

　指先がロビーの一角を指し示している。そこに小さな売店があった。

「あれが、なによ」

「私に良い考えがございます」

　よく見れば、その売店はいくらかの衣料品も扱あつかっている。

　綺き麗れいなドレスやかわいらしいワンピースが陳ちん列れつされているその脇に、もちろん、男性用の衣服も並んでいた。
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「待たせたかの？」

「おう。俺も今さっき……」

　更こう衣い室の出口で一足先に待っていた良護は、思わず言葉が止まる。

　メイファの水着姿に見とれてしまったのだ。

　紫むらさきのビキニを身にまとうメイファは、かなりスタイルが良い。モデルのような長い手て脚あしに、きゅっとしまった腰こし、そして胸やお尻しりはアゲハほどではないがそれなりに出ている。

　首と耳に、紫色の姫涙石ラクリマが輝いていてそれもまたメイファの魅み力りよくを引き立てていた。

「な、なんじゃ？　何かおかしいかの」

　無言で見つめる良護に、メイファはわずかに頬ほおを赤らめ、自分の身体からだを見下ろした。

「いや……、おかしくない。……その、よく似合ってる」

「そうかの？　良護殿どのも似合っておるぞ」

　良護は、更衣室で借りたレンタル用の水着を着ているだけである。

　だが、それでも褒ほめられれば多少は嬉うれしい。

「そうか？　サンキュ」

「さあ、良護殿。せっかくのデートなのじゃ。とくと遊ぼうではないか」

　そう言うと、メイファは良護の手首をつかみ、歩き出した。

　良護は一いつ瞬しゆんどきりとしたが、やはり鳥とり肌はだは立たなかった。ツボの効果は絶大である。

「メイファ。そういえば、いつもおまえの傍そばにいる付き人たちはどうしたんだ？」

「彼女たちはそれぞれ相方を雇やとって、あちこちに点在しているはずじゃ」

「なるほど……」

　言われてみると、なんとなく視線を感じる。

　だが、周囲を見み渡わたしても、どの水着女性がボディガードなのかはわからなかった。
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　やがて、早足のメイファに引っ張られるようにたどりついたのは、プールサイドの中で最も背の高い建造物だった。細い塔とうに龍りゆうが巻き付いているようなデザインである。

「まずはこれじゃ」

　利用者は少ないのか、良護たちは待つことなくスタッフに誘ゆう導どうされ、塔に設置されたエレベータで最上階まで運ばれる。

　そして外に出ると、そこはプールリゾートを一望できる展望台のような場所だった。

「って、高たけぇ！」

　良護は叫さけんでしまった。

　ただでさえ、ドラゴンユートピアは高層ホテルの屋上にある。この展望台は、その中でもさらに高い位置に存在しているのだ。もはや、空中に浮ういているような状態となんら変わりはない。

　周囲には青空しか存在していない。そして、足元に広がるのはわずかなプールサイド。そのはるか下層に、ひとつひとつの建物がごま粒つぶのように小さくなった町並みが見える。

　高所恐きよう怖ふ症しようの人間なら、その場で気を失ってしまうレベルだろう。

　幸い良護にはそういった気質はなかったものの、それでも少し怖こわさがあった。なにせ、裸はだか同然の水着姿であり、展望台には細い柵さく以外、壁かべらしいものがまるでないのだ。

「良護殿、何をしておる。こっちじゃ」

　景色に見入っていた良護をメイファが呼ぶ。メイファは少し離れたところにいた。

「すごい景色だな、この展望台」

　近寄って素す直なおな感想を言うと、彼女は訝いぶかしげな表情を作った。

「展望台？　何を言っておるのじゃ。これはアトラクションじゃぞ。ほれ」

　メイファが良護の背中を軽く押しやった。

　そこには、数名のスタッフがいて、その足元には一台のゴムボートが置かれている。

　ゴムボートの前方には柵がない。ただ、水路が延びていて、塔の向こうに滑すべり出すような状態になっていた。

「これって、まさか、ウォータースライダーなのか？」

「そのとおりじゃ。ほれ、乗るぞ」

　躊ちゆう躇ちよしていると、メイファが腕うでを引き、半ば強ごう引いんにゴムボートに乗せられる。

　ゴムボートは細長い形状をしており、寝ね転ころぶような姿勢になった。

　メイファも同じボートに乗り込んでくる。添そい寝をするように良護の横に寝転がる。

「おい、メイファ？」

　良護は小さな悲鳴を上げた。ゴムボートはそれほど広くない。そのため、メイファは極きわめて近いところにいて、身体はほとんど密着していた。

　普ふ段だんの良護なら、ものの三秒で失神できる自信があった。

　やばいな。良護は思った。

　腕や腰に、メイファの胸やお腹なかやふとももが容よう赦しやなく押しつけられている。女の子特有の柔やわらかな感かん触しよくが、腕や腰や脚からどんどん伝わってくるのだ。

　良護は体質のせいで、ものごころついてから今日まで、こんなにも女子に密着されたことなどない。だからその刺し激げきは半はん端ぱなく、そして容赦なく良護の気持ちを高ぶらせた。

「あんまりくっつくなよ」

「なんじゃ？　いやなのかの？」

　メイファが真横で不服そうに唇くちびるをとがらせた。

　その可愛かわいらしい顔も、かなり間近にあり、良護はまともに横を向くことさえできなかった。気を抜ぬくと、体の中で何かが暴走しそうだった。

「こういうの、俺、慣れてないんだって」

「なんじゃ、そんなことか」

　すると、メイファはくすりと笑い、良護の耳元に息を吹きかけるような調子で囁く。

「安心せい。妾わらわも初めてじゃ♪」

　ぞわり、と。鳥肌が立つ瞬間に似ているが、ずっとずっと甘くほわほわしたものが、良護の全身を襲おそった。まずい、荒あらぶる良護が暴れ出す!?

　と、思った瞬間。カチっという音が響ひびき、良護とメイファの腰に、スタッフの手により、シートベルトのようなものが取り付けられた。

「それでは、逝いってらっしゃいませ、天国へ！」

　そして、頭上で係員の不ふ吉きつなかけ声が響き、ふたりの乗ったゴムボートはうねる水流の上に押し出された。

「お、おおおおおっ!?」

「きゃあーっ！」

　スタート直後はまるで、空中に飛び落りたかのような感覚だった。

　しばしの浮ふ遊ゆう感かんがあり、やがて着水する。そしてそのまま、荒あれ狂くるう流れに翻ほん弄ろうされる。

　ふたりは歓かん喜きの悲鳴をあげつつ、流れに身を任せる。カーブでボートが弾はずむ度たびに、メイファが強くしがみついてきて、良護はますますそのやわらかさを実感することになる。

　だが、アトラクションとしての刺激はそれ以上。

　視界に広がる景色はほとんど空。まるで空中を滑り落ちているかのような印象。

　その上、コースの起き伏ふくやうねりが尋じん常じようではない。

　跳とんで「うお」、跳はねて「ふわぁっ」、加速して、「おうっ」また跳んで、「ひゃうっ！」、くるくる回って「わわわわわ」「きゃあああああ」、直ちよつ滑かつ降こうで超ちよう絶ぜつ加か速そく！

　ザッパァァァァァァァン！

　ようやく、良護たちは下方のプールに着水した。穏おだやかな水面の上に放ほうり出されたのだが、そこでシートベルトがはずれ、ふたりはプールに投げ出される格好になる。

「ぷは」

　良護が水面に顔を出すと、メイファもまた顔を上げたところだった。

「大だい丈じよう夫ぶか、メイファ」

　係員がボートを回収しにきた脇わきで、良護は立ち上がる。胸までの深さがあるプールを泳ぐように歩き、メイファに近づいた。心臓がばくばくしていたが、アトラクションのせいなのか、メイファが傍にいたせいなのかは判断しにくいものがあった。

「大丈夫じゃ。これは楽しいのう。あと三回はやりたいのう」

　笑顔のメイファは、先にプールサイドに上がった。

「ん？　なんだこれ？」

　そこで良護は水面に妙みようなものが浮いていることに気づいた。紫色の布のようなものだ。

　拾い上げると、メガネのような形をしていて……。

「げ」

「どうしたのじゃ、良護殿。早くあがってこぬか」

　振ふり返ってプールを見下ろしたメイファの視線が、良護の手の中に注がれる。

　良護は良護で、メイファの身体の一点を凝ぎよう視ししてしまう。

「おや、妾の水着によく似ておるのう」

　メイファが良護の手にある布を見て、それから、自分の身体を見下ろした。一瞬静止。

　なんと、メイファは水着が外れ、上半身が丸裸だった。

　綺麗な形をしたふたつのふくらみが、ふるるんと、フル解放されていた。

「ご、ごめん、見るつもりはなかった」

　はっとなった良護は、とっさに水着をメイファに差し出しながらそっぽを向く。

　これがオリカだったら、ぎゃあぎゃあと騒さわぎだすところだろう。だから良護は内心いろいろと覚かく悟ごを決めていたのだが。

「なんじゃ？　別に見てもかまわんぞ。減るものでもないしのう」

　メイファが、プールに戻もどってくる。

　そして胸むな元もとを隠かくすことなく良護に近づき、水着を受け取った。

「龍りゆう王おう家けの儀ぎ式しきで裸を見られることが多いのでな。いつからか気にしなくなったのじゃ」

「そう……、なのか？」

　そうは言っても、素直に見られるわけがない。

「良護殿はまじめじゃのう。龍王家の中には、妾が隠さないことを良いことに、じろじろといやらしい目を向けてくる男も多いというのに」

　メイファは、そう言いながら、水着を付け直すと、歩き始めた。

「さて、次のアトラクションにいくぞ。まだまだ名物はたくさんあるのじゃ」

　良護の脳のう裏りには、しばらくのあいだ形の綺麗なふたつのふくらみの映像が残っていた。

　それから、ふたりはいくつものアトラクションを廻まわった。

　ひたすらに遊び倒たおし、気がつけばふたりそろってへとへとになっていた。
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　ドラゴンユートピア全域に横たわるように存在する細長く巨きよ大だいな流れるプール。

　ふたりはプールサイドに設置されたビーチパラソルの下で、しばしの休きゆう憩けいをとっていた。

「なあ、メイファ」

「なんじゃ」

　メイファはビーチベッドに横たわり、青色をした液体にフルーツがこれでもかとトッピングされたジュースに口をつけている。

「そろそろ、俺をこんなところに連れてきた本当の目的を聞かせてくれないか？」

　ほんの少し警けい戒かいしつつ良護は尋たずねる。散々一いつ緒しよに遊んでも、メイファの本心がわからなかったからだ。傍にはコーラの入ったコップがあったが、まだ一口も飲んでいない。

「本当の目的……、とな」

　メイファが復唱する。

　彼女のかすかな身じろぎに合わせて、姫涙石ラクリマのついたイヤリングが煌きらめき、良護はますます警戒を強めた。一歩間ま違ちがえば戦せん闘とうになってもおかしくないのだ。

「姫涙石ラクリマが欲ほしいわけじゃないのか？」

　良護は手に腕うで輪わを顕けん現げんさせて、メイファに見せつける。だが、彼女はちらりと一度見ただけで、すぐに視線を外した。

「妾がプールで遊びたかった。それだけではだめかの？」

「……それなら俺じゃなくても良かっただろ？」

「ふむ……」

　メイファはジュースを口にすると、ゆっくりと飲み込みながら、ビーチベッド脇のテーブルにグラスを載のせた。それから、黙だまったまま遠くを見つめる。

　良護たちがいるプールサイドの前方には流れるプールがあり、そしてその向こう側は絶ぜつ壁ぺきだ。まるでプールと空がシームレスに接続されているように見える。

　長い長い間があった。メイファは黙ったまま、一向に口を開かなかった。

　そろそろ、潮時か。

　そう思った良護はベッドから下りようとする。

「ま、言いたくなければ良いさ。……それなら、俺はそろそろ帰らせてもらう」

「……そなたに確かく認にんしたいことがある」

　すると、ようやくメイファが口を開いた。

「確認したいこと？」

　どうやら会話が進みそうだ。ほっとした良護は、元の体勢に戻るとコーラに口をつけた。

　氷が溶とけ、ずいぶん水っぽくなっていた。

「突とつ然ぜんだがの、そなた、妾と結けつ婚こんせい」

　良護はコーラを吹ふき出した。

「け、結婚!?　なんだよいきなり」

「簡単なことじゃ」

　焦あせる良護とは対照的に、メイファは涼すずしい顔をしている。

「今日、妾はそなたをカレシとして堂々と連れ回しておる。この様子は、妾の父上にも伝わっておるし、妾との結婚を望む、数多あまたの婚約者たちにも伝わっておろう。つまり、そのものたち全員からそなたは注目をされておる」

「そ、そうなのか？」

「父上は妾に対して過保護であるし、婚約者たちは龍王家の資産を奪うばうために、互たがいの命を狙ねらうことも辞さない連中ばかりじゃ。素す直なおに結婚せねば、そなた、命がないぞ」

　メイファはさらっと言ったがその内容はかなり重い。おそらく冗じよう談だんではないだろう。

　背筋が冷たくなり、全身に冷ひや汗あせが浮ういてくる。

「どうじゃ、結婚する気になったかの？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、そんなのすぐに決められるわけないだろ」

「なにを戸と惑まどうのじゃ。妾と結婚すれば龍王家が誇ほこる世界最大の財力を我がものに出来るのじゃぞ？　……そなたが妾を好かんとしても、得られるメリットは大きいと思うがの」

　メイファは遠くを見つめながら、自分のジュースに口をつけた。

「世界一の富ふ豪ごうに、なってみたいとは思わぬか？」

　メイファはもう一度淡たん々たんと尋ねた。

　しかし、数分間、真しん剣けんに考えた良護は、首を横に振る。

「……悪い。俺はおまえと結婚はできない。まだおまえのこともよく知らないし、それに、今の俺にはオリカを冠絶の姫王エクセルシアにするっていう目標がある。この目標を果たすまでは、他ほかのことは考えられねえよ」

「そうか……」

　メイファは、ふむと頷うなずくと、ジュースを置く。

　そして、ふっと相そう好ごうを崩くずした。

「やはりそなたは断るのじゃな……」

　遠い目で、空を見る。

「……安心せい。全部冗談じゃ」

「冗談？」

「父上や婚約者は気づいているかもしれぬがのう、それこそ彼らは金を使って真しん贋がんを見定めるのでな。妾わらわと良護殿どのが仮かり初そめのつきあいだということはすぐにばれよう」

「そ、そうなのか」

「しかし……、世界一の金も……、いらぬと申したか……」

　良護が安あん堵どする横で、メイファがつぶやいた。少しだけ寂さびしそうだ。

「のう、良護殿」

　やがて、改まった調子でメイファが口を開く。視線は空を見つめたままだった。

「そなた、昨日、金よりも大切なものは色々あると申しておったのう」

「昨日？　……ああ、そんなこと言ったな」

　拷ごう問もん中のことだ。痛みをこらえつつ、朦もう朧ろうとした意識の下もと、言ったような記き憶おくがあった。

「それはなんじゃ？」

「え？」

「金より大切なものとは一体なんなのじゃ？　……それを妾は知りたいのじゃ」

　良護は即そく答とうできなかった。金より大切なものなどいくらでもあると思う。だが、いきなり問われてもぱっと思いつかなかった。

　具体的にはなにがあるだろうか。

　良護が迷っていると、メイファが続けた。

「家も、土地も、宝石も、友達も、親も、健康な身体からだも、この世の中、あらゆるものが金で手に入るのだぞ。それなのに、金より大切なものがあると、そなたはそう申すのか？」

　何を言ったらよいのかわからない。

　何でも買うことができる。だから金が一番大事だ。そのロジックはわからなくもない。

　けれど、どこかが違う。何かが足りない。

　良護は感覚的にそう思う。

　答えが出ず、黙って考えていると、またもやメイファから先に口を開いた。

「良護殿は、今回の冠姫聖戦プリンセスジハードが何回目か知っておるか？」

　不意にふられ、良護は小さく首を振った。

「いや」

「十回じゃ。その間、約百年じゃな」

　メイファは再び前を向いた。

「妾の龍王家はのう、十三王家最古、四千年の歴史を持っているにも拘かかわらず、冠姫聖戦プリンセスジハードで一度も勝利したことがないのじゃ。金より大切なものはないと信じ、毎回、十三王家で最高の金額を投資して戦いに臨のぞんでおるのにじゃ……。おかしいとは思わぬか？」

「勝負事なんて、戦う奴やつのセンスとか、時の運もあるんじゃないか？」

「その通りじゃ。妾の一族も皆みなそう言っておる」

　良護の回答に、メイファが満足そうに頷く。

　しかしすぐに険しい表情で続けた。

「だが、おかしいであろう？　金で何でも手に入るのに、なぜ冠姫聖戦プリンセスジハードの勝利を買えないのじゃ。本当に金が一番大切なら、戦うセンスも時の運も金で手に入らなくてはおかしいではないか」

「……そうだな」

「そこで妾は考えたのじゃ。金よりも大切なものはきっとある。それを見み逃のがしているからこそ、龍王家は冠姫聖戦プリンセスジハードに勝てないのじゃ、とな。だから、一族の人間の目を覚ますために、それを証明しようと思ってのう……、十年前にリンと契けい約やくしたのじゃ」

「十年前？　そんな昔から契約していたのか」

　良護は少しだけ驚おどろいた。てっきり、今回の冠姫聖戦プリンセスジハードが始まった頃ころ、良護とオリカと同じくらいの時期に契約したものとばかり思っていたからだった。

「形のないもの、金では買えないもので召しよう喚かん騎き士しを強くすれば良い、そう思ったのじゃ。リンが望んだ対価は、妾の傍そばに一生いることじゃった。簡単なことじゃ。とてもとても簡単じゃ。だが……、駄だ目めじゃった」

　投げやりなため息をつきつつ、メイファは遠い目になる。

　しなやかな指先で、首元の姫涙石ラクリマを弄もてあそぶ。

「当時は紙のような武装しか獲かく得とくできなかったし、そして、そなたも見たじゃろう？　十年ぶりに呼び出したあの子も、騎士として途方もなく弱かった……」

　良護たちが戦ったリンは、お世辞にも強いとは言えない。むしろ、その後に見た、痴ち漢かん男を数秒でのした、召喚されていない状態のリンの方がはるかに強そうだ。

「なんで、なんだろうな」

「ふふん」

　メイファはそんな良護の言葉を鼻で笑う。

「理由は明白じゃろ？　リンが対価としてそういうものを望んでいなかったからに違いない。元をただせばあの子も雇やとわれただけの子じゃからのう。本当は金が欲ほしかったに決まっておる。それなのに妾につきあったせいで、あんな中ちゆう途と半はん端ぱなもので契約を……」

「そうか？　そんなことないと思うが……」

　良護は、あんなに一いつ生しよう懸けん命めいに公主公主と言い続ける少女が、金を望んでいるようには思えなかった。

「では、金よりも大切なものがあるということが嘘うそなのか？　もしもリンが本気で妾の傍にいたいと願っているならば、金で強くなるダオレンよりも、はるかに強くなるはずではないのか？　思いや希望の量は青あお天てん井じようであろう？」

「それは……」

　良護はまた言葉に詰つまった。

　たしかに、リンの望みが真実だとすれば、メイファが傍にいることを許可しているのだから、リンは強くならなければおかしい。召喚騎士の対価システムはそういうものだ。

　良護とオリカの「愛」という抽ちゆう象しよう的てきなものでも、莫ばく大だいな力を発揮することができたのだ。

　メイファとリンのあいだで、何かが間ま違ちがっているとしか考えられない。

「答えられまい。やはり金より大切なものなどないのじゃ。この世は金が一番大切、金こそすべてなのじゃ。やはり妾の幻げん想そうは、ただの幻想だったのじゃ」

　それはまるで、自分に言い聞かせるようだった。
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「やっぱり納なつ得とくいかないわ！」

　オリカはエレベータを降りるなり、何度目かわからない台詞せりふを口にした。

「仕方がない。数値で決まったこと」

　オリカの横に立つリンが言う。

　リンはぼろぼろのチャイナドレスは脱ぬぎ捨すて、鞄かばんから出した新しい服に着き替がえていた。とはいえ、ぼろぼろになっていないだけで、デザインはまったく一いつ緒しよである。

「そうだけど……、やっぱり納得いかないわ！　どうしてわたしが男の子の役なのよ」

　オリカは唇くちびるをとがらせた。

　今のオリカは長い髪かみを帽ぼう子しの中に押し込み、ズボンにジャケットという、まるで少年のような格好をしていた。

　三人のうちひとりが男装をすれば、少なくともふたりは入場できる。

　それが、アゲハの提案した作戦だった。

　いざ戦せん闘とうになったときのことを配はい慮りよし、非戦闘員のアゲハは一階で待機。ドラゴンユートピアにはオリカとリンのふたりで来ている。

「別にあなたが男装しても良かったじゃない。身長だってそんなに差はないし……」

「胸の差」

「ぐっ……、ぐぬぬぬう」

　リンがぐいっと胸を張り、オリカは拳こぶしを握にぎりしめてその胸むな元もとをにらみつけていた。

　だが、しばらくしてため息をつくと、手を下ろす。

「仕方ないわ。この怒いかりはあとで良護にぶつけるとして、まずは当人を探しましょう」

「銀ぎん髪ぱつ姫ひめ、それ逆さか恨うらみ」

「うるさいわね！　それより、もうこんな服脱いでもいいでしょ？　アゲハから渡わたされた水着に着替えましょう」

　オリカとリンは更こう衣い室へ向かった。

　中は広くゆったりとしている。その上、今は他に利用者もない。貸し切り状態だった。

　ふたりはそそくさと服を脱ぐと、裸はだかになる。

　露あらわになったオリカの胸を、リンがじっと見つめる。

「……何よ」

「やっぱり、リンの方が大きい」

　ふふんと鼻を鳴らすと、胸を張って、かすかにドヤ顔を作るリンである。

　オリカもまた、リンの胸元と自分の胸元を見比べる。

「……ぐっ！　か、形はわたしの方がきれいだわ！」

「ふふん」

「なによ、その勝ち誇った笑え顔がお！　む、むかつくけど、今は時間がないわ。とにかく早く着替えるわよ！　はい、あなたの分」

　オリカはアゲハに託たくされた水着をリンに手渡した。紺こん色いろの布地の水着だった。

「わたしのは、白なのね。……変わった形の水着だわ」

　色は違うが、どちらも立派なスクール水着姿だった。だが、ふたりとも特に疑問には思わなかった。こういうものなのだろう、そう納得していた。

　さて、更衣室を出たオリカたちは敷しき地ちの案内板を見た。

「ここ、かなり広いわね。ねえ、リンはメイファがどこにいそうか、わからない？」

「公主は割と派手なアトラクションを好む」

「派手な……、じゃあ、このへんとあっちと、それからこれかしら……」

　リンのヒントを元に、めぼしい施し設せつを定め、ふたりはプールサイドを歩き出した。

　いくつかの施設を早足でまわり、確かく認にんしたが、良護やメイファの姿は見あたらない。

「ここにもいないわね……。次、いきましょう」

　オリカたちは、がっくりと肩かたを落としつつ、次の施設へと足を向けた。

「ねえ、リン」

　歩きながら、オリカは改まった口調でリンに話しかける。

「あなたがぼろぼろになって倒たおれてたのも、メイファの命が危ないことに関係あるの？」

　オリカの質問に、リンは前を向いたまま、ぼそりと答えた。

「……関係ある。公主が危ないこと知ったから、リンにも追っ手がかかってる」

「追っ手？　それじゃあ、まさか、さっきのケガって」

　リンの格好やケガは、まるで誰だれかにリンチされたようなものだった。

　リンはコクンと顎あごを引いた。

「……数が多かった。けど、なんとか撃げき退たい。でも、さすがに疲ひ労ろう」

「それであんなところで倒れてたわけ」

「リンがやられたときは盾町良護に、公主への伝言、頼たのむつもりだった」

　リンの言葉に、オリカはふむと小さく首しゆ肯こうした。

「それで、命が危ないって、具体的にはどういうことなのよ」

「あ、銀髪姫、あれ！」

　そこで、不意にリンが前方を指さした。

「なに？」

　ずいぶん離はなれたところに人ひと影かげがある。

　ビーチパラソルの下で、ビーチベッドに横たわるふたりの男女だ。

「銀髪姫、あれ公主！」

　リンが歓かん喜きの声を上げる。

「本当、横にいるのは良護だわ。何のんきにねそべっているのかしら。人を心配させておいて。……あとで切り刻んでやるんだから！」

　憎にくまれ口ではあったが、オリカの声もまた、少しだけ弾はずんでいる。

　ようやく探し人に会えるのだ。気持ちが高こう揚ようして当然である。

　だが、その瞬しゆん間かんだった。

　ドンッ！　と巨きよ大だいな爆ばく発はつ音が響ひびき、建物全体がぐらぐらと揺ゆれた。

「な、なに!?」

「これ、火薬の匂い。どこかで、爆ばく弾だん……。銀髪姫、あれ！」

　きょろきょろと辺りを見回したリンが、一点を指さした。

　プール内で最も高い、塔とうのような建造物から煙けむりがあがり、その先せん端たんがゆっくりと倒れていく光景が見えた。







「なんだ!?」

　爆発音を聞いた良護とメイファは、咄とつ嗟さにビーチベッドから身を起こし周囲を確認した。

「爆発だ！」「逃にげろ」「塔が倒れるぞ」

　良護たちの近くを、水着の男女が走って逃げていく。

　彼らがときおり振ふり返るその方向は、最初に乗ったあのウォータースライダーの方角だった。塔の一角から、もくもくと灰色の煙が立ち上っている。

「やばい、事故みたいだ。メイファ、逃げよう」

　良護はメイファの手を握り、立ち上がらせた。

　とりあえず、周囲の客と同じ方向に走り出す。非常階段があるらしい。

　だが、たどりついた階段の前にはひとだかりが出来ていた。

「なんだこれ……」「どうして、こんな」「これじゃ、逃げられないじゃない」「エレベータは？」「止まってる！」「わたしこんなところで死にたくない！」

　非常階段は無残にも破は壊かいされていて、とてもではないが使用出来る状態ではなかった。

「向こうにも非常階段があります」

　従業員が指さし、そこにいた客たちはみな新たなる階段を求めて走り出そうとした。

　だが。

　ズウウウウン！

　そこで再び爆発音が辺りに鳴り響く。空気が震ふるえ、足元が揺れる。

　ちょうど別の非常階段がある方向の施設から煙があがっていた。

　それで、客たちの足は止まる。絶望から、その場で屈かがみ込んで頭を抱かかえてしまった。

　そんな群衆の中、ひとりだけ、屈むことなく立ち尽つくすものがいた。

「ふむ。これは参ったのう……」

　メイファはちっとも参った様子もなくつぶやく。

「メイファ、危ないぞ」

「ほほほほほ。良護殿どの、忘れたかの？　妾わらわたちにはこれがある」

　メイファは前まえ髪がみをかきあげると、右耳を露ろ出しゆつさせた。耳たぶに、紫むらさき色いろの姫涙石ラクリマが嵌はまったイヤリングがぶら下がっている。

「そうか。召しよう喚かん騎き士し」

　メイファが満足そうに頷うなずいた。

「うむ。召喚さえしてしまえば、妾は無敵になる。その上、騎士ダオレンならば、たとえば、この床ゆかに穴を開けて下の階に避ひ難なんすることも容易じゃろうて」

「たしかにそうだな」

　良護もまた、オリカを呼ぼうと右みぎ腕うでに集中した。だが、すぐに、オリカにそこまでの力があるのかどうか疑問に思った。少なくとも、ダオレンよりは弱いのだ。下手をすれば、オリカが傷つく結果にもなりかねない。

　良護がためらっている傍そばで、メイファがイヤリングを外す。

「では、呼ぶぞ。高い金で雇やとっておるのじゃ。こういうときこそ働いてもらわんとな」

　龍家の姫ひめは、華か麗れいな所作で、姫涙石ラクリマを虚こ空くうに向かって放ほうり投げた。







「さっきの爆発でなにもなければ良いんだけど」

　一度目の爆発で、良護たちが逃げ出した方向に向かって、オリカとリンは不安を抱えながら走っていた。途と中ちゆうで二度目の爆発があったが、幸いオリカたちとは反対方向だった。

「こっちであってる？　銀髪姫」

「大だい丈じよう夫ぶなはずよ。さっき地図で見たとおりだもの」

　ふたりはまだ、逃げた良護たちのすがたを目視確認することはできていない。建造物が邪じや魔まをしているからだった。そのため、オリカが頭の中に記き憶おくした地図だけが頼たよりだった。

「こっちの方向に非常階段があるはずなんだけど……、このプール、広すぎだわ」

「それは同感」

　そのとき、突とつ如じよ、ふたりが目指す方向の空間が紫色に輝かがやいた。

「あれ、あの光って、メイファの……」

　それは、メイファが召喚を行ったときに出る光に似ている。

　すると、リンの顔色が一気に青ざめた。

「公主!?　召喚、駄だ目め！」

「あ、ちょっと、リン!?」

　悲痛な声を上げ、リンは走るスピードをさらに早めた。
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　空中に浮うかぶ、長方形をした光の魔ま方ほう陣じん。そこからダオレンが姿を現した。

　良護の周りにいた逃げ遅おくれた人々が、そんな光景にぽかんとしていた。だが、説明している余よ裕ゆうはない。もっとも、説明したところで信じられるかどうかもわからないが。

「騎士ダオレンよ。緊きん急きゆう事態じゃ。妾たちを助けよ」

「これはこれは、メイファ姫。本日もお呼び立て頂き、光栄にございます。崑こん崙ろんよりダオレンがやって参りました。……ふむむむむ。状じよう況きようはなかなか深刻のようですね」

　のんきに挨あい拶さつをすると、辺りを見回しつつダオレンが言う。

「非常階段が壊こわれておってのう、避難できぬのじゃ。下の階へ穴を開けられぬかの？」

「ふむむむむ？」

　ダオレンが顎に手を当て、しばし考える。やがて、小さく首肯した。

「問題ないでしょう。この仕事は、そうですねぇ、トランク二ケース分、でしょうか」

「む……」

　メイファは、少しだけばつの悪い表情をつくる。

「……後あと払ばらいでも、良いか？」

　そこで良護は気づいた。いつもトランクを持ってくるメイファの付き人が傍にいないのだ。だから、メイファは浮かない顔をしたのだ。

　しかし、メイファは付き人たちはこのプール内に点在していると言っていた。

　このピンチに集まってこないのはどういうことだろうか。

「後払い……、ですか」

　ふむぅ、とダオレンは渋しぶい表情を浮かべていた。だが、すぐに笑顔を作ってみせた。

「良いでしょう。今回は特別です」

　ダオレンはそう言うと、剣けんを備えた腕を素す早ばやく大きく、二度三度と振るった。

　金属の擦こすれる音が響いたかと思うと、目の前の床に切り込みが入り、がらがらと崩くずれる。プールサイドの床に、直径三メートル程度の丸い穴がぽっかりと開いた。

　その穴からは、階下の廊ろう下かに敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんが見えた。

　ついで、ダオレンが器用に手を振ると、崩れた瓦が礫れきが少しずつ重なり方を変え、最終的に、下の階に向かう階段のように積み上げられた。

「さて、できましたよ、メイファ姫」

「うむ。そこの者、皆みなを連れて逃げよ」

　メイファは、屈みながらダオレンの動きを見守っていた従業員に告げる。

　従業員は一瞬面めん食くらったが、すぐに頷くと、「さあ、みなさんこっちです」と、残っていた客たちの誘ゆう導どうを開始した。客たちは次々に階下のフロアに下り、避難していく。

「メイファ姫、庶しよ民みんを優先するとはなかなか人格が出来ておいでですねぇ」

　ふむむと妙みような笑い声をあげつつ、ダオレンはメイファの脇わきで避難の様子を見守っていた。

「妾は無敵状態じゃ。焦あせる必要はあるまい。ほれ、良護殿も早く逃げるのじゃ」

　そこにいた全員が階下へ下りきると、メイファは良護を促うながした。

「あ、ああ」

　良護はのろのろと移動を始め、ダオレンとメイファが話を続ける脇を通り抜ぬける。

「しかし、すごい爆発でしたねぇ。大きな音に振しん動どう。怖こわいですねぇ」

「うむ。なかなか驚おどろいたぞ」

　階段を下ろうとした良護は、そこで違い和わ感かんを覚えた。

　何かがおかしい。

　だが、その違和感の正体はわからない。

　違和感の正体はわからなかったが、本能が確実に危険を告げていた。

　だから良護は、階段の途中まで下りたところで振り返った。

「さ、メイファ姫。次は姫の番です。後ろから見ておりますから、下りてください」

「うむ」

　メイファが穴の縁ふちに立った。瓦礫の階段に向かって足を進める。

　その背後に、言葉通りメイファを見ているダオレンの姿がある。

　ぎらぎらとした瞳ひとみが、怪あやしく光っている。

　良護はリンの忠告を思い出した。

『公主の騎士に気をつけて』

　はじめはメイファの騎士がリン以外にも存在していることを忠告しているのだと思った。

　しかし、よく考えればおかしい。それを伝えるだけならば、わざわざ「気をつけて」などと言わず、もうひとりいると断言すれば良かっただけだ。

　わざわざ「気をつけて」と言った理由はなんだ？

　もうひとりの騎士が何かすることについて、リンは気をつけろと言ったのではないか。

　リンが一番大切に思っているのは、メイファだ。

　つまり、ダオレンがメイファに対して何かすることを気をつけろというのではないのか。

　メイファが、一歩階段を下りる。

　ゆらりとダオレンの身体からだが揺ゆれた。剣のついた手と腕をふらりと持ち上げる。

　良護はその瞬しゆん間かん、ようやく先ほど感じた違和感の正体に気づいた。

　召喚されるまで崑崙にいたはずのダオレンが、なぜ爆ばく発はつの感想を言えるのか。

「メイファ、危ない！」

　良護は叫さけびながら大おお股またで階段を駆かけ上り、そのままメイファに飛びついた。

「きゃっ」

　押し倒たおすような形で、ふたりは重なって倒れる。

　その頭上を、びゅっと、ダオレンの剣が通り過ぎていった。

「な、なんじゃ、良護殿、いきなり何を……」

　赤面しながらメイファが戸と惑まどいの声を上げる。だが、構っている暇ひまはない。

　良護は身を起こし、ダオレンをにらみつけた。

「おや……？　気づかれてしまいましたか」

　ダオレンは、目を細めながら、手の甲こうについた剣の一本を舌で舐なめる。

　良護は間かん一いつ髪ぱつでメイファを救えたことに安あん堵どしつつも、緊きん張ちよう感かんをフルに高めた。

「気づくさ。ダオレン。あんたメイファを騙だましているだろう。召喚されるまでは崑崙にいたはずのあんたが、爆発の音や振動について知っているはずはねえからな！」

　良護の腕の中にいるメイファが身を硬かたくしたのがわかった。

　ダオレンはふむむと唸うなり、わずかに表情を硬くした。

「……なるほど。失言でしたねぇ。その通り。私はメイファ姫を騙していますよ」

「なんだと……!?　ぐっ!?」

　そこで不意に、良護は脇わき腹ばらに激しい痛みを覚え、同時に真横へのＧを感じた。眼めに映る光景が急速に流れていく。

　良護の体は、瓦礫の階段から打ち上げられるように飛んでいた。そして数瞬後、プールサイドに落下。全身に激しい衝しよう撃げきが走った。呼吸が止まり、内臓が激しく揺さぶられる。

　苦痛に耐たえつつ、良護が顔を起こすと、先ほどまで良護がいた場所にダオレンが立ち、足を曲げているのが見えた。どうやら良護はダオレンに蹴けり飛ばされたらしかった。

「召喚騎士でもないあなたが、私にいっぱい食わせたことは褒ほめて差し上げましょう。ですが、無む駄だなことです」

「や、めろ」

　起き上がろうとしたが、身体の自由が利きかなかった。

　苦痛に喘あえぐ良護の前で、ダオレンが再び剣を装着した腕を動かす。

　その目の前でメイファが服の埃ほこりをはたきながら、ゆったりと立ち上がった。

「……ダオレン、妾わらわを騙しているというのはどういう意味じゃ？」

「メイファ！　駄目だ、逃にげろ」

　だが、メイファは良護の忠告を聞かない。その場で凜りんと背筋を伸のばして立ち、きつい眼まな差ざしをダオレンに向ける。失敗を犯おかした家臣を査定しようという君主の目つきだった。

「事と次し第だいによってはただでは置かぬぞ」

「簡単なことですよ、メイファ姫」

　ダオレンが剣を下げずに、慇いん懃ぎん無礼に答えた。

「私の本当の仕事はあなたの騎き士しではありません。あなたよりも高い金で私を雇こ用ようした人間がいて、そちらからの仕事を達成しようとしているだけです」

「別の雇用者じゃと？　しかも、妾よりも高額じゃと？　馬ば鹿かな。十三王家最高の金額を払はらっておるのだぞ？　世界で妾より金を出せるものなどいるわけがなかろう」

「ふむむむむむ」

　ダオレンは歪いびつな笑え顔がおとともに、くぐもった笑い声をあげた。

「クーデター、ですよ。龍王家でクーデターがあったのです」

「クーデター……、じゃと？」

「つい先ほど、あることを聞いた龍王様が、失意から大臣殿どのに龍王家の全権限を委い譲じようしたのです。その瞬間、大臣殿は王様を更こう迭てつし、龍王家はもはや大臣殿のものも同然です」

　メイファが目を見張る。

「なんじゃと？　大臣が、お父様が一番信しん頼らいしていた大臣が、裏切ったというのか」

「長い時間をかけて、この機会を狙ねらっていたそうですよ。細かく王家の資産をやりくりして、王様周辺の人間を息のかかった者たちに置き換かえていったそうです。たとえば、メイファ姫ひめのボディガード、なんかもねぇ」

　この緊急時にメイファの付き人たちがいなかったことにはそういう理由があったのだ。

「そもそもメイファ姫、あなたがこのホテルに泊とまったことも、プールへ向かったことも、すべて計算のうちなのですよ。……同どう伴はんするのが彼というのは計算外でしたけどねえ」

　ダオレンが良護を一いち瞥べつした。

「……そういえば、このホテルを手配したのは、大臣じゃった……」

　メイファの声はかすかに震ふるえていた。視線も定まっていないようだ。

「さて、おしゃべりはこのくらいにしましょう。王様が聞いたショックを受けたことというのは、メイファ姫、あなたが爆発事故で亡なくなったという話なのですから」

「なんじゃと？」

　メイファの顔色が一気に青ざめる。

「それでは、そなたの仕事というのは」

「はい。私の今回の一番大きな仕事はあなたの暗殺ですよ、メイファ姫」

　ダオレンが口角を盛せい大だいに持ち上げ、いびつに微笑ほほえむ。そして、剣のついた拳こぶしを引く。

　だがメイファは動じなかった。それどころか、ダオレンを小こ馬ば鹿かにするように笑う。

「はっ！　詰めが甘いのう、ダオレン。忘れておるのか？　召しよう喚かん中の姫はあらゆる悪意に対して無敵なのだぞ」

　良護は、はっとする。そうだ。いくらダオレンがメイファに危害を加えようとしたところで、そのルールがある。ダオレンを召喚している限り、メイファが傷つくことはない。つまり、ダオレンの企たくらみは成功しないということだ。

　すると、ダオレンは愉ゆ快かいそうに体を揺らした。

「ふむむむむむむ。残念です、メイファ姫。詰めが甘いのはあなたの方ですよ」

「なんじゃと？」

　メイファが眉まゆ根ねを寄せる。

「ご存じありませんか？　そのルールには例外があるんですよ。召喚中は無敵になっている姫ですがね、唯ゆい一いつ、自分の騎士からの攻こう撃げきは有効なんですよ」

「な……、そんな話、妾は知らぬぞ」

　良護も初耳だった。オリカとの関係においては、大して意味のない情報だ。だが、普ふ通つうの姫、つまりメイファにとっては違ちがう。真実ならば、今が一番危険である。

「おや？　大臣殿から、冠姫聖戦プリンセスジハードに対する指導を受けていたのではありませんか？」

　ふっむっむ、といやらしくダオレンが笑った。

「くっ……、隠かくしておったのか！」

　さすがにメイファの体が揺らぐ。凜としていた立ち姿が崩くずれ、半歩後退する。その瞳には、怯おびえの色が走っている。

　ダオレンはひときわ大きく口を開き、歯を見せて告げる。

「さあ、ここまでですよ、お姫さま。長らくのご利用ありがとうございました」

　用よう意い周しゆう到とうな暗殺者は、そう言って、非情なる武器を音もなくまっすぐに突つき出した。

「メイファぁ！」

　ザシュ！

　人気のないプールサイドに、良護の叫び声と、肉を裂さく湿しめった音が響ひびき渡わたった。
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「……おまえ、何をしているのです」

　ダオレンが剣けんの先せん端たんを見つめ、つぶやくように言った。

　ダオレンの剣はメイファには刺ささっていなかった。

　そこに、先ほどまではいなかった人物の姿がある。

　暗殺者の非情な剣を、その小さな体で受け止めているのは、お団子頭の少女。

　それは、メイファのもうひとりの騎士、リンだった。

「リン!?　リンがなんでここにいるんだ？」

　良護は倒れたまま疑問を口にした。するとそんな良護の脇わきに立って、肩かたを貸す者がいた。

「メイファの命が狙われているのを阻そ止ししに来たのよ。ほら、立てる？」

　それはスクール水着姿のオリカだ。

「オリカ、おまえまで？　いや、それより、リンのケガがやばいだろ？」

「わかってるわ。だけど、ダオレンは強敵よ。闇やみ雲くもでは勝てないわ。まずは集中しましょう。リンなら……、きっと、もう少し大だい丈じよう夫ぶよ」

　下した唇くちびるを噛かみしめるオリカに諭さとされ、良護は歯を食いしばって頷うなずいた。

　一方、ダオレンの剣に刺されたリンは、青白い顔をしながら、メイファを気き遣づかっているところだった。

「公主、ケガはない？」

　剣の刃やいばを握にぎりしめるリンは、掌てのひらと、刺された胸むな元もとの傷口からぽたぽたと血を滴したたらせながら、メイファに尋たずねた。

「リン、なぜじゃ。そなたには、二度と顔を見せるなと、言った……、はずじゃ」

　メイファは戸惑いを隠せていない。震える声で聞き返した。

「公主。リンは前に言った。リンは公主の傍そばにいたいだけ。ただ、公主を守りたいだけ」

「だから、そのような嘘うそはもう……」

「嘘じゃない！」

　リンが強い口調でぴしゃりと言った。

「リンはずっと本気！　嘘だったら、命がけ、しない！」

「リン……」

　メイファの眼には涙なみだが浮うかんでいる。

「おふたりとも、お涙頂ちよう戴だいの再会物語はそのあたりでよろしいでしょうか？」

　そこで、しばらく黙だまっていたダオレンが口を開いた。

「いつまでもこうしているのは、さすがに疲つかれますのでねえ、ふんっ」

　ダオレンがリンの身体からだに刺さった剣を、勢いよく抜ぬき取る。

「ああぁっ！」

　リンの悲鳴とともに、傷口から鮮あざやかな血液が噴ふき出し、周囲に散った。

「邪じや魔まですよ、あなた」

　だがそんなことには構わず、ダオレンはその場で脚を振ふるい、リンの身体を宙に打ち上げた。小こ柄がらな少女の身体は、まるでおもちゃのように宙を舞まい、プールサイドに落下した。

「リンっ！」

　メイファが悲痛な声で叫さけんだ。

　そんなメイファを見ながら、ダオレンはふむむと笑い、腕うでを高速で振るう。

　近くにあった施し設せつや床ゆかの破は片へんで、瞬またたく間まに下へと続いた穴を塞ふさいでしまった。

　それから、もう一度メイファの前に立って、剣のついた拳を引く。

「さて、今度こそ終わりにしましょう、メイファ姫。ご安心ください。依い頼らいはされていませんが、あの子もあとで同じところに送って差し上げますよ。そう、天国へね」

「ダオレン！」

　メイファがぎりぎりと歯を食いしばり、ダオレンを凝ぎよう視しした。

　そこに、ダオレンの剣が襲おそいかかる！

　ガギン！

　だが、振りおろされた三枚刃の剣は、またしてもメイファの身体には届かなかった。

「メイファ！　ぼうっとしてないでこいつの召喚を解除しなさいよ！」

「お、オリカ？」

　ふたりのあいだに飛び込み、剣の腹でダオレンの攻撃を受けたのは、召喚武装されたオリカだった。メイファとリンのやりとりの間に、良護がオリカを召喚していたのだ。

「メイファ、早くしなさい！」

　怒ど鳴なるように名を呼ぶと、ようやくメイファは僅わずかに気力を取り戻もどした。

　すぐに手を伸ばして叫ぶ。

「き、騎き士しダオレン、戻るのじゃ！」

「おや、ここまでですか？　残念ですねえ」

　メイファのかけ声と同時に、ダオレンの前に紫むらさき色いろに発光する魔ま方ほう陣じんが現れ、その体に重なっていった。そして数秒後。光が収まったその場所には、武装が解除されたダオレンの姿があった。とはいえ、剣やアーマーがないだけで、格好はほとんど変わっていない。

「おまえ、やっぱり崑崙にいたわけじゃなかったんだな」

　その姿を見て、良護が指し摘てきする。きちんとした手順で召喚を解除したにも拘かかわらず、騎士がその場に止とどまるということは、元々その近くにいたということに他ほかならない。

「むふふふふふふ。私の本来の仕事はメイファ姫の暗殺ですからねぇ。ターゲットのすぐ近くにいることは絶対でしょう」

　言いながら、ダオレンは懐ふところからナイフを一本取り出した。

「仕事の障害は排はい除じよさせてもらいますよ！」

　そしておもむろに、そのナイフをオリカに向けて突きだしてきた。

「くっ」

　オリカは咄とつ嗟さに身をよじり回かい避ひする。だが、ダオレンの攻撃は一撃では終わらない。

　すぐに、二撃、三撃と続き、オリカはそれもまた必死に避よけ続けた。

　召喚武装が解けたというのに、ダオレンの動作はかなり機き敏びんである。

「オリカ、何やってんだ！　敵は武装されてない、ただの人間だろ」

「うるさいわね！　わかってるわよ！」

　良護に文句を言いつつも、オリカは敵の攻撃を捌さばき続ける。隙すきをうかがっているのだ。

　そして、チャンスが訪おとずれた。ダオレンが足元の小石でかすかに体勢を崩した、瞬しゆん間かん。

「そこ！」

　気合いとともに突きだしたオリカの剣は、見事にダオレンの脇わき腹ばらを貫つらぬく。

「ぐっ!?」

　一瞬、顔をしかめるダオレン。口元から血があふれるが、すぐにいびつに微笑む。

「……さすがに武装された召喚騎士相手では、分が悪いようですねぇ」

「きゃっ」

　ダオレンが、刺さっている剣を自分の身体から引き抜くようにオリカに蹴けりを加え、反動を利用して大きく後退した。

　オリカはバランスを崩して倒たおれそうになる。だが、メイファがそれを支えた。

「大丈夫かの、オリカ」

「わたしは大丈夫よ。それより、あなたは早くリンのところに行ってあげなさい」

「わ、わかったのじゃ」

　メイファは首しゆ肯こうして、数メートル離はなれたリンのもとへと走った。良護もそこへ駆かけつける。

　オリカはその場に止まり、ダオレンの様子を窺うかがう。

　数メートル先でオリカを見つめているダオレンは、傷口を押さえながら、前ぜん傾けい姿勢で立っていた。オリカの一撃が急所に入ったのか、かなり顔色が悪い。

「……ちょっと失敗しましたか。……いけませんねぇ。このままでは、依頼が未達成。お金を頂くことができません」

　ふらふらと揺ゆれながら、肩で呼吸をしているが、瞳ひとみだけはまだぎらぎらと輝かがやいている。

「あなた。悪あがきはやめなさい。もう詰つんでるわよ？」

　オリカは告げた。手負いのはずなのに、ダオレンからは妙みような殺気が放出されていた。

　まだ何かあるのかもしれない。オリカは警けい戒かい心を高めつつ、剣を強く握った。

「ふむむむむ。仕方がありません。奥の手を、使いましょう」

　言って、ダオレンが懐から数枚の紙切れを取り出した。三十センチ程度の長さをした長方形の紙に青い塗と料りようで文字が書き連ねられている。遠目では字の詳しよう細さいはわからない。

「何よそれ、お札？」

「札じゃと？」

　リンを膝ひざに抱だき抱かかえたメイファが、ダオレンの持つ札を眼にした瞬間、顔色を変える。

「そ、その札、まさか、ダオレン、そなた、龍牙兵ロンヤアビンを使う気かの!?」

「ロンヤアビン？」

　聞き慣れない言葉に、オリカが首をかしげた。

　一方、上半身をゆらゆらとゆらしながら、ダオレンは笑う。

「さすがにメイファ姫ひめはご存じでしたか。そのとおり、龍牙兵ロンヤアビンですよ。大臣殿どのに頂きましてねぇ。ここにはこれだけ材料があります。召喚騎士といえど、生き残るのはかなり厳しいでしょうねぇ。……さあ！　来なさい出なさい襲いなさい！　龍牙兵ロンヤアビン！」

　ダオレンはかけ声とともに、札を宙にばらまいた。

　ざっと数十枚の札は、ふわふわと舞うと、それぞれがプールの水面に着水する。

「メイファ、龍牙兵ロンヤアビンってなんなの」

　札とダオレンの動きに注意しながら、オリカがメイファに尋ねた。

　札が触ふれたプールの水が、ぼこぼこと不気味に泡あわ立だち始めている。

「龍家に代々伝わる、生を持たないものを兵隊として戦わせる術じゃ。しかし一度生み出すと術者が倒されるまで止まらぬゆえ、ずいぶん前に使用を禁止したのじゃ」

「なによ、それ」

　にわかには信じがたい内容だったが、すぐにオリカは認めざるを得なくなる。

　ぼごぼごごぼぉと、水中から巨きよ大だいな空気の塊かたまりが浮かび上がってくるかのように、札の下の水がもりあがる。バスケットボール状の泡から、やがて雪でつくるかまくらのようになり、そしてさらにふくれあがり、あっという間に二階建ての家くらいの大きさになる。

　そのまま水すい泡ほうの塊にいくつもの節が発生し、気がつけば、まるで人間のようなシルエットになっていた。透すけた身体の内部に札が浮かぶ。そんな怪かい物ぶつが次から次へと発生した。

「なんだよ、あれ……」

　良護の視線も、水の巨きよ人じん、龍牙兵ロンヤアビンに釘くぎ付づけになる。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおお」

　不快な低い振しん動どうともとれるような不気味な咆ほう哮こうを上げながら、生まれたばかりの龍牙兵ロンヤアビンは水面を歩き、のそりのそりとプールサイドへと足を踏ふみ出した。

　その数はひとつではない。良護たちの周囲の視界を、すべて埋うめ尽つくすほどの量だった。

「さて、今度こそ、みんなまとめて死んでもらいますよ。私のお金のためにねぇ！」

　ダオレンの気き迫はくにあわせるように、龍牙兵ロンヤアビンたちが一いつ斉せいに咆哮をあげ、良護たちに向かって進しん撃げきを開始した。
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「どうすればいいのよ！」

　良護たちは周囲を完全に囲まれていた。どっちに逃にげても龍牙兵ロンヤアビンの姿がある。

　ただ水の巨人たちは足が遅おそい。それだけは幸いだった。

「ちょっとメイファ、どうにかならないの？」

　オリカが、リンを抱えたままわなわなと震ふるえるメイファに問う。

「術者を……、ダオレンを倒すしかない」

「ダオレンって……」

　オリカと良護は、同時にダオレンがいる方向をにらむ。しかし、その進路は龍牙兵ロンヤアビンの群れによって塞がれている。さらに、水の巨人たちは互たがいの頭上をも這はっており、まるで壁かべのようにそびえたってもいて、向こう側のダオレンの姿はまったく見えなかった。

「……あいつらを突とつ破ぱするしかないわね」

「突破じゃと!?　無理じゃ。龍牙兵ロンヤアビンは不死身じゃ。何度でも復活するのじゃ」

　メイファが血相を変えて叫んだ。だが、オリカは首を振る。

「そんなの……、やってみなきゃわかんないでしょ!?」

　弾はじけるように、オリカが地面を蹴り、敵に向かって飛び込んだ。

「やああああ！」

　剣けんを振るい、じわじわと侵しん攻こうの輪を縮める龍牙兵ロンヤアビンの一角へ切り込む。

　とたんに、龍牙兵ロンヤアビンたちはまるで餌えさに群がる昆こん虫ちゆうのように、うぞうぞ、ぶるぶるとした身体を動かし、オリカに向かって手を伸ばしだした。

「くっ！」

　剣が届く前に振りおろされた龍牙兵ロンヤアビンの拳こぶしを、オリカは危あやうく躱かわす。しかし、勢いの残った腕うでが、プールサイドをしこたま叩たたくと、轟ごう音おんとともに地面が陥かん没ぼつ、瓦が礫れきが飛び散った。

「痛っ」

　小石がオリカの腕や顔に当たり、白い肌はだに小さな赤い傷を作った。

「こんのお！」

　オリカがその腕に向かって、剣を振ふりおろした。

　ザム！　剣はあっさりと龍牙兵ロンヤアビンの上じよう腕わん部ぶに直撃、胴どう体たいから腕先を切り離す。切断面から、濁にごった水が血しぶきのように吹ふき出した。

「なんだ、脆もろいじゃない。だったら」

　確かく認にんしたオリカは、目の前に迫せまってきていた龍牙兵ロンヤアビンの体を次々に切り裂さいていく。

　ばしゃしゃしゃしゃと、連続した水音が響ひびき、龍牙兵ロンヤアビンは切り口から体液をまき散らす。

「案外、いけるんじゃないの、これ」

　しかし、そんな風にオリカがほんのわずかに気を抜ぬいたときだった。

　頭上から、目の前で切り裂いたばかりの龍牙兵ロンヤアビンを乗り越こえて、別の龍牙兵ロンヤアビンが身を乗り出して襲いかかってきた。丸太のように太い水の腕が眼前に迫る。

「ぐおおおおおぉおお」

「しまった」

　咄嗟に剣を頭上に突つきだし、盾たての代わりにする。

　なんとか防ぼう御ぎよ成功。だが、がら空きになった胴体に、別の角度から攻こう撃げきが加わる。最初に腕を切り落とした龍牙兵ロンヤアビンだった。なんと、いつの間にか腕がまた生えていた。

「うそっ！　再生するの!?　がはっ」

　腹に鈍どん痛つう。吹き飛びそうになるのを必死にこらえて踏ん張り、剣の切っ先を殴なぐった腕に突き立てた。水風船から水が抜けるように、水柱が立つ。だが、すぐに傷はふさがる。

「って、こいつらも!?」

　体勢を整えたオリカは、直前に切り裂いた敵たちも、既すでに傷がなくなり、元に戻もどっていることに気づいた。

　オリカは歯を食いしばりながら、ザム、ザムと剣を振るう。リーチの届く限り龍牙兵ロンヤアビンの胴体を切り裂き、水を吐はき出させた。敵は、傷ついたときだけ怯ひるみ、侵攻を止める。だが、それもごく僅わずかの時間だった。

　オリカはいったん後退。殴られた腹に手を当てながら、良護たちのもとに戻った。

「ちょっと、何よあれ。倒しても倒しても切りがないわよ！」

「だから言ったのじゃ。龍牙兵ロンヤアビンは材料となるものさえあれば、無限に復活し続ける。術者を止めない限りはのう。だから禁術にしたのじゃ。無理じゃ。あれは倒せぬ……」

　メイファがリンを膝に抱えたまま、懺ざん悔げするように叫さけんだ。

「……それでもやるしかないじゃない」

　そんなメイファを見下ろしながら、オリカは吐き出すように言った。

「オリカ、殴られたところは大だい丈じよう夫ぶか？」

「心配いらないわ。少しずつは回復するし。連続で食くらったらやばいかもだけど、あいつら鈍のろいし、脆いし、たぶん、侵攻を止めるくらいなら今のままでもなんとかなるわ」

　良護の質問に、オリカは力強く頷うなずく。しかし、オリカの息は切れている。決して楽な相手ではないのは良護から見ても明らかだった。

「ぐおおおおおおおおおおおお」

　唸うなりを上げる龍牙兵ロンヤアビンの輪は、じわじわと迫ってくる。

「さて、それじゃあもう一回行ってくるわ」

「……よい」

　オリカが再び戦せん闘とうに向かおうとすると、メイファが小さな声でつぶやいた。

「……もう良い、オリカ。もう良いのじゃ」

「何よ、もう良いって？」

「ダオレンの目的は妾わらわじゃ。妾が死ねば、そなたらがこれ以上傷つくことはない」

　メイファがうつむいたまま言う。

「もはや妾には何も残っていない。龍家の金も今はすべて奪うばわれてしまった。金のなくなった龍家の姫など、ただの役立たずじゃ。だから妾はダオレンに殺されてくる」

　全身から精せい魂こんを絞しぼり出すような、そんな告白だった。

「なんだ、そんなこと」

　だが、オリカはあっさりとそう言って、すぐにメイファに背を向けた。

「……メイファ、あなたが死にたいなら勝手に死になさい」

「おい、オリカ、いくらなんでも……」

　言い過ぎだとたしなめようとした良護を、オリカが手で制する。そのまま続けた。

「だけど、あいにくとわたしは、誰だれかを犠ぎ牲せいにして勝ち取る冠絶の姫王エクセルシアに興味はないの。それが幼なじみでも、敵でもね。……だから、わたしは絶対にあなたを死なせない」

　それだけ言うと、オリカは再び敵に向かって斬きり込んでいった。

「……こう、しゅ」

　そこでか細い声が響いた。リンの意識が戻ったようだ。

「リン！　気づいたのかの。良かった……。そなたが死んでしまったら妾は妾は……」

　メイファは泣き出しそうになりながらリンにすがりついた。

「こう、しゅ。聞、こえた。……リンも、公主に死んで、欲しくない」

「リン……。そうは言うがの……、妾が死ぬ以外にはもはや道はないのじゃ」

「そんな、こと、ない」

「リン？　何をしているのじゃ」

　リンは身体からだを震わせながら上半身を起こす。

「だめじゃ。リン、そなた、致ち命めい傷しようを負っているのだぞ？」

「……リン、公主を守る……、決めた。だから、ここでも、守って、みせる」

　そのまま、リンはなんとか上半身を起こすことに成功。今度は立ち上がろうとする。

　だが、すぐに膝ひざをついてしまう。

「その身体では無理じゃ、リン。やはりここは妾が……」

　身体を支えようと、メイファが手を伸ばした。だが、リンは軽く弾はじいて拒きよ絶ぜつする。

　それから、手て脚あしをガクガクと揺ゆらしながらも、なんとか二本脚で立った。

「公主。もう一度、リンを、召しよう喚かんして」

「馬ば鹿かなことを申すな！　そなたは、召喚したところで、弱体化するだけではないか」

　メイファがうろたえる。しかし、リンは強気な無表情で頷いた。

「無問題。今度は、きっと、うまくいく。リン、本気で、公主の傍そばにいたいから」

「し、しかし……」

　メイファが苦虫をかみつぶしたような表情で、胸むな元もとの姫涙石ラクリマをきつく握にぎりしめた。

「……やってみる価値はあるんじゃないか？」

　良護はそこで、ふむと頷いた。

「良護殿どのまで、何を？」

「ダオレンを倒たおすためには、龍牙兵ロンヤアビンの壁を突破する必要がある。だが、オリカだけではすぐに敵が再生してしまう。だから、もうひとり騎き士しがいればなんとかなるかもしれない」

　オリカの戦い方を見ながら思ったことを口にした。

　絶え間なく再生し続ける龍牙兵ロンヤアビンを突破するためには、再生するスピードよりも速く、次の龍牙兵ロンヤアビンを倒すしかない。そのためには今のオリカだけでは不十分だ。

　さらに良護は続けた。

「それに、召喚さえすれば少なくともメイファは無敵になる。そうすればダオレンは目的を果たせない」

「妾だけ無事でいろと申すのか!?　できない。そんなことできるわけがなかろう！」

　メイファは姫涙石ラクリマを握りしめて、その場にうずくまってしまった。

「公主っ！」

　リンの呼びかけにも、メイファは応こたえない。

「だめだわ。きりがないわ」

　そこへオリカが戻ってくる。

「どうすればいいのかしら」

「リンを召喚すればなんとかなるかもしれない。だが、メイファがこんな状じよう況きようでな」

　良護が言うと、オリカは軽くメイファを一いち瞥べつする。

「そう……、それじゃあ、やっぱりわたしがなんとかするしかないわね」

「ちょっと待てよ」

　良護は、三み度たび、敵に向かおうとしたオリカの二の腕をつかんで引き留めた。

「何よ」

「オリカ、あんまり無理するな。おまえ、ぼろぼろじゃないか」

　オリカの体は、衣い装しようも露ろ出しゆつしている肌も傷だらけだ。呼吸もかなり荒あらく、疲ひ労ろうもダメージも増えているのは火を見るより明らかだった。

「じゃあどうするのよ！」

　オリカがヒステリックに叫んだ。どうやら、精神的にもだいぶ参ってきているようだ。

「戦えるのはわたしだけよ！　わたしが頑がん張ばらなかったら、みんな死んじゃうわよ！」

「落ち着けよ、オリカ。戦ってるのはおまえだけじゃない。俺もいるだろう？」

「良護なんて戦えないじゃない！　戦闘には関係ないでしょう？」

「関係あるだろ！」

　それまで、金切り声を上げるオリカに対して落ち着いた声を出していた良護だったが、そこで初めて強く怒ど鳴なった。

「良護……？」

「……関係、あるだろ。俺はおまえのパートナーなんだ。もう少し、俺を信しん頼らいしろ」

　良護はオリカをまっすぐに見つめる。オリカもしばらく黙だまって良護を見つめ、やがて、ぷいっと眼めを逸そらした。

「だけど、あなたが戦力にならないのは事実だし、リンは召喚できないんでしょう」

「もうひとつ、作戦がある」

　良護は告げる。

　この状況を打破する方法としては、戦力の向上が必要だ。そのためには騎士の数を増やすか、あるいは、騎士を単独で強化すれば良い。

「あれを、試ためそう」

「あれ？　……って、あれ!?」

　オリカの顔が瞬しゆん間かん的てきに真っ赤に染まった。
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　そのときだ。

「ふむむむむ。もうおしまいですか？　攻こう撃げきの手は終わりですか、みなさーん？」

　見れば、龍牙兵ロンヤアビンの群れに裂さけ目が出き、壁かべの向こうからダオレンがこちらを見ていた。

　脇わき腹ばらを押さえ、真っ青な顔色をしている。だが、目はらんらんと輝かがやき、不気味だった。

「そろそろ終わりにしましょう。あがいても無む駄だですよぉ！」

　そう言って、ダオレンはさらに龍牙兵ロンヤアビンの札を宙にばらまいた。

　うごごごごごごごごおぉおぉぉぉぉぉおお。

　瞬またたく間まに増加した龍牙兵ロンヤアビンたちが地じ響ひびきのような咆ほう哮こうをあげ、空気を震ふるわせる。

　そして、再び壁のように連なりダオレンの姿を覆おおい隠かくした。

「ちょっと、あいつ、数を増やしたわよ!?」

「しかも、なんか移動速度があがってねえか？」

　良護のつぶやきに、メイファが答える。

「龍牙兵ロンヤアビンは数が増えるほど、全体としての力を増すのじゃ……」

「なんだって？　それじゃあ、悠ゆう長ちようなことはしてられねえぞ。オリカ！　早くあれを」

　良護は、オリカの方を向いた。オリカは怯おびえたような目つきで良護を見ていた。

「のう、良護殿」

　そこへ、メイファが話しかけてくる。

「なんだ？」

「あれ、というのが何かは知らぬ……、だが、それはなにか打開策なのであろう？」

「そうだ」

　良護は短く答えて首しゆ肯こうする。

「それは……、絶対にうまくいく方法、なのかの？」

「わからねえよ。だけど他ほかに方法もない。賭かけるしかないだろ？」

　メイファはじっと良護を見つめ、たたずむ。

「……なぜ、そなたは、こんな状態でもあきらめないのじゃ？」

「なぜって……」

　良護は少し考える。うまくは言えないが、その理由はひとつだ。

「信じてるから、じゃねえか」

「信じてる？」

　メイファが良護の言葉を反復しながら首をかしげた。

「俺は、オリカが冠絶の姫王エクセルシアになれるって信じてる。だから、俺はあきらめない。だから戦うんだ。オリカを冠絶の姫王エクセルシアにするまでは、こんなところで負けてられねえからな」

「信じる……」

　メイファが言葉を噛かみしめるようにつぶやいた。

「リンも……」

　メイファの隣となりにいたリンが口を開く。

「リンも、公主、信じてる。だから、公主も、リン信じて。次の召喚きっとうまくいく」

　そこで良護はふと思った。

　リンはメイファを信じている。これまでの行動からそれは間ま違ちがいないだろう。

　それなのに、騎士としてのリンが弱いとすれば、やはりメイファに問題があるのだ。

　果たして、メイファはリンを、リンの言葉を信じているのだろうか？

「メイファ、おまえはどうなんだ？」

「何がじゃ？」

「おまえはリンを信じてるのか？」

「妾わらわがリンを信じているか……、じゃと？　それは……」

　メイファはそこで言葉を止める。瞳ひとみが震え、明らかに狼ろう狽ばいしている様子だった。

　良護がそのままメイファの答えを待たずに次の言葉をかさねた。

「リンが望んだ、おまえの傍にずっといたいという願いは真実だ。だとしたら、姫であるおまえは、対価として、リンにずっと傍にいることを許可する必要がある」

「わ、妾は……、認めた、ぞ？」

「だったらうまくいくはずだよな。それならリンはきっと最強だぞ？」

「……対価が抽ちゆう象しよう的てきすぎたということ……、ではないのかの」

　良護は首を振ふる。

「違うな。おまえが、心から許可をしていない……、つまり、リンがずっと傍にいることを望んでいないか……、もしくはリンを信じていないってことじゃないのか？」

「妾がリンを信じてない、じゃと」

　メイファは眼めを見開いた。良護は畳たたみ掛かけるように続ける。

「そうだ。おまえは、リンが本当はお金が欲ほしいのではないかと疑っている。つまり、リンを信じてないってことだ。だから、リンへの対価がうまく発動していないんだ」

「そ……、そんな、ことは……」

「公主……」

　リンがすこしだけ寂さびしそうにメイファを見つめた。

「メイファ、おまえ、さっき俺に金より大切なものは何かって聞いたよな」

　メイファが良護を見上げた。すがるような顔つきだった。

「俺は、そのひとつは、人を信じる心だと思う」

「人を信じる心……？」

　メイファの身体が雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくし、その眼が大きく見開かれた。

　それから、がくりとうなだれる。

「そうか……、妾が……、すべて妾がいけなかったのじゃな……」

　メイファはしばらくしてから、顔を上げた。リンを、見た。

「……のう、リン」

「はい、公主」

「妾は、もはや一文無しじゃ。それに今まで尽つくしてくれていたそなたを信じることができていなかった、駄だ目めな姫じゃ。ひどい主人じゃ。それでも……、それでも、まだ、そなたはずっと一いつ緒しよにいたいと思うてくれるのかの？」

「もちろん」

　リンは微笑ほほえみながら頷うなずいた。その言葉は力強く、淀よどみなく、そして純じゆん粋すいだった。

「リン……」

　メイファは唇くちびるを噛みしめる。眼には大おお粒つぶの涙なみだが浮うかぶ。

「すまぬ。……今まで冷たく当たってすまなかった」

「公主……、気にしない。リンは、そういう公主も、全部好きだから」

「リン」

　メイファは、リンにすがりつき、そしてわんわんと泣き出した。

　リンは、よしよしをするように主人の頭部を撫なでた。

　良護は、その光景をじっと見守っていた。

　やがて、メイファは嗚お咽えつを止めた。涙を拭ふきながら立ち上がり、拳こぶしを固く握にぎりしめる。

　眼の周りは赤かったが、その表情は憑つきものが落ちたかのように晴れ晴れとしていた。

「リン、妾は信じる。そなたを信じる。だからもう一度、召しよう喚かんを試させてくれるかの？」

「公主。もちろん！」

「そうか。……謝シエ謝シエ、リン」

　メイファはリンの応答に微笑むと、胸に手を当て、軽く深呼吸をした。

　それから、胸の姫涙石ラクリマを外し空中に投げ、詠えい唱しようを始める。

「天を貫つらぬく頂きは剣けん、屈くつ強きような勇者をも退ける岩いわ肌はだは鎧よろい。されど、そよぐ風は生命をはぐくみ、流れる水はすべての生命を癒いやす。柔じゆうと剛ごう、静と動を併あわせ持つ紫し雲うんの騎き士しよ。妾の呼びかけに応こたえ、崑こん崙ろん山の最果てより出いでて我が道を示す導しるべとなれ！　召喚騎士、武零ウーリン！」

　堂々たる姫の声は、禍まが々まがしい気配を消し去るように、荘そう厳ごんに響ひびき渡わたった。

　同時に、空中の姫涙石ラクリマがひときわ明るく輝き、紫むらさき色いろの光線を放出する。

　光線はやがて魔ま方ほう陣じんを描えがきだし、そしてリンの体に重なっていった。

　数瞬後、光の門から、龍りゆうを思わせる形状の紫色の鎧を肩かたや腕うで、脚あしに装備した、黒くろ髪かみの少女騎士が現れる。

　彼女はその手に持った巨きよ大だいな青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを器用に振り回し、舞まうように大地に降り立つと、高らかに名乗りを上げる。

「龍王家が姫、龍美花リユウメイフアの召喚騎士、武零、推参」

　その姿は凜り々りしく、そして表情は清すが々すがしかった。







　人を信じる心……。

　良護がメイファを諭さとしたその言葉に、オリカは、はっとしていた。

　果たして、自分は良護を信じているのだろうか。

　いや、きっと信じていない。信じていないからこそ、良護がセイラにとられそうだと思ってしまったり、メイファが良護と会うことに胸の痛みを覚えたのだ。

　良護はずっと自分で宣言したとおり、オリカを信じてくれていた。

　それはさっきの言葉からも間違いない。

　だとしたら、悪いのは自分。良護を信じ切れていなかった自分ではないか。
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　オリカは、そう思った。だから、







「良護」

　ふと、リンの召喚に見とれていた良護の袖そでを、オリカが引いた。

「なんだよ……？　っ?!」

　振り返った瞬しゆん間かん、良護の唇にオリカが唇を押しつけてきた。

　やわらかな感かん触しよくと体温を唇越ごしに感じ、女の子の香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「お、オリカ？」

　すぐに、オリカは身体からだを離はなした。

「あ、あのね、良護」

　オリカはもじもじとして、うつむきながら言う。

「ごめんなさい」

「え？」

「わたしも、ついさっきまで、あなたを信じ切ることができてなかったみたい。信じ切れてないから、セイラやメイファにあなたを取られちゃうんじゃないかと思って、不安で……、それでいらいらして、八つ当たりしちゃってたみたい……」

「そ、そうなのか？」

「さっき、わたしが冠絶の姫王エクセルシアになれるって信じてるって言ってくれて、すごく嬉うれしかったわ。……ありがとう」

　なんだかしおらしい態度のオリカに、良護は背筋がむずがゆくなる。

　だが、そんなオリカに、良護もまた、きちんと自分の思いを伝えようと思った。

「……言ったろ？　俺はおまえを冠絶の姫王エクセルシアにするって決めたんだ。……だから、おまえも必ず、冠絶の姫王エクセルシアになれよ」

「ええ、もちろんよ」

　オリカは満面の笑みを浮かべながら、言い切った。

　良護はその表情に見とれる。

　すると、その瞬間、良護は全身に強い拍はく動どうを感じた。

　頭のてっぺんから手足の先まで、何かが駆かけ巡めぐる。

　心臓が高鳴り、身体が熱くなっていく。

　いままで抑おさえられてきた感情が一気に吹ふき出すように、目の前の少女のことが、愛いとおしくなる。見つめているだけで、胸が締しめ付けられるほど苦しい。

　まるで心の奥底に眠ねむっていた封ふう印いんを解かれたような、そんな感覚だった。

　そして、目の前では、オリカの全身がまばゆい光の粒りゆう子しに包まれていた。
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「なんじゃ。そんなパワーアップもあるのかの」

「ちゅーして、パワーアップ……？　それじゃあ、リンも？」

　メイファとリンが、良護たちを見て、それぞれ感想を口にする。

　良護の前にはすでに、いつものオリカの姿は存在していなかった。

　そこには、面おも影かげをのこしたまま数年成長したようなオリカが立っていた。

　身長が伸のび、当然手脚も伸び、髪かみの毛も伸びている。

　その全身を覆おおう鎧は、普ふ段だんの召喚で着ている弱そうな衣い装しようではない。

　まるで光を直接編み込んだようなドレスと、無数の宝石から生成したような、不思議な輝かがやきを放つ金属片へんを合わせた、神こう々ごうしいシルエットの鎧だ。

　繊せん細さいできらびやかな冠かんむりを頭頂に載のせ、その手には一振りの大きな剣を携たずさえている。

　姫ひめも召喚騎士も超こえた、冠かん絶ぜつの姫騎士オリカがそこに顕けん現げんしていた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　だが同時にピンチも訪おとずれていた。

　良護たちの周りには、龍牙兵ロンヤアビンが大挙して押し寄せ、完全に取り囲まれていた。

「何よ、ポーズを取る時間くらいよこしなさいよね」

　オリカが悪戯いたずらっぽく笑いながら、剣を構える。

「リン、行くわよ」

「銀ぎん髪ぱつ姫ひめ……、応！」

　オリカのかけ声で、リンもまた青龍偃月刀を構えた。

　最初に飛び出したのはリンである。

　以前とはまるで別人の動作で、軽かろやかに舞い、重量のありそうな巨大な青龍偃月刀を苦もなく振り回しながら、龍牙兵ロンヤアビンの群れへと突とつ入にゆうする。

「はあああ！」

　回転を中心にした独特のステップとともに、青龍偃月刀を上下左右、器用に振り回し、敵を薙なぎ倒たおしていく。一いつ閃せん、二閃、三閃、四閃、五閃、六閃、七閃……。

　リンの武器が描えがく軌き跡せきは、紫むらさき色いろの輝き線せんとなって虚こ空くうを彩いろどるとともに、確実に龍牙兵ロンヤアビンを撃げき破はしていく。連撃がつながる様は、まるで紫の龍が敵を蹂じゆう躙りんしているかのようだった。

　リンの攻こう撃げきにより、傷口から水を盛せい大だいに吹き出しながら、龍牙兵ロンヤアビンは次々に崩くずれていく。

　その間を、オリカが飛ひ翔しようするように駆け抜ぬける。

　頭部、腕、脚、体。オリカが剣を振るうごとに、斬ざん撃げきが水の巨きよ人じんの体を切断していく。

　瞬またたく間まに、良護たちの周囲に迫せまっていた龍牙兵ロンヤアビンの数が減っていった。

　良護とメイファは、それぞれのパートナーの活かつ躍やくに安あん堵どする。

「どうやらうまくいったみたいだな、メイファ」

「うむ……、そうじゃな。ああ、危ないぞリン……、おお、ようやった！」

　メイファは、リンの戦い振ぶりを見るのに一いつ生しよう懸けん命めいで良護の質問には上の空だった。

　そんな様子を、良護は少しだけおかしく思った。

　しかし、それもほとんど数秒だった。

　ふたりが蹂躙した龍牙兵ロンヤアビンたちもすぐに再生を始めた。後方の龍牙兵ロンヤアビンと結合しながら復活するため、侵しん攻こうの輪は狭せばまらなかったものの、その数はふたりの攻撃でも減ることはない。

　さすがの召喚騎士も疲ひ労ろうはたまる。やがて、リンの動きにわずかな隙すきが生じた。

　そこに龍牙兵ロンヤアビンの拳が襲おそいかかる。

「リン、危ないわよ！」

　あわや攻撃を食くらいそうになったところで、オリカがリンの傍そばに降り立ち、その敵を一振りで片付けた。

「多謝！　……銀髪姫」

「ノープロブレム。お互たがい様よ」

　ふたりの召喚騎士が肩を並べて龍牙兵ロンヤアビンたちに対たい峙じする。

「リン……、まだいける？　ってどこ見てるの？　敵は向こうよ」

「銀髪姫……。その胸、何つめた？」

「は？」

「さっきはリンの方が勝ってた」

　自分の胸を見下ろし、それからオリカの胸むな元もとを見て、リンが寂さびしそうにぼやく。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょう！」

「……同意」

　説教気味に叫さけんだオリカであるが、実は少しだけ嬉しそうににやけていた。

　それからしばらくのあいだ、ふたりの騎士と無限に湧わく水の巨人の戦いは続いた。

　ふたりはときに協力し、ときにばらばらになって、龍牙兵ロンヤアビンを一体、また一体と倒していく。だがそのすぐあとで、龍牙兵ロンヤアビンは一体、また一体と復活を遂とげていった。

　泥どろ仕じ合あい。そんな言葉がよく似合う、不毛な戦いに見えた。

　やがて、オリカが飛ぶように良護のもとに戻もどってきた。

「良護、パワーアップしても厳しいわ。あいつらしつっこすぎる！　何か方法はない？」

　良護は顎あごに手をあて、少しだけ考える。それから言った。

「こうなったら。やっぱり一点突とつ破ぱするしかないな。一点突破して、ダオレンまでの道を作って、一気にダオレンを倒す、それしかない」

　良護の提案に、オリカは頷うなずく。

「わかったわ……。だけど、あいつらの再生速度に勝てるかどうかは微び妙みようよ」

「ああ。だからオリカとリンは、敵を倒すのに専念してくれ。ダオレンは俺がやる」

　良護が言い切る。

「え、どういうことよ」

「オリカとリンが作った道を俺が走って行ってダオレンを殴なぐる。これならいけるはずだ」

「ちょ……、大だい丈じよう夫ぶなの？　ダオレンは凄すご腕うでの傭よう兵へいなのよ？」

　オリカが心配そうに良護を見つめる。

「ダオレンは手負いだ。強がってはいるがダメージはかなりのものだろう。それに……」

　良護はダオレンがいる方向をにらみつけていた。

「俺はあいつを一発ぶん殴ってやりたいんだよ」

「……そう。わかったわ」

　オリカはしばらくうつむいていたが、やがて顔を上げると、身を乗り出す。

「お、おい、オリカ？」

　良護の首に腕を絡からませ、密着してくる。それから、そっと頬ほおにキスをする。

「さすがは、わたしの……、将来の冠絶の姫王エクセルシアのパートナー、だわ」

　耳元で艶つやっぽく囁ささやかれ、良護の全身にぞくぞくした何かが滾たぎった。

　鳥とり肌はだが立つ状態に似ていたが、明らかに違ちがう。

　ふつふつと身体の奥底から、何かがこみ上げてくる。

「お、おまえ……、なんか性格変わってないか？」

「そう？　……そういえば、この姿だと大だい胆たんなことに抵てい抗こうがないかも。アゲハのセクシー水着も着ちゃいたいくらいだわ」

　そして、オリカは体を離した。

「まあ、いざとなったらわたしとリンでフォローする。命だけは救ってみせるわ」

「……命だけかよ……」

　オリカの言葉に、良護はため息をついた。だが、やる気はみなぎっている。

「……俺はおまえを信じてるからな。そんときは頼たのむぜ」

「わたしも良護ならできるって信じてるわ。それじゃあ、いくわよ」

　微笑ほほえむと、オリカはその場から移動。リンの傍に行き作戦を伝える。

　リンからオッケーマークが返って来たので、良護は深く頷いた。

「……そなたたちは信しん頼らいしあっておるのじゃな」

　ふと、メイファがそんなつぶやきを漏もらした。

「うらやましい関係じゃの」

「俺たちには、これ以外道がないからな。……それじゃ、行ってくる」

　良護は短く答えると、地面を蹴けって走り出した。

　メイファがひとり残されることになるが、リンを召しよう喚かんしているので、無敵状態だから何も問題はない。

　走り出した良護の姿を確かく認にんすると、オリカとリンも首しゆ肯こうし合った。

　作戦開始だ。

　良護の行く先の敵を、まずリンが青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを振り下ろして撃破する。そしてすぐその後ろにいた敵をオリカが横よこ薙なぎで切り裂さいた。

　ジョギングしといてよかったぜ。そんなことを思いつつ、龍牙兵ロンヤアビンの巨きよ体たいから放出された水で、湿しつ度ど二百パーセント状態の空気の中を、良護はひたすらに駆け抜ける。

　リンの青龍偃月刀がくるりと回転し、良護の両りよう脇わきから迫る龍牙兵ロンヤアビンの腕を破は壊かいした。

　次に、目の前で両腕を振り上げる巨体を、オリカが思い切りぶった切る。

　ほとんどすれすれの攻こう防ぼうではあった。

　だが、良護の前進するスピードに合わせて、オリカとリンは確実に敵を仕留めていく。

　三体、四体、五体、六体。距きよ離りを考えればあと少しだ。

　そこで目の前に一体の龍牙兵ロンヤアビンが立ちふさがる。

　半はん透とう明めいな身体からだの向こう側に、ダオレンの姿が見える。あと一いつ匹ぴきだ。

　良護に気づいたダオレンは、奇き妙みように顔を歪ゆがめていた。さすがに余よ裕ゆうが見られない。

「あと一体！」

　だが。

「しまった」

　良護のすぐ脇でリンが悲鳴をあげる。振りおろした偃月刀が空振り敵がまだ残っていた。

　リンは胸元を押さえ、苦しそうな表情を浮うかべている。

　忘れてはいけない。リンも手負いなのだ。

　オリカが咄とつ嗟さにフォローに回り、リンを龍牙兵ロンヤアビンの攻撃から助けた。

　しかし、それで連れん携けいが崩れた。

　良護の目の前の敵はいまだに消えていない。このままでは突つっ込んでしまう。

　ペースを落として待つべきか。それとも。

「いいや、ここは突っ込むべきだろ！」

　良護はむしろ加速する。オリカが来るはずだ。そう信じ、敵に向かって強ごう引いんに直進する。

「オリカァァァァァァァ！」

　叫びながら、一心不乱に足を動かした。

　あとちょっとで龍牙兵ロンヤアビンに激げき突とつする。その瞬しゆん間かん！

「待たせたわね」

　声が響ひびき、まるでモーゼが海を割ったように、水の巨人の体が割れ、道が開ける。

　背後をちらりと振り返ると、良護はそこに女め神がみの姿を見た。

「それから、これはサービスよ、良護。最後はしっかり決めてよね」

　姫ひめ騎き士しオリカは可愛かわいらしくウィンクをして微笑むと、思い切り剣けんを振るった。

　ゴォと、剣先から迸ほとばしった斬撃が良護の脇を高速で通り抜ける。

「ひいっ！」

　悲鳴が聞こえた。

　前方で、ダオレンが腰こしを抜かしている。側頭部の髪かみの毛が焦こげたように消し飛んでいた。

　どうやら、オリカが飛ばした衝しよう撃げき波はは、ダオレンの真横をかすめたらしい。
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　それでダオレンが怯ひるんだのだ。

「まさか、まさか、まさか……」

　良護は尻しり込ごみするダオレンの前に駆かけ寄ると、足を止めた。

「よお、待たせたな」

「くっ、き、貴様のような小こ僧ぞう、手負いでなければ」

　良護の見立て通り、ダオレンはダメージが大きいようだ。

　腹を押さえ、うなだれたまま、ゆらゆらと揺ゆれていて、立っているのもつらそうだ。

「いい加減、終わりにしようぜ、ダオレンさん」

　良護はゆっくりとダオレンへ近づく。

「ま、待ちなさい」

　すると、ダオレンは両手を広げて前に突きだした。

「こうしましょう。この依い頼らいが成功すれば、私にはたんまりとお金が入ります。そのうちすこしをあなたに差し上げましょう。十三王家最大の富ふ豪ごう、龍りゆう王おう家けの金庫からの報ほう酬しゆうです。それはもう目を見張る金額ですよ？」

　へらへらと下品な笑みを浮かべ、交こう渉しようをもちかけてくる。

「……言いたいことはそれだけか」

　だが、良護は応じず、拳こぶしを鳴らしながら前へ進む。

「三分の一……、いいえ、半分でどうでしょう!?」

　ダオレンの声は悲鳴に近い。

　構わず良護は右手を振り上げた。

「悪いな。俺は将来の冠絶の姫王エクセルシアの騎士なんでね」

　腕うで輪わに嵌はまった姫涙石ラクリマが、きらりと輝かがやく。

「金、金ばっかりいってるようじゃ、冠絶の姫王エクセルシアの騎士なんてつとまらねえんだよ！」

「ひぃぃ」

　ダオレンがあわてて逃にげようと、その場で回れ右をする。

　だが良護の拳は、良護自身が予想している以上に加速しながら空中を疾しつ走そうした。

　バキッ！

　渾こん身しんの右ストレートは、快音と共にまっすぐにダオレンの頬に突き刺ささった。

「あびゃぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　奇き声せいを発しながらダオレンの身体が弓なりに飛び、やがて地面に落下する。

「ち、治ち療りよう費を請せい求きゆうしないと……、いけません、ねぇ」

　そう言い残し、倒たおれたダオレンの首ががくっと垂れ下がった。

　程ほどなくして、背後から水をためた巨きよ大だいなバケツをひっくり返したような音が響き渡わたり、良護の足元に、たくさんの水が流れてくる。龍牙兵ロンヤアビンがすべてただの水に戻ったのだ。

「……ふう。終わったのか……」

　汗あせをぬぐってから、良護は深く息を吐はき出した。手首を軽く振ってほぐす。

　人を殴ったことなどほとんどない拳が、少しだけ痛んだ。

「良護！」

「良護殿どの！」

「盾町良護！」

「おう……、っと？」

　背後からオリカたちの呼び声が聞こえ、良護は振り向こうとした。

　だが、足元がふらついてその場に尻しり餅もちをついてしまう。

　思いの外、緊きん張ちようしていたらしい。呼吸もかなり乱れていた。

「何してるのよ、良護。格好悪いわね……」

　呆あきれたように近寄って来たオリカは、いつもの小さなオリカの姿に戻もどっていた。

　そこへメイファとリンも駆けつける。ふたりは仲の良い姉し妹まいのように手をつないでいた。

「でも、おつかれさま。さすがはわたしのパートナーだわ」

　オリカが微笑みながら、良護の前に手を差し出した。

「……当然だろ。俺は冠絶の姫王エクセルシアの騎士だからな」

　良護はその手を掴つかんで固く握にぎりしめた。

　ひと回り成長した、ふたりの絆きずなを確かめるように。








　終章　夢見る龍りゆうが願うミライ




「こ、降参よ！　もうわたしの騎士は戦えないわ！」

　同じ頃、はるか遠方の土地で、ひとつの戦いが終しゆう了りようした。

　血相を変えて叫ぶのは短い金きん髪ぱつにウェーブのかかった、そばかすの多い姫。そして、やや離れたところに、鎧と剣で武装した青年が仰あお向むけに倒れている。彼女の騎士だ。

　そのすぐ傍かたわらに、青年騎士を見下ろすように立っている者がいる。黒いフードを目ま深ぶかにかぶった外がい套とう姿の少女だ。身体を痙けい攣れんさせる騎士を黙って見つめている。

「悔しいけど私の負けよ。召喚を解いて姫涙石ラクリマを渡すわ。あなたの姫はどこにいるの？」

　金髪ショートの姫が、唇を噛みしめながら手を伸ばす。

　すると、フードの少女はいかにも楽しそうな口調で答えた。

「きゃは。面白いこと言うのね。キュートすぎて、へそで紅茶が沸きそうよ？」

「……なにが面白いのよ」

　金髪の姫は首をかしげる。

「えー？　だって、わたしには姫なんていないしー」

「は？　どういうことよ」

「もちろん、わたしが姫だからに決まってるでしょ？　きゃはは」

　小馬鹿にしたように、フードの少女は大げさに肩をすくめてみせた。

「そ……、そんな。だ、だって、あなた私の騎士を倒したじゃない。ただの姫が召喚騎士に勝てるわけがないわ」

「きゃは。普通の姫だったらそうかもねー。だけどぉ、わたしはできちゃうんだなぁ、ほーら、こうやってぇ」

　少女が頭上に手を伸ばす。すると、掌てのひらの上にサッカーボール大の光り輝く球体が浮かび上がった。球体の表面には無数の文字らしき記号が張り付いている。

「も、戻って」

　金髪ショートの姫が危険を察知し、召喚を解除しようと咄とつ嗟さに手を伸ばして叫んだ。

　しかし、いつもならすぐに魔方陣が現れ、召喚が解除されるはずだが、何も起こらない。

「なんで!?　戻って！　戻ってよ！　召喚、解けなさいよっ！」

　顔面蒼そう白はくのまま、何度も声を出すが、彼女の望んだ現象は起こらない。

「きゃは。いい顔できるじゃない。もっと泣いて、わめきなさいよ。きゃはは」

　フードの少女はふわりと手を振りおろした。球体が騎士に向かって落下する。

「ぎゃああああああああああ」

　球体が身体に重なった瞬間、青年騎士が絶ぜつ叫きようした。まるで短い周期で殴打され続けるように、全身が激しく震える。やがて、剣や鎧に無数のヒビが入り始め、しばらくして、すべてが粉々になった。もちろん姫涙石ラクリマも一緒に砕け散る。

　そこには無数の傷を負い、動かなくなった青年騎士の身体だけがあった。

「いやぁ！　いやぁ！　そのひとにはもう戦う力は残っていなかったのにぃ！」

　金髪ショートの姫が、倒れた騎士のもとへ走り、その身体にすがりつく。

「きゃはは。キュート、キュート、とってもキュートよ、その絶叫。たまらないわ」

　その様子を見て、フードの少女は口元を斜めにつり上げた。そして続ける。

「ところで、あんたさぁ、マカルインの姫って知ってる？」

「ま、マカルイン？　セイラのこと？　それともオリカ？　それが何よ！」

「そっか、知ってるんだ」

　金髪ショートの姫の返答を聞くと、フードの少女は小さくつぶやくように言った。

　それから、声のトーンを変え、おどけた調子で続ける。

「おっめでとう～。キュートに大当たりぃ～」

「な、なにが、大当たりなのよ……。そ、それは？」

　見上げる金髪の姫の前で、フードの少女は掌の上にもうひとつ球体を作る。

「きゃは。恨むなら、マカルイン家の姫を恨むのね。さあ、キュートに逝っちゃえ」

　少女の手を離はなれた光の玉は、ゆっくりと浮ふ遊ゆうしながら金髪の姫の身体に向かっていった。







「今回は色々と世話になったのう」

　良護たちは空港へ来ていた。国へ帰るという、メイファとリンを見送るためだ。

「一度国に帰るって……、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　オリカが心配そうに尋たずねる。

　良護はよく知らないが、今回のクーデターで、龍りゆう王おう家けは壊かい滅めつしたも同然らしかった。

　メイファは戻ったところで、姫扱あつかいされることはほとんどないという話だった。

「革命派が妾わらわを殺そうとする可能性は残っているがの。それでも、妾に良くしてくれたものたちは大勢いる。そういうものたちの処しよ遇ぐうを確かく認にんする義務はあると思うのじゃ」

「そう……。気をつけなさいよ」

「大丈夫じゃ。妾にはリンがおる」

「公主は、リンが守る」

　コクンと、リンが小さく首しゆ肯こうした。

「オリカ。言っておくが、次に逢あうときも敵同士じゃぞ。幸い、まだ姫涙石ラクリマも騎士も残っているからの。妾は冠絶の姫王エクセルシアになって、金だけに頼らず龍王家を復興させてみせる」

「仕方がないわね」

　オリカはにこりと微笑ほほえんだ。

「公主、そろそろ時間」

　リンが進言し、メイファはそうかと短く返事をした。

「それではのう、オリカ。良護殿も達者での」

「ああ、またな」

「あんたこそ、しっかり生きて戻りなさいよ！　次はぼこぼこにしてあげるんだから」

「ほっほっほほ。それはこっちの台詞せりふじゃ」

　そう言って、メイファとリンは踵きびすを返そうとする。だが、そこで足を止めて振ふり返った。

「そうじゃ。忘れておった、良護殿」

「なんだ？」

「今回は世話になった。礼をしたいのだが、生憎あいにくと金の持ち合わせがなくての」

　気まずそうにいうメイファに、良護は軽く手を振ってみせる。

「そんなの気にするなよ」

「いや、そうはいかん。それでは妾の気が収まらぬのでな。それで……、代わりを用意したのじゃ。受けとってくれ。これもきっと、金より大切なもののひとつじゃ」

「代わり？　って、おい」

　そこで、メイファは小走りに近づくと良護の頬ほおにキスをした。良護は一瞬で鳥とり肌はだが立つ。

　メイファはすぐに身体からだを離すと、そそくさと距きよ離りを取る。

「それではの！」

「こ、公主、ずるい！　リンもしたかった」

「ほっほっほ。こういうのは早い者勝ちじゃ。ほれ、いくぞリン。飛行機の時間じゃ」

「こ、公主～」

　メイファが足早に出国ゲートに向かう。未練がましそうに何度も振り返りながらリンがその後をついていった。

　ゲートに消えていく背を見送りつつ、良護は頬をさする。

　まだかすかに鳥肌が残っている。あの日のツボの効果は完全に消しよう滅めつしているようだった。

「良護」

　すると、すぐそばで妙みような殺気を感じ、良護は身を硬かたくした。

　オリカが、ものすごい形相でにらみつけている。

「なんだよ、オリカ」

「何、メイファにキスされて鼻の下伸のばしているのかしら？」

「伸ばしてねえ！」

「嘘うそよ！　思い切り伸びてたわ。そうよね、メイファは胸も大きいしね」

「なんでそういう話になるんだよ。おまえ俺を信しん頼らいするって言っただろ？」

「それとこれとは別よ！　セイラに続いてメイファまで！　この節操なし家臣！」

「だから家臣じゃねえって言ってるだろう！」

「じゃあ、節操なしパートナー！　節操なし召喚騎士！　節操なしのド痴しれ者ものっ！」

　なだめてもすかしても、しばらくのあいだオリカの癇かん癪しやくは続いた。

　途方に暮れた良護は、深いため息をつきながら窓の外を見る。

　すると、青空の中に、うねりながら天に向かう龍のような、細長い雲が見えた。

　古来から龍は神秘的な存在で、地域によっては帝王の象徴とされるという。

　それで良護は、ほんの少しだけ良い気分になることができた。








　あとがき




　はじめまして。もしくはおひさしぶりです。

　著作を食間に服用してもらいたいと思っている宮みや沢ざわ周あまねです。

　もちろん、食前でも食後でも食事中でも、授業中でも……、おっとこれはおすすめできませんが、お好きなときにお読み頂ければ幸いです。




　はてさて、冠絶の姫王エクセルシアと召しよう喚かん騎き士し、第二巻をお届けしました。

　いかがだったでしょうか。

　本巻では新しいお姫ひめさまが出てきます。

　前巻の敵が身内だったので、正しい意味での敵のお姫さまは初登場です。

　ある意味、ここからオリカたちの冠姫聖戦プリンセスジハードが始まったと言えなくもありません。

　読み返してみると一巻目は思い切り序章という感じに仕上がっていたように思います。

　良護的にも「この巻から本気出す」といったところではないでしょうか。

（一巻目から本気出せよというツッコミの声が方々から聞こえてくるような……）




　ところで、メイファの衣い装しようってどうなっているんでしょう。

　男子には絶対に着られない服ですよね、あれ。（たぶんオリカも無理）

　近くにいたら、きっと何度もガン見してしまうに違いありません。

　うっかりリアルで見過ぎて捕つかまらないように、口絵と表紙で我が慢まんしておきます！




　それでは紙面の残りも少ないので、最後に謝しや辞じを。

　今回に限らず、作品のことでいっつもご迷めい惑わくをおかけしている担当さん、オリカたちに、可愛かわいくてカッコよくて、さらにエッｃ……、げふん、素す敵てきなイラストをつけてくださったCurrent Storageカレントストレージのおふたり、そして、最後にこの冠絶の姫王エクセルシアと召喚騎士を手にとり、支えてくださったすべての方に、この場を借りて御礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。

　それではまた。


宮みや沢ざわ　周あまね　













冠絶の姫王エクセルシアと召しよう喚かん騎き士しⅡ















宮みや沢ざわ　周あまね













平成25年2月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2013 Amane Miyazawa, Current Storage/Fujimishobo












item/image/p087.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
=RAE
oy PEhHER

RREFNOHR)ES. MFED
ABEL, SIWITA—EBRECK
BLEL, BOILDFZRIEIK
EO=H. TEHMEDSHELT.
[LDFE—FHTRIZLTW
B MREREFRIYAIN Y
DD RATEUTIEEE TELEN
SR feEDBAED BRIl
BRICEBRORFDKRICEIYZY
ZDIITH5>TETY,

452 Current Storage
AN=FH1V EqEq





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付











item/image/p071.jpg





item/image/keep-space.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/cover-image.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p105.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/k002.jpg
o]

,“, | (9 g |






item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/p201.jpg





